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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下りアクセス方式としてＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）方式
を使用し、上りアクセス方式としてＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Career Frequency Division
 Multiple Access）方式を用いるものであって、移動端末に対して一対多型の放送通信サ
ービスであるＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast Multicast Service）を提供する放送型デ
ータの送信及び前記移動端末に対して一対一型の個別通信データを送信可能な移動体通信
システムにおいて、
　前記移動体通信システムは、移動端末が前記個別通信データを送受信可能なセルである
ユニキャストセル、前記移動端末が前記放送型データの受信はできるが、前記個別通信デ
ータの送受信はできないＭＢＭＳ専用セル、前記ユニキャストセルと前記ＭＢＭＳ専用セ
ルの双方のサービスを提供できるユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルの３種類のセルを備え
、前記ＭＢＭＳ専用セル及び前記ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルは、ひとつの周波数で
前記放送型データの送信を行うＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service S
ingle Frequency Network）エリアを構成し、１ないし複数の前記ＭＢＳＦＮエリアが、
前記複数の基地局が同期して前記放送型データの送信を行うＭＢＳＦＮ（Multimedia Bro
adcast multicast service Single Frequency Network）同期エリアをさらに構成してお
り、
　前記ユニキャストセル、前記ＭＢＭＳ専用セル及び前記ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セ
ルのうち、前記移動端末に無線リソースの割り当てを行うスケジューリング処理を行うサ



(2) JP 5098676 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

ービングセルは、前記移動端末が位置するセルに隣接するＭＢＳＦＮエリアにおいて利用
可能なＭＢＭＳサービスの内容を、前記移動端末に通知することを特徴とする移動体通信
システム。
【請求項２】
サービングセルは、利用可能なＭＢＭＳサービスの周波数及び利用可能なＭＢＭＳサービ
スの内容のいずれかあるいは両方を報知チャネルにマッピングして通知することを特徴と
する請求項１に記載の移動体通信システム。
【請求項３】
サービングセルは、利用可能なＭＢＭＳサービスの周波数及び利用可能なＭＢＭＳサービ
スの内容のいずれかあるいは両方を下り共有チャネルにマッピングして通知することを特
徴とする請求項１に記載の移動体通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局が複数の移動端末と無線通信を実施する移動体通信システムに関する
ものであり、特に放送型マルチメディアサービス（MBMS: Multimedia Broadcast Multica
st Service）を移動端末に提供可能な移動体通信システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代と呼ばれる通信方式のうち、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband Code division Multipl
e Access）方式が２００１年から日本で商用サービスが開始されている。また、下りリン
ク（個別データチャネル、個別制御チャネル）にパケット伝送用のチャネル（HS-DSCH: H
igh Speed-Downlink Shared Channel）を追加することにより、下りリンクを用いたデー
タ送信の更なる高速化を実現するＨＳＤＰＡ（High Speed Down Link Packet Access）の
サービスが開始されている。さらに、上り方向のデータ送信をさらに高速化するためＨＳ
ＵＰＡ（High Speed Up Link Packet Access）方式についても規格化されている。Ｗ－Ｃ
ＤＭＡは、移動体通信システムの規格化団体である３ＧＰＰ（3rd Generation Partnersh
ip Project）により定められた通信方式であり、リリース７版の規格書がとりまとめられ
ている。
【０００３】
　また、３ＧＰＰにおいて、Ｗ－ＣＤＭＡとは別の通信方式として、無線区間については
「ロングタームエボリューション」（Long Term Evolution　LTE）、コアネットワークを
含めたシステム全体構成については「システムアーキテクチャエボリューション」（Syst
em Architecture Evolution　SAE）と称される新たな通信方式が検討されている。ＬＴＥ
では、アクセス方式、無線のチャネル構成やプロトコルが、現在のＷ－ＣＤＭＡ（HSDPA/
HSUPA）とは全く異なるものになる。たとえば、アクセス方式は、Ｗ－ＣＤＭＡが符号分
割多元接続（Code Division Multiple Access）を用いているのに対して、ＬＴＥは下り
方向はＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing ）、上り方向はＳＣ－
ＦＤＭＡ（Single Career Frequency Division Multiple Access）を用いる。また、帯域
幅は、Ｗ－ＣＤＭＡが５ＭＨｚであるのに対し、ＬＴＥでは１．４／３／５／１０／１５
／２０ＭＨｚの中で基地局ごとに選択可能となっている。また、ＬＴＥでは、Ｗ－ＣＤＭ
Ａのように回線交換を含まず、パケット通信方式のみになる。
【０００４】
　ＬＴＥはＷ－ＣＤＭＡのコアネットワーク(GPRS)とは異なる新たなコアネットワークを
用いて通信システムが構成されるため、Ｗ－ＣＤＭＡ網とは別の独立した無線アクセス網
として定義される。したがって、Ｗ－ＣＤＭＡの通信システムと区別するため、ＬＴＥの
通信システムでは、移動端末（UE: User Equipment）と通信を行う基地局（Base station
）はｅＮＢ（E-UTRAN NodeB）、複数の基地局と制御データやユーザデータのやり取りを
行う基地局制御装置(Radio Network Controller)はＥＰＣ（Evolved Packet Core）（aGW
: Access Gatewayと称されることもある)と称される。このＬＴＥの通信システムでは、y
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ユニキャスト（Unicast）サービスとＥ-ＭＢＭＳサービス（Evolved Multimedia Broadca
st Multicast Service）が提供される。Ｅ－ＭＢＭＳサービスとは、放送型マルチメディ
アサービスであり、単にＭＢＭＳと称される場合もある。複数の移動端末に対してニュー
スや天気予報や、モバイル放送など大容量放送コンテンツが送信される。これを１対多（
Point to Multipoint）サービスともいう。
【０００５】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおける全体的なアーキテクチャ（Architecture）に関
する現在の決定事項が、非特許文献１に記載されている。全体的なアーキテクチャ（非特
許文献１　４章）について図１を用いて説明する。図１は、ＬＴＥ方式の通信システムの
構成を示す説明図である。図１において、移動端末１０１に対する制御プロトコル（例え
ばＲＲＣ（Radio Resource Management））とユーザプレイン（例えばPDCP: Packet Data
 Convergence Protocol、RLC: Radio Link Control、MAC: Medium Access Control、PHY:
 Physical layer）が基地局１０２で終端するなら、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Evolved Universal
 Terrestrial Radio Access）は１つあるいは複数の基地局１０２によって構成される。
基地局１０２は、ＭＭＥ１０３（Mobility Management Entity）から通知されるページン
グ信号（Paging Signaling、ページングメッセージ（paging messages）とも称される）
のスケジューリング（Scheduling）及び送信を行う。基地局１０２はＸ２インタフェース
により、お互いに接続される。また基地局１０２は、Ｓ１インタフェースによりＥＰＣ（
Evolved Packet Core）に接続される、より明確にはＳ１＿ＭＭＥインタフェースにより
ＭＭＥ１０３（Mobility Management Entity）に接続され、Ｓ１＿Ｕインタフェースによ
りＳ－ＧＷ１０４（Serving Gateway）に接続される。ＭＭＥ１０３は、複数あるいは単
数の基地局１０２へのページング信号の分配を行う。また、ＭＭＥ１０３は待受け状態（
Idle State）のモビリティ制御（Mobility control）を行う。Ｓ－ＧＷ１０４はひとつま
たは複数の基地局１０２とユーザデータの送受信を行う。
【０００６】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおけるフレーム構成に関する現在の決定事項が、非特
許文献１（５章）に記載されている。図２を用いて説明する。図２はＬＴＥ方式の通信シ
ステムで使用される無線フレームの構成を示す説明図である。図２において、１つの無線
フレーム（Radio frame）は１０ｍｓである。無線フレームは１０個の等しい大きさのサ
ブフレーム（Sub-frame）に分割される。サブフレームは、２個の等しい大きさのスロッ
ト（slot）に分割される。フレーム毎に１番目（＃０）と６番目（＃５）のサブフレーム
に下り同期チャネル（Downlink Synchronization Channel: SCH）が含まれる。同期信号
には第一同期チャネル（Primary Synchronization Channel: P-SCH）と第二同期チャネル
（Secondary Synchronization Channel: S-SCH）がある。サブフレーム単位にてＭＢＳＦ
Ｎ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency Network）用とＭＢＳ
ＦＮ以外のチャネルの多重が行われる。以降、ＭＢＳＦＮ送信用のサブフレームをＭＢＳ
ＦＮサブフレーム（MBSFN sub-frame）と称する。非特許文献２に、ＭＢＳＦＮサブフレ
ームの割り当て時のシグナリング例が記載されている。図３は、ＭＢＳＦＮフレームの構
成を示す説明図である。図３において、ＭＢＳＦＮフレーム（MBSFN frame）毎にＭＢＳ
ＦＮサブフレームが割り当てられる。ＭＢＳＦＮフレームの集合（MBSFN frame Cluster
）がスケジュールされる。ＭＢＳＦＮフレームの集合の繰り返し周期（Repetition Perio
d）が割り当てられる。
【０００７】
　３ＧＰＰでの、ＬＴＥシステムにおけるチャネル構成に関する現在の決定事項が、非特
許文献１に記載されている。物理チャネル（Physical channel）について（非特許文献１
　５章）図４を用いて説明する。図４は、ＬＴＥ方式の通信システムで使用される物理チ
ャネルを説明する説明図である。図４において、物理報知チャネル４０１（Physical Bro
adcast channel: PBCH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信される下りチャネルで
ある。ＢＣＨトランスポートブロック（transport block）は４０ｍｓ間隔中の４個のサ
ブフレームにマッピングされる。４０ｍｓタイミングの明白なシグナリングはない。物理
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制御チャネルフォーマットインジケータチャネル４０２（Physical Control format indi
cator channel: PCFICH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信される。ＰＣＦＩＣ
Ｈは、ＰＤＣＣＨｓのために用いるＯＦＤＭシンボルの数について基地局１０２から移動
端末１０１へ通知する。ＰＣＦＩＣＨはサブフレーム毎に送信される。物理下り制御チャ
ネル４０３（Physical downlink control channel: PDCCH）は基地局１０２から移動端末
１０１へ送信される下りチャネルである。ＰＤＣＣＨは、リソース割り当て（allocation
）、ＤＬ－ＳＣＨ（図５に示されるトランスポートチャネルの１つである下り共有チャネ
ル）に関するＨＡＲＱ情報、ＰＣＨ（図５に示されるトランスポートチャネルの１つであ
るページングチャネル）を通知する。ＰＤＣＣＨは、上りスケジューリンググラント（Up
link Scheduling Grant）を運ぶ。ＰＤＣＣＨは、上り送信に対する応答信号であるＡＣ
Ｋ／Ｎａｃｋを運ぶ。物理下り共有チャネル４０４（Physical downlink shared channel
: PDSCH）は、基地局１０２から移動端末１０１へ送信される下りチャネルである。ＰＤ
ＳＣＨはトランスポートチャネルであるＤＬ-ＳＣＨ（下り共有チャネル）がマッピング
されている。物理マルチキャストチャネル４０５（Physical multicast channel: PMCH）
は基地局１０２から移動端末１０１へ送信される下りチャネルである。ＰＭＣＨはトラン
スポートチャネルであるＭＣＨ（マルチキャストチャネル）がマッピングされている。
【０００８】
　物理上り制御チャネル４０６（Physical Uplink control channel: PUCCH）は移動端末
１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。ＰＵＣＣＨは下り送信に対す
る応答信号（response）であるＡＣＫ／Ｎａｃｋを運ぶ。ＰＵＣＣＨはＣＱＩ（Channel 
Quality indicator）レポートを運ぶ。ＣＱＩとは受信したデータの品質、もしくは通信
路品質を示す品質情報である。物理上り共有チャネル４０７（Physical Uplink shared c
hannel: PUSCH）は移動端末１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。
ＰＵＳＣＨはＵＬ－ＳＣＨ（図５に示されるトランスポートチャネルの１つである上り共
有チャネル）がマッピングされている。物理ＨＡＲＱインジケータチャネル４０８（Phys
ical Hybrid ARQ indicator channel: PHICH）は基地局１０２から移動端末１０１へ送信
される下りチャネルである。ＰＨＩＣＨは上り送信に対する応答であるＡＣＫ／Ｎａｃｋ
を運ぶ。物理ランダムアクセスチャネル４０９（Physical random access　channel: PRA
CH）は移動端末１０１から基地局１０２へ送信される上りチャネルである。ＰＲＡＣＨは
ランダムアクセスプリアンブル（random access preamble）を運ぶ。
【０００９】
　トランスポートチャネル（Transport channel）について（非特許文献１　５章）図５
を用いて説明する。図５は、ＬＴＥ方式の通信システムで使用されるトランスポートチャ
ネルを説明する説明図である。図５Ａには下りトランスポートチャネルと下り物理チャネ
ル間のマッピングを示す。図５Ｂには上りトランスポートチャネルと上り物理チャネル間
のマッピングを示す。下りトランスポートチャネルについて報知チャネル（Broadcast ch
annel: BCH）はその基地局（セル）全体に報知される。ＢＣＨは物理報知チャネル（PBCH
）にマッピングされる。下り共有チャネル（Downlink Shared channel: DL-SCH）には、
ＨＡＲＱ（Hybrid ARQ）による再送制御が適用される。基地局（セル）全体への報知が可
能である。ダイナミックあるいは準静的（Semi-static）なリソース割り当てをサポート
する。準静的なリソース割り当ては，パーシステントスケジューリング（Persistent Sch
eduling）とも言われる。移動端末の低消費電力化のために移動端末のＤＲＸ（Discontin
uous reception）をサポートする。ＤＬ－ＳＣＨは物理下り共有チャネル（PDSCH）へマ
ッピングされる。ページングチャネル（Paging channel: PCH）は移動端末の低消費電力
を可能とするために移動端末のＤＲＸをサポートする。基地局（セル）全体への報知が要
求される。動的にトラフィックに利用できる物理下り共有チャネル（PDSCH）のような物
理リソース、あるいは他の制御チャネルの物理下り制御チャネル（PDCCH）のような物理
リソースへマッピングされる。マルチキャストチャネル（Multicast channel: MCH）は基
地局（セル）全体への報知に使用される。マルチセル送信におけるＭＢＭＳサービス（MT
CHとMCCH）のＳＦＮ合成をサポートする。準静的なリソース割り当てをサポートする。Ｍ
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ＣＨはＰＭＣＨへマッピングされる。
【００１０】
　上り共有チャネル（Uplink Shared channel: UL-SCH）にはＨＡＲＱ（Hybrid ARQ）に
よる再送制御が適用される。ダイナミックあるいは準静的（Semi-static）なリソース割
り当てをサポートする。ＵＬ－ＳＣＨは物理上り共有チャネル（PUSCH）へマッピングさ
れる。図５Ｂに示されるランダムアクセスチャネル（Random access channel: RACH）は
制御情報に限られている。衝突のリスクがある。ＲＡＣＨは物理ランダムアクセスチャネ
ル（PRACH）へマッピングされる。ＨＡＲＱについて説明する。
【００１１】
　ＨＡＲＱとは自動再送（Automatic Repeat reQuest）と誤り訂正（Forward Error Corr
ection）との組み合わせにより伝送路の通信品質を向上させる技術である。通信品質が変
化する伝送路に対しても再送により誤り訂正が有効に機能するという利点がある。特に再
送にあたって初送の受信結果と再送の受信結果の合成をすることで更なる品質向上を得る
ことも可能である。再送の方法の一例を説明する。受信側にて受信データが正しくデコー
ド出来なかった場合（CRC Cyclic Redundancy Check エラーが発生した場合（CRC=NG））
、受信側から送信側へ「Ｎａｃｋ」を送信する。「Ｎａｃｋ」を受信した送信側はデータ
を再送する。受信側にて受信データが正しくデコードできた場合（CRCエラーが発生しな
い場合（CRC=OK））、受信側から送信側へ「Ａｃｋ」を送信する。「Ａｃｋ」を受信した
送信側は次のデータを送信する。ＨＡＲＱ方式の一例として「チェースコンバイニング」
（Chase Combining）がある。チェースコンバイニングとは初送と再送に同じデータ系列
を送信するもので、再送において初送のデータ系列と再送のデータ系列の合成を行うこと
で利得を向上させる方式である。これは初送データに誤りがあったとしても部分的に正確
なものも含まれており、正確な部分の初送データと再送データとを合成することでより高
精度にデータを送信できるという考え方に基づいている。また、ＨＡＲＱ方式の別の例と
してＩＲ（Incremental Redundancy）がある。ＩＲとは冗長度を増加させるものであり、
再送においてパリティビットを送信することで初送と組み合わせて冗長度を増加させ、誤
り訂正機能により品質を向上させるものである。
【００１２】
　論理チャネル（Logical channel）について（非特許文献１　６章）図６を用いて説明
する。図６は、ＬＴＥ方式の通信システムで使用される論理チャネルを説明する説明図で
ある。図６Ａには下りロジカルチャネルと下りトランスポートチャネル間のマッピングを
示す。図６Ｂには上りロジカルチャネルと上りトランスポートチャネル間のマッピングを
示す。報知制御チャネル（Broadcast control channel: BCCH）は報知システム制御情報
のための下りチャネルである。論理チャネルであるＢＣＣＨはトランスポートチャネルで
ある報知チャネル(BCH)、あるいは下り共有チャネル（DL-SCH）へマッピングされる。ペ
ージング制御チャネル（Paging control channel: PCCH）はページング信号を送信するた
めの下りチャネルである。ＰＣＣＨは移動端末のセルロケーションをネットワークが知ら
ない場合に用いられる。論理チャネルであるＰＣＣＨはトランスポートチャネルであるペ
ージングチャネル(PCH)へマッピングされる。共有制御チャネル（Common control channe
l: CCCH）は移動端末と基地局間の送信制御情報のためのチャネルである。ＣＣＣＨは移
動端末がネットワークとの間でＲＲＣ接続（connection）を持っていない場合に用いられ
る。ＣＣＣＨを下りに設けるかは現時点で決まっていない。上り方向では、ＣＣＣＨはト
ランスポートチャネルである上り共有チャネル(UL-SCH)へマッピングされる。
【００１３】
　マルチキャスト制御チャネル（Multicast control channel: MCCH）は１対多の送信の
ための下りチャネルである。ネットワークから移動端末への１つあるいはいくつかのＭＴ
ＣＨ用のＭＢＭＳ制御情報の送信のために用いられるチャネルである。ＭＣＣＨはＭＢＭ
Ｓ受信中の移動端末のみに用いられるチャネルである。ＭＣＣＨはトランスポートチャネ
ルである下り共有チャネル(DL-SCH)あるいはマルチキャストチャネル（MCH）へマッピン
グされる。個別制御チャネル（Dedicated control channel: DCCH）は移動端末とネット
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ワーク間の個別制御情報を送信するチャネルである。ＤＣＣＨは上りでは上り共有チャネ
ル（UL-SCH）へマッピングされ、下りでは下り共有チャネル(DL-SCH)にマッピングされる
。個別トラフィックチャネル（Dedicate Traffic channel: DTCH）はユーザ情報の送信の
ための個別移動端末への１対１通信のチャネルである。ＤＴＣＨは上り・下りともに存在
する。ＤＴＣＨは上りでは上り共有チャネル(UL-SCH)へマッピングされ、下りでは下り共
有チャネル（DL-SCH）へマッピングされる。マルチキャストトラフィックチャネル（Mult
icast Traffic channel: MTCH）はネットワークから移動端末へのトラフィックデータ送
信のための下りチャネルである。ＭＴＣＨはＭＢＭＳ受信中の移動端末のみに用いられる
チャネルである。ＭＴＣＨは下り共有チャネル(DL-SCH)あるいはマルチキャストチャネル
(MCH)へマッピングされる。
【００１４】
　３ＧＰＰでの、Ｅ－ＭＢＭＳサービスに関する現在の決定事項が、非特許文献１に記載
されている。Ｅ－ＭＢＭＳに関する言葉の定義（非特許文献１　１５章）について、図７
を用いて説明する。図７は、ＭＢＳＦＮ同期エリアとＭＢＳＦＮエリアとの関係を説明す
る説明図である。図７において、ＭＢＳＦＮ同期エリア７０１（Multimedia Broadcast m
ulticast service Single Frequency Network Synchronization Area）とは、すべての基
地局が同期し、ＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast Multicast service Single Frequenc
y Network）送信を実行することができるネットワークの領域のことである。ＭＢＳＦＮ
同期エリアは１つ以上のＭＢＳＦＮエリア（MBSFN Areas）７０２を含む。１つの周波数
レイヤ（frequency layer）では、基地局は１つのＭＢＳＦＮ同期エリアにしか属すこと
ができない。ＭＢＳＦＮエリア７０２（MBSFN Area）は、ネットワークのＭＢＳＦＮ同期
エリアに含まれる基地局（セル）のグループから構成される。ＭＢＳＦＮ同期エリア中の
基地局（セル）は複数のＭＢＳＦＮエリアを構成することもある。
【００１５】
　Ｅ－ＭＢＭＳの論理構造（Logical Architecture）について（非特許文献１　１５章）
図８を用いて説明する。図８は、Ｅ－ＭＢＭＳの論理構造（Logical Architecture）を説
明する説明図である。図８において、マルチセル／マルチキャスト調整エンティティ８０
１（Multi-cell/multicast Coordination Entity: MCE）とは論理エンティティである。
ＭＣＥ８０１は、マルチセルＭＢＭＳ送信（multi-cell MBMS transmission）を行うため
、ＭＢＳＦＮエリア中の全ての基地局に対する無線リソースの割り当てを行う。ＭＣＥ８
０１は時間あるいは／かつ周波数の無線リソースの割り当て以外に、無線構造の詳細（例
えば、変調方式、コードなど）についての決定を行う。Ｅ－ＭＢＭＳゲートウェイ８０２
（MBMS GW）とは論理エンティティである。Ｅ－ＭＢＭＳゲートウェイ８０２はｅＢＭＳ
Ｃと基地局間に位置し、主要な機能は、サービスを各基地局へＳＹＮＣプロトコルにてＭ
ＢＭＳサービスを送信／放送することである。Ｍ３インタフェースとは、ＭＣＥ８０１と
Ｅ－ＭＢＭＳゲートウェイ８０２間の制御インタフェース（Control Plane Interface）
である。Ｍ２インタフェースとは、ＭＣＥ８０１とｅＮＢ１０２間の制御インタフェース
である。Ｍ１インタフェースとは、Ｅ－ＭＢＭＳゲートウェイ８０２とｅＮＢ１０２間の
ユーザデータインタフェース（User Plane Interface）である。
【００１６】
　Ｅ－ＭＢＭＳのアーキテクチャ（Architecture）について（非特許文献１　１５章）説
明する。図９は、Ｅ－ＭＢＭＳのアーキテクチャ（Architecture）を説明する説明図であ
る。Ｅ－ＭＢＭＳのアーキテクチャについては、図９Ａ、Ｂに示すように２つが考えられ
ている。ＭＢＭＳのセルについて（非特許文献１　１５）説明する。ＬＴＥシステムでは
、ＭＢＭＳ専用セル（基地局）（MBMS-dedicated cell）とＭＢＭＳとユニキャストの両
方のサービスを実行できるＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル(MBMS/ Unicast -mixed cell
)がある。ＭＢＭＳ専用セルについて説明する。ＭＢＭＳ専用セルがＭＢＭＳ送信専用の
周波数レイヤに属する場合の特徴を以下に述べる。以降にて、ＭＢＭＳ送信専用の周波数
レイヤは、ＭＢＭＳ専用セルの周波数レイヤとも称する。ともに下り論理チャネルである
ＭＴＣＨ（マルチキャストトラヒックチャネル）とＭＣＣＨ（マルチキャスト制御チャネ
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ル）は、１対多送信にて下りトランスポートチャネルであるＭＣＨ（マルチキャストチャ
ネル）あるいはＤＬ－ＳＣＨ（下り共有チャネル）にマッピングされる。ＭＢＭＳ専用セ
ルにおいて上りリンクは存在しない。また、ＭＢＭＳ専用セル内でユニキャストデータの
送受信はできない。また、カウンティングメカニズムも設定されない。ＭＢＭＳ送信専用
の周波数レイヤでページング信号（Paging messages）を設けるかは未定である。
【００１７】
　次にＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルについて説明する。ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合
セルがＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤに属さない場合の特徴を以下に述べる。ＭＢＭＳ
送信専用の周波数レイヤ以外の周波数レイヤを「ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤ」
と称する。ともに下り論理チャネルであるＭＴＣＨとＭＣＣＨは、１対多送信にて下り論
理チャネルであるＭＣＨあるいはＤＬ－ＳＣＨにマッピングされる。ＭＢＭＳ／ユニキャ
スト混合セルではユニキャストデータとＭＢＭＳデータの両方の送信が可能である。
【００１８】
　ＭＢＭＳ送信について（非特許文献１　１５章）説明する。ＬＴＥシステムでのＭＢＭ
Ｓ送信は、シングルセル送信（Single-cell transmission: SC送信）とマルチセル送信（
multi-cell transmission: MC送信）をサポートする。シングルセル送信ではＳＦＮ（Sin
gle frequency Network）オペレーションをサポートしない。また、マルチセル送信では
ＳＦＮオペレーションをサポートする。ＭＢＳＦＮ(Multimedia Broadcast multicast se
rvice Single Frequency Network)エリアにてＭＢＭＳの送信は同期している。マルチセ
ル送信におけるＭＢＭＳサービス（MTCHとMCCH）のＳＦＮ合成（Combining）がサポート
される。ＭＴＣＨとＭＣＣＨは１対多送信にてＭＣＨにマッピングされる。スケジューリ
ングはＭＣＥによって行われる。
【００１９】
　マルチキャスト制御チャネル(MCCH)構造（Structure）について（非特許文献　１５章
）説明する。下り論理チャネルである報知制御チャネル(BCCH)は１つあるいは２つのプラ
イマリマルチキャスト制御チャネル（Primary MCCH:P-MCCH）のスケジューリングを示す
。シングルセル送信用のＰ－ＭＣＣＨはＤＬ－ＳＣＨ（下り共有チャネル）にマッピング
される。また、マルチセル送信用のＰ－ＭＣＣＨはＭＣＨ（マルチキャストチャネル）に
マッピングされる。ＭＣＨ上にセカンダリマルチキャスト制御チャネル（Secondary MCCH
:S-MCCH）がマッピングされた場合、プライマリマルチキャスト制御チャネル（P-MCCH）
を用いてセカンダリマルチキャスト制御チャネル（S-MCCH）のアドレスを示すことができ
る。報知制御チャネル（BCCH）はプライマリマルチキャスト制御チャネル（P-MCCH）のリ
ソースを示すが、入手可能なサービスを示すことはない。
【００２０】
　３ＧＰＰでの、ページングに関する現在の決定事項が、非特許文献１（10章）に記載さ
れている。ページンググループは、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネル（PDCCH）を用いる
。移動端末の明確な識別子（UE-ID）はページングチャネル(PCH)上で確認することが出来
る。
【００２１】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３００　Ｖ８．２．０
【００２２】
【非特許文献２】３ＧＰＰ　Ｒ１－０７２９６３
【００２３】
【非特許文献３】３ＧＰＰ　Ｒ２－０７５５７０
【００２４】
【非特許文献４】３ＧＰＰ　Ｒ１－０８００７３
【００２５】
【非特許文献５】３ＧＰＰ　Ｒ２－０８０４６３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００２６】
　発明が解決しようとする第一の課題について説明する。非特許文献１において、ＭＢＭ
Ｓ送信専用の周波数レイヤの存在、及びＭＢＭＳ専用セルの存在や特徴については開示さ
れている。一方、移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤに移動する方法や所望のサ
ービスを選択するまでの方法などの開示はない。ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにて所
望のサービスを選択するまでの方法、及びそのための移動体通信システムについて開示す
ることを目的とする。
【００２７】
　また、発明が解決しようとする第二の課題について説明する。非特許文献１の１５章よ
り、ＭＢＳＦＮエリアはＭＢＳＦＮ送信を実現するため調整された、ＭＢＳＦＮ同期エリ
アの中のセルグループから成り立つことが理解できる。よって、ＭＢＳＦＮエリアが異な
るとＭＢＳＦＮ送信が実現されない場合があることになる。よって以下の課題が発生する
。ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、ＭＢＭＳ専用セル、ないしユニキャス
ト／ＭＢＭＳ混合セルから、マルチセル送信されたＭＢＭＳサービスを受信している移動
端末が、ハンドオーバを行う場合以下の問題が生じる。ハンドオーバ元（現在のサービン
グセル）のユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルとハンドオーバ先（新しくサービングセルと
して選択する基地局（新しいサービングセル：New Serving cell））のユニキャスト／Ｍ
ＢＭＳ混合セルが、同じＭＢＳＦＮエリアに属していない場合を考える。ＭＢＳＦＮエリ
アが異なれば、受信可能なＭＢＭＳのサービス内容が異なる可能性がある。よってハンド
オーバによりＭＢＭＳサービス受信の中断が発生するという問題が生じる。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　本発明に係る移動体通信システムは、下りアクセス方式としてＯＦＤＭ（Orthogonal F
requency Division Multiplexing）方式を使用し、上りアクセス方式としてＳＣ―ＦＤＭ
Ａ（Single Career Frequency Division Multiple Access）方式を用いるものであって、
移動端末に対して一対多型の放送通信サービスであるＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast M
ulticast Service）を提供する放送型データの送信及び移動端末に対して一対一型の個別
通信データを送信可能な移動体通信システムにおいて、移動端末が個別通信データを送受
信可能なセルであるユニキャストセル、移動端末が放送型データの受信はできるが、個別
通信データの送受信はできないＭＢＭＳ専用セル、ユニキャストセルとＭＢＭＳ専用セル
の双方のサービスを提供できるユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルの３種類のセルを備え、
ＭＢＭＳ専用セル及びユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルは、複数の基地局が同期して前記
放送型データの送信を行うＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Singl
e Frequency Network）同期エリアを構成しており、ユニキャストセル、ＭＢＭＳ専用セ
ル及びユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルのうち、移動端末に無線リソースの割り当てを行
うスケジューリング処理を行うサービングセルは、ＭＢＭＳ専用セルないしユニキャスト
／ＭＢＭＳ混合セルにて利用可能なＭＢＭＳサービスの周波数を通知するものである。
【発明の効果】
【００２９】
　下りアクセス方式としてＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）方
式を使用し、上りアクセス方式としてＳＣ―ＦＤＭＡ（Single Career Frequency Divisi
on Multiple Access）方式を用いるものであって、移動端末に対して一対多型の放送通信
サービスであるＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast Multicast Service）を提供する放送型
データの送信及び移動端末に対して一対一型の個別通信データを送信可能な移動体通信シ
ステムにおいて、移動端末が個別通信データを送受信可能なセルであるユニキャストセル
、移動端末が放送型データの受信はできるが、個別通信データの送受信はできないＭＢＭ
Ｓ専用セル、ユニキャストセルとＭＢＭＳ専用セルの双方のサービスを提供できるユニキ
ャスト／ＭＢＭＳ混合セルの３種類のセルを備え、ＭＢＭＳ専用セル及びユニキャスト／
ＭＢＭＳ混合セルは、複数の基地局が同期して前記放送型データの送信を行うＭＢＳＦＮ
（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency Network）同期エリアを
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構成しており、ユニキャストセル、ＭＢＭＳ専用セル及びユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セ
ルのうち、移動端末に無線リソースの割り当てを行うスケジューリング処理を行うサービ
ングセルは、ＭＢＭＳ専用セルないしユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルにて利用可能なＭ
ＢＭＳサービスの周波数を通知するので、移動端末がＭＢＭＳ専用セルの周波数レイヤに
移動する方法や所望のサービスを選択するまでの方法を得ることができる。
【００３０】
　本発明に係る移動体通信システムは、下りアクセス方式としてＯＦＤＭ（Orthogonal F
requency Division Multiplexing）方式を使用し、上りアクセス方式としてＳＣ―ＦＤＭ
Ａ（Single Career Frequency Division Multiple Access）方式を用いるものであって、
移動端末に対して一対多型の放送通信サービスであるＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast M
ulticast Service）を提供する放送型データの送信及び移動端末に対して一対一型の個別
通信データを送信可能な移動体通信システムにおいて、移動端末が個別通信データを送受
信可能なセルであるユニキャストセル、移動端末が放送型データの受信はできるが、個別
通信データの送受信はできないＭＢＭＳ専用セル、ユニキャストセルとＭＢＭＳ専用セル
の双方のサービスを提供できるユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルの３種類のセルを備え、
ＭＢＭＳ専用セル及びユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルは、ひとつの周波数で放送型デー
タの送信を行うＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequenc
y Network）エリアを構成し、１ないし複数のＭＢＳＦＮエリアが、複数の基地局が同期
して放送型データの送信を行うＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service S
ingle Frequency Network）同期エリアをさらに構成しており、ユニキャストセル、ＭＢ
ＭＳ専用セル及びユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルのうち、移動端末に無線リソースの割
り当てを行うスケジューリング処理を行うサービングセルは、移動端末が位置するセルに
隣接するＭＢＳＦＮエリアにおいて利用可能なＭＢＭＳサービスの内容を、移動端末に通
知するものである。
【００３１】
　本発明に係る移動体通信システムは、下りアクセス方式としてＯＦＤＭ（Orthogonal F
requency Division Multiplexing）方式を使用し、上りアクセス方式としてＳＣ―ＦＤＭ
Ａ（Single Career Frequency Division Multiple Access）方式を用いるものであって、
移動端末に対して一対多型の放送通信サービスであるＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast M
ulticast Service）を提供する放送型データの送信及び移動端末に対して一対一型の個別
通信データを送信可能な移動体通信システムにおいて、移動端末が個別通信データを送受
信可能なセルであるユニキャストセル、移動端末が放送型データの受信はできるが、個別
通信データの送受信はできないＭＢＭＳ専用セル、ユニキャストセルとＭＢＭＳ専用セル
の双方のサービスを提供できるユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルの３種類のセルを備え、
ＭＢＭＳ専用セル及びユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルは、ひとつの周波数で放送型デー
タの送信を行うＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequenc
y Network）エリアを構成し、１ないし複数のＭＢＳＦＮエリアが、複数の基地局が同期
して放送型データの送信を行うＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service S
ingle Frequency Network）同期エリアをさらに構成しており、ユニキャストセル、ＭＢ
ＭＳ専用セル及びユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルのうち、移動端末に無線リソースの割
り当てを行うスケジューリング処理を行うサービングセルは、移動端末が位置するセルに
隣接するＭＢＳＦＮエリアにおいて利用可能なＭＢＭＳサービスの内容を、移動端末に通
知するので、ＭＢＭＳサービスを受信している移動端末が、ハンドオーバによりＭＢＭＳ
サービス受信の中断が発生する問題を防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
実施の形態１．
　図１０は、本発明に係る移動体通信システムの全体的な構成を示すブロック図である。
図１０において、移動端末１０１は基地局１０２と制御データ（C-plane）、ユーザデー
タ（U-plane）の送受信を行う。基地局１０２は、ユニキャストの送受信のみ扱うユニキ
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ャストセル１０２－１、ユニキャストとＭＢＭＳサービス（ＭＴＣＨとＭＣＣＨ）の送受
信を扱う混合セル１０２―２、ＭＢＭＳサービスの送受信のみを扱うＭＢＭＳ専用セル１
０１－３に分類される。ユニキャストの送受信を扱うユニキャストセル１０２－１とＭＢ
ＭＳ／ユニキャスト混合セル（混合セル、ミクスドセル）１０２－２は、ＭＭＥ１０３と
インタフェースＳ１＿ＭＭＥにより接続される。更にユニキャストの送受信を扱うユニキ
ャストセル１０２－１と混合セル１０２－２は、ユニキャストのユーザデータの送受信の
ためにＳ－ＧＷ１０４とインタフェースＳ１＿Ｕにより接続される。ＭＭＥ１０３はイン
タフェースＳ１１によりＰＤＮＧＷ（Packet Data Network Gateway）９０２と接続され
る。ＭＣＥ８０１は、マルチセル（MC）送信を行うため、ＭＢＳＦＮエリア中の全ての基
地局１０２に対して無線リソースの割り当てを行う。例えば１つあるいは複数のＭＢＭＳ
／ユニキャスト混合セル１０２－２にて構成されるＭＢＳＦＮエリア＃１と１つあるいは
複数のＭＢＭＳ専用セル１０１－３にて構成されるＭＢＳＦＮエリア＃２が存在した場合
を考える。ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル１０２－２はＭＢＳＦＮエリア＃１中の全て
の基地局のための無線リソースを割り当てるＭＣＥ８０１―１とインタフェースＭ２で接
続される。またＭＢＭＳ専用セル１０２―３はＭＢＳＦＮエリア＃２中の全ての基地局の
ための無線リソースを割り当てるＭＣＥ８０１―２とインタフェースＭ２で接続される。
【００３３】
　ＭＢＭＳ　ＧＷ８０２は制御データを取り扱うＭＢＭＳ　ＣＰ８０２―１とユーザデー
タを取り扱うＭＢＭＳ　ＵＰ８０２―２に分類できる。ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル
１０２―２及びＭＢＭＳ専用セル１０２―３は、ＭＢＭＳ関連の制御データの送受信のた
めにインタフェースＭ１にてＭＢＭＳ　ＣＰ８０２―１と接続される。また、ＭＢＭＳ／
ユニキャスト混合セル１０２―２及びＭＢＭＳ専用セル１０２―３は、ＭＢＭＳ関連のユ
ーザデータの送受信のためにインタフェースＭ１＿ＵにてＭＢＭＳ　ＵＰ８０２―２と接
続される。ＭＣＥ８０１はＭＢＭＳ関連の制御データの送受信のためにインタフェースＭ
３にてＭＢＭＳ　ＣＰ８０２―１と接続される。ＭＢＭＳ　ＵＰ８０２―２はインタフェ
ースＳＧｉｍｂにてｅＢＭＳＣ９０１と接続される。ＭＢＭＳ　ＧＷ８０２はインタフェ
ースＳＧｍｂにてｅＢＭＳＣ９０１と接続される。ｅＢＭＳＣ９０１はコンテンツプロバ
イダと接続される。また、ｅＢＭＳＣ９０１はインタフェースＳＧｉにてＰＤＮＧＷ９０
２と接続される。ＭＣＥ８０１は新たなインタフェースであるＭＭＥ―ＭＣＥ間インター
フェース（ＩＦ）にてＭＭＥ１０３と接続される。
【００３４】
　図１１は、本発明で用いる移動端末１０１の構成を示すブロック図である。図１１にお
いて、移動端末１０１の送信処理は以下のとおり実行される。まず、プロトコル処理部１
１０１からの制御データ、アプリケーション部１１０２からのユーザデータが送信データ
バッファ部１１０３へ保存される。送信データバッファ部１１０３に保存されたデータは
エンコーダー部１１０４へ渡され、誤り訂正などのエンコード処理が施される。エンコー
ド処理を施さずに送信データバッファ部１１０３から変調部１１０５へ直接出力されるデ
ータが存在しても良い。エンコーダー部１１０４でエンコード処理されたデータは変調部
１１０５にて変調処理が行われる。変調されたデータはベースバンド信号に変換された後
、周波数変換部１１０６へ出力され、無線送信周波数に変換される。その後、アンテナ１
１０７から基地局１０２に送信信号が送信される。また、移動端末１０１の受信処理は以
下のとおり実行される。基地局１０２からの無線信号がアンテナ１１０７により受信され
る。受信信号は、周波数変換部１１０６にて無線受信周波数からベースバンド信号に変換
され、復調部１１０８において復調処理が行われる。復調後のデータはデコーダー部１１
０９へ渡され、誤り訂正などのデコード処理が行われる。デコードされたデータのうち、
制御データはプロトコル処理部１１０１へ渡され、ユーザデータはアプリケーション部１
１０２へ渡される。移動端末の一連の処理は制御部１１１０によって制御される。よって
制御部１１１０は、図面では省略しているが、各部（１１０１～１１０９）と接続してい
る。
【００３５】
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　図１２は、基地局１０２の構成を示すブロック図である。基地局１０２の送信処理は以
下のとおり実行される。ＥＰＣ通信部１２０１は、基地局１０２とＥＰＣ（MME103及びS-
GW104）間のデータの送受信を行う。他基地局通信部１２０２は、他の基地局との間のデ
ータの送受信を行う。ＥＰＣ通信部１２０１、他基地局通信部１２０２はそれぞれプロト
コル処理部１２０３と情報の受け渡しを行う。プロトコル処理部１２０３からの制御デー
タ、またＥＰＣ通信部１２０１と他基地局通信部１２０２からのユーザデータ及び制御デ
ータが送信データバッファ部１２０４へ保存される。送信データバッファ部１２０４に保
存されたデータはエンコーダー部１２０５へ渡され、誤り訂正などのエンコード処理が施
される。エンコード処理を施さずに送信データバッファ部１２０４から変調部１２０６へ
直接出力されるデータが存在しても良い。エンコードされたデータは変調部１２０６にて
変調処理が行われる。変調されたデータはベースバンド信号に変換された後、周波数変換
部１２０７へ出力され、無線送信周波数に変換される。その後、アンテナ１２０８より一
つもしくは複数の移動端末１０１に対して送信信号が送信される。また、基地局１０２の
受信処理は以下のとおり実行される。ひとつもしくは複数の移動端末１０１からの無線信
号がアンテナ１２０８により受信される。受信信号は周波数変換部１２０７にて無線受信
周波数からベースバンド信号に変換され、復調部１２０９で復調処理が行われる。復調さ
れたデータはデコーダー部１２１０へ渡され、誤り訂正などのデコード処理が行われる。
デコードされたデータのうち、制御データはプロトコル処理部１２０３あるいはＥＰＣ通
信部１２０１、他基地局通信部１２０２へ渡され、ユーザデータはＥＰＣ通信部１２０１
、他基地局通信部１２０２へ渡される。基地局１０２の一連の処理は制御部１２１１によ
って制御される。よって制御部１２１１は図面では省略しているが各部（1201～1210）と
接続している。
【００３６】
　図１３は、ＭＭＥ(Mobility Management Entity)の構成を示すブロック図である。ＰＤ
Ｎ　ＧＷ通信部１３０１はＭＭＥ１０３とＰＤＮ　ＧＷ９０２間のデータの送受信を行う
。基地局通信部１３０２はＭＭＥ１０３と基地局１０２間をＳ１＿ＭＭＥインタフェース
によるデータの送受信を行う。ＰＤＮ　ＧＷ９０２から受信したデータがユーザデータで
あった場合、ユーザデータはＰＤＮ　ＧＷ通信部１３０１からユーザプレイン処理部１３
０３経由で基地局通信部１３０２に渡され、１つあるいは複数の基地局１０２へ送信され
る。基地局１０２から受信したデータがユーザデータであった場合、ユーザデータは基地
局通信部１３０２からユーザプレイン処理部１３０３経由でＰＤＮ　ＧＷ通信部１３０１
に渡され、ＰＤＮ　ＧＷ９０２へ送信される。
【００３７】
　ＭＣＥ通信部１３０４はＭＭＥ１０３とＭＣＥ８０１間をＭＭＥ―ＭＣＥ間ＩＦによる
データの送受信を行う。ＰＤＮ　ＧＷ９０２から受信したデータが制御データであった場
合、制御データはＰＤＮ　ＧＷ通信部１３０１から制御プレイン制御部１３０５へ渡され
る。基地局１０２から受信したデータが制御データであった場合、制御データは基地局通
信部１３０２から制御プレイン制御部１３０５へ渡される。ＭＣＥ８０１から受信した制
御データはＭＣＥ通信部１３０４から制御プレイン制御部１３０５へ渡される。制御プレ
イン制御部１３０５での処理の結果は、ＰＤＮ　ＧＷ通信部１３０１経由でＰＤＮ　ＧＷ
９０２へ送信され、また基地局通信部１３０２経由でＳ１＿ＭＭＥインタフェースにより
１つあるいは複数の基地局１０２へ送信され、またＭＣＥ通信部１３０４経由でＭＭＥ―
ＭＣＥ間ＩＦにより１つあるいは複数のＭＣＥ８０１へ送信される。制御プレイン制御部
１３０５には、ＮＡＳセキュリティ部１３０５－１、ＳＡＥベアラコントロール部１３０
５－２、アイドルステート（Idle State）モビリティ管理部１３０５―３などが含まれ、
制御プレインに対する処理全般を行う。ＮＡＳセキュリティ部１３０５―１はＮＡＳ（No
n-Access Stratum）メッセージのセキュリティなどを行う。ＳＡＥベアラコントロール部
１３０５―２はＳＡＥ（System Architecture Evolution）のベアラの管理などを行う。
アイドルステートモビリティ管理部１３０５―３は、待受け（LTE‐IDLE状態、単にアイ
ドルとも称される）状態のモビリティ管理、待受け状態時のページング信号の生成及び制



(12) JP 5098676 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

御、傘下の１つあるいは複数の移動端末１０１のトラッキングエリア（TA）の追加、削除
、更新、検索、トラッキングエリアリスト（TA List）管理などを行う。ＭＭＥはＵＥが
登録されている（registered）追跡領域（トラッキングエリア：tracking Area:TA）に属
するセルへページングメッセージを送信することで、ページングプロトコルに着手する。
ＭＭＥ１０３の一連の処理は制御部１３０６によって制御される。よって制御部１３０６
は図面では省略しているが各部（1301～1305）と接続している。
【００３８】
　図１４は、ＭＣＥ（Multi-cell/multicast Coordination Entity）の構成を示すブロッ
ク図である。ＭＢＭＳ　ＧＷ通信部１４０１はＭＣＥ８０１とＭＢＭＳ　ＧＷ８０２間を
Ｍ３インタフェースによる制御データの送受信を行う。基地局通信部１４０２はＭＣＥ８
０１と基地局１０２間をＭ２インタフェースによる制御データの送受信を行う。ＭＭＥ通
信部１４０３はＭＣＥ８０１とＭＭＥ１０３間をＭＭＥ―ＭＣＥ間ＩＦによる制御データ
の送受信を行う。ＭＣ送信スケジューラ部１４０４は、ＭＢＭＳ　ＧＷ通信部１４０１経
由で渡されたＭＢＭＳ　ＧＷ８０２からの制御データと、基地局通信部１４０２経由で渡
されたＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency Networ
k）エリア内の基地局１０２からの制御データと、ＭＭＥ通信部１４０３経由で渡された
ＭＭＥ１０３からの制御データを用いて、自分が管理している１つあるいは複数のＭＢＳ
ＦＮエリアのマルチセル送信のスケジューリングを行う。スケジューリングの一例として
は基地局の無線リソース（時間、周波数など）、無線構造（変調方式、コードなど）など
が挙げられる。マルチセル送信のスケジューリング結果は、基地局通信部１４０２に渡さ
れ、ＭＢＳＦＮエリア内の１つあるいは複数の基地局１０２へ送信される。ＭＣＥ８０１
の一連の処理は制御部１４０５によって制御される。よって制御部１４０５は図面では省
略しているが各部（１４０１～１４０４）と接続している。
【００３９】
　図１５はＭＢＭＳゲートウェイの構成を示すブロック図である。図１５において、ＭＢ
ＭＳ　ＧＷ８０２のｅＢＭＳＣ通信部１５０１は、ＭＢＭＳ　ＧＷ８０２とｅＢＭＳＣ９
０１間のデータ（ユーザデータ、制御データ）の送受信を行う。ＭＣＥ通信部１５０２は
ＭＢＭＳ　ＧＷ８０２とＭＣＥ８０１間をＭ３インタフェースによる制御データの送受信
を行う。ｅＢＭＳＣ９０１から受信した制御データは、ｅＢＭＳＣ通信部１５０１経由で
、ＭＢＭＳ　ＣＰ部１５０３に渡り、ＭＢＭＳ　ＣＰ部１５０３での処理後、ＭＣＥ通信
部１５０２経由で、１つあるいは複数のＭＣＥ８０１へ送信される。ＭＣＥ８０１から受
信した制御データは、ＭＣＥ通信部１５０２経由で、ＭＢＭＳ　ＣＰ部１５０３に渡り、
ＭＢＭＳ　ＣＰ部１５０３での処理後、ｅＢＭＳＣ通信部１５０１経由で、ｅＢＭＳＣ９
０１または／かつＭＣＥ８０１へ送信される。基地局通信部１５０４はＭＢＭＳ　ＧＷ８
０２と１つあるいは複数の基地局へＭ１＿Ｕインタフェースによるユーザデータ（トラヒ
ックデータとも称される）の送信を行う。ｅＢＭＳＣ９０１から受信したユーザデータは
、ｅＢＭＳＣ通信部１５０１経由で、ＭＢＭＳ　ＵＰ部１５０５に渡り、ＭＢＭＳ　ＵＰ
部１５０５での処理後、基地局通信部１５０４経由で、１つあるいは複数の基地局１０２
へ送信される。ＭＢＭＳ　ＣＰ部１５０３とＭＢＭＳ　ＵＰ部１５０５は接続している。
ＭＢＭＳ　ＧＷ８０２の一連の処理は制御部１５０６によって制御される。よって制御部
１５０６は図面では省略しているが各部（１５０１～１５０６）と接続している。
【００４０】
　次に図１６に本発明にかかる移動体通信システムとしての処理の流れの一例を示す。図
１６は、ＬＴＥ方式の通信システムにおいて移動端末がＭＢＭＳの利用開始から利用修了
までの処理の概略を示すフローチャートである。図１６のステップＳＴ１６０１にて移動
端末は、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルでのサービングセルのセルセレクションを行う
。以降、ステップ１６０１の処理を「ユニキャスト側セルセレクション」と称する。ステ
ップＳＴ１６０１－１にてネットワーク側は移動端末に対して「受信可能なＭＢＭＳに関
する報知」処理を行う。具体的には、現在利用可能なＭＢＭＳサービスが存在することや
、その周波数に関する情報（周波数のリスト）が、ネットワーク側から移動端末に通知さ
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れる。ＳＴ１６０１－１の処理によって移動端末は、利用可能なＭＢＭＳサービスが存在
することやその周波数を知ることができるので、受信可能周波数を総当り的に検索する必
要がなくなる。このことは、移動端末が現在の周波数以外の周波数からのサービスを受信
するまでの制御遅延を短くするという効果を奏する。
【００４１】
　ステップＳＴ１６０２にて移動端末は、ステップＳＴ１６０１でネットワーク側から通
知された情報を基に、ＭＢＭＳ送信専用セルのサーチ処理を行う。サーチ処理の具体例と
しては、タイミング同期（無線フレームタイミングによる同期）や、システム帯域幅、送
信アンテナ数、ＭＢＳＦＮエリア識別子（ＩＤ）（MBSFNエリア番号とも称される。）、
ＭＣＣＨ（マルチキャスト制御チャネル）関連情報などのシステム情報の取得などがある
。以降、ステップ１６０２の処理を「ＭＢＭＳのサーチ」と称する。ステップＳＴ１６０
３にて移動端末は、ネットワーク側からＭＢＭＳ送信専用セルにおいて、ＭＢＭＳサービ
ス（MCCH及びMTCH）を受信するための情報を受信する。以降、ステップ１６０３の処理を
「ＭＢＭＳ　Ａｒｅａ情報取得」と称する。ステップＳＴ１６０４にてユーザ（移動端末
）は、ステップＳＴ１６０３にてネットワーク側から受信したＭＢＭＳサービスを受信す
るための情報を用いて、ユーザが所望するＭＢＭＳサービスを選択する。以降、ステップ
１６０４の処理を「ＭＢＭＳサービス選択」と称する。
【００４２】
　先に「第四の課題」として説明したとおり、ＬＴＥ方式による通信システムでは、ＭＢ
ＭＳサービスが提供する放送データを移動端末に送信するための下りリンクのみを設け、
上りリンクを省くことで簡略なシステム構成を実現するＭＢＭＳ送信専用のセルを設ける
ことが検討されている。上記説明のステップ１６０１－１からステップＳＴ１６０４は、
かかるＭＢＭＳ送信専用セルによるＭＢＭＳサービスを選択するまでの方法を開示した。
上記説明の一連の処理により、移動端末がＭＢＭＳ送信専用セルにて所望のＭＢＭＳサー
ビスを受信することが出来るという効果を奏する。
【００４３】
　ステップＳＴ１６０５にて移動端末は、ステップＳＴ１６０３にてネットワーク側から
受信したＭＢＭＳサービスを受信するための情報を用いて、ＭＢＭＳ送信専用セルからＭ
ＢＭＳデータを間欠受信するための準備を行う。以降、ステップ１６０５の処理を「ＭＢ
ＭＳ受信時　間欠受信準備」と称する。ステップＳＴ１６０６にて移動端末は、ネットワ
ーク側にＭＢＭＳ送信専用セルにおける、ＭＢＭＳの受信状況を通知する「ＭＢＭＳ側受
信状況通知」処理を行う。ＭＢＭＳ送信専用セルは上りリンクを設けていないので、ＭＢ
ＭＳ専用セルでＭＢＭＳデータを受信している移動端末はネットワーク側に位置登録を行
うことができない。この場合、ネットワーク側は移動端末の存在するセルを特定できない
ので、当該移動端末宛ての着信が発生した場合にページング信号を送ることが困難であっ
た。本ステップＳＴ１６０６によりネットワーク側は、当該移動端末がＭＢＭＳ送信専用
セルにてＭＢＭＳサービスを受信している旨を知ることができ、移動端末を追跡すること
が可能になるので、ＭＢＭＳ送信専用セルでＭＢＭＳサービスを利用中の移動端末宛てに
着信が発生したとき、ページング情報をＭＭＥ１０３、ＭＣＥ８０１－１経由でＭＢＭＳ
送信専用セルに転送し、ＭＢＭＳサービスを利用中の移動端末に個別着信が発生したこと
を知らせることができる。したがって、ＭＢＭＳ送信専用セルでＭＢＭＳサービスを利用
中の移動端末に対するページングに関する第一の課題を解決することができる。
【００４４】
　ステップＳＴ１６０７にて、移動端末はユニキャストセル（図10 102-1）または／かつ
ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル（図10　102-2）の電解強度測定やセル選択を含む測定
（メジャメント）処理を行う。この処理を「Ｕｎｉｃａｓｔ側メジャメント」と称する。
ステップＳＴ１６０７により移動端末は、ＭＢＭＳ送信専用セルにおいてＭＢＭＳデータ
を受信中であっても、ユニキャストセル（図10 102-1）やＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セ
ル（図10 102-2）の測定やセル選択、位置登録などの処理を行うことが可能となる。この
メジャメント処理を行うことにより、ＭＢＭＳ送信専用セルにてＭＢＭＳサービスを利用



(14) JP 5098676 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

している移動端末は送信対象となるユニキャストセル、あるいはＭＢＭＳ／ユニキャスト
混合セルを選択、更新しているので、上りリンクが存在しないＭＢＭＳ専用セルにおける
モビリティを確保することが可能になるという効果を得る。このため、ＭＢＭＳ専用セル
でＭＢＭＳサービスを利用している移動端末は、確実に位置登録などモビリティに関する
処理を、たとえばユニキャストセルまたは、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルを介して行
うことが可能となり、したがって、ネットワーク側はＭＢＭＳ送信専用セルでＭＢＭＳサ
ービスを利用している移動端末にページング信号を送ることが可能になる。また、当該移
動端末は、ユニキャスト／混合周波数レイヤとの測定を通じた下り同期確立をメジャメン
ト周期により行う。これにより、本発明の第二の課題である、上りリンクが存在しないＭ
ＢＭＳ送信専用セルにおいて、移動端末がＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルを介してペー
ジング信号に対する応答を送信する場合であっても、制御遅延を小さくすることができる
。
【００４５】
　ステップＳＴ１６０８にて、移動端末は、ページング信号を受信するため間欠受信を行
う。より具体的には、当該移動端末宛ての個別着信が発生した場合、ネットワーク側は、
ＭＢＭＳ送信専用セルにて構成されるＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤからＭＢＭＳサー
ビスを受信している移動端末に対して、ＭＢＭＳ送信専用セルの下りリンクを介してペー
ジング信号を送信する。ステップＳＴ１６０５～ステップＳＴ１６０８にて、本発明の第
一の課題である、ＭＢＭＳ送信専用セルでＭＢＭＳサービスを利用している移動端末に、
ページングを通知することが可能になる。
【００４６】
　ステップＳＴ１６０８の「ＭＢＭＳ受信時　間欠受信」にてページング信号を受信しな
かった移動端末は、ステップＳＴ１６０９にてマルチキャストトラヒックチャネル（MTCH
）を介してＭＢＭＳ送信専用セルから送信されたＭＢＭＳトラヒックデータを受信する。
以降、ステップＳＴ１６０８の処理を「ＭＴＣＨ受信」と称する。「ＭＴＣＨ受信」を行
っている移動端末は、「Ｕｎｉｃａｓｔ側メジャメント」のタイミングにてステップＳＴ
１６０７へ移行する。あるいは「ＭＴＣＨ受信」を行っている移動端末は、受信感度が悪
くなった場合にステップＳＴ１６０２、あるいはステップＳＴ１６０４、あるいはステッ
プＳＴ１６１２へ移行する。一方、ステップＳＴ１６０８の「ＭＢＭＳ受信時　間欠受信
」にてページング信号を受信した移動端末は、ステップＳＴ１６１０にて、ＭＢＭＳ送信
専用周波数レイヤの周波数（ｆ（ＭＢＭＳ））からユニキャスト／ミクスド周波数レイヤ
の周波数（ｆ（Ｕｎｉｃａｓｔ））に周波数を変更し、制御データの送受信を行う。以降
、ステップＳＴ１６１０の処理を「Ｕｎｉｃａｓｔ側　間欠受信」と称する。これにより
当該移動端末は、ユニキャストセルあるいは混合セルを介してネットワーク側へページン
グ信号に対する応答など上りデータを送信することが可能となる。ステップＳＴ１６１１
、ステップＳＴ１６１２にて移動端末は、ネットワーク側へＭＢＭＳ送信専用周波数レイ
ヤ（ＭＢＭＳ送信専用セル）におけるＭＢＭＳデータの受信を終了する旨を通知する。ス
テップＳＴ１６１１によりネットワーク側は、当該移動端末がＭＢＭＳサービスの利用を
終了する旨を知ることが出来る。ＭＢＭＳ送信専用周波数レイヤによるＭＢＭＳサービス
の利用を終了した移動端末に対しては、ユニキャストセルあるいは混合セルを介してペー
ジング信号を送信すればよいので、ネットワーク側がＭＢＭＳ送信セルの下りリンクを介
してページング信号を通知する処理を中止することができ、ＭＢＭＳ送信専用セルの無線
リソースの有効活用を図る。
【００４７】
実施の形態２．
　本実施の形態においては、図１７を用いて、実施の形態１で述べた移動体通信システム
の処理の流れの詳細な具体例について説明する。図１７はユニキャスト側のセルセレクシ
ョンを説明するフローチャートである。ステップＳＴ１７０１にて、ユニキャストセル、
ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル（単に混合セル（Mixed cell）とも称する）は第一同期
チャネル（Primary Synchronization Channel: P-SCH）と第二同期チャネル（Secondary 
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Synchronization Channel: S-SCH）、リファレンス信号（リファレンスシンボルとも称さ
れる。Reference Symbol :RS）を傘下の移動端末に対して報知する。ステップＳＴ１７０
２にて、移動端末は基地局（ユニキャストセルまたは／かつ混合セル）からのＰ－ＳＣＨ
、Ｓ－ＳＣＨ、ＲＳを受信する。ステップＳＴ１７０３にて、移動端末は受信したＰ－Ｓ
ＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ、ＲＳを用いて初期セルサーチ動作を行う。現在３ＧＰＰで議論されて
いるセルサーチ動作の詳細を説明する。第１段階として移動端末は、移動体通信システム
として３種類の規定シーケンスが存在する第一同期チャネル(P-SCH)をブラインド検出す
る。Ｐ－ＳＣＨは周波数としてはシステム帯域幅の中心７２サブキャリアに、時間的とし
ては無線フレーム毎に１番目（＃０）と６番目（＃５）にマッピングされる。よってＰ－
ＳＣＨをブラインド検出した移動端末は、５ｍｓタイミング検出と、セルグループ（先の
Ｐ－ＳＣＨの３週類のシーケンスに対応する１～３グループ）を知ることが出来る。第２
段階として、移動端末は、第二同期チャネル(S-SCH)をブラインド検出する。Ｓ－ＳＣＨ
のマッピング位置はＰ－ＳＣＨと同様である。Ｓ－ＳＣＨをブラインド検出した移動端末
は１０ｍｓタイミング検出（フレーム同期）とセル識別子（Cell ID）を知ることが出来
る。
【００４８】
　ステップＳＴ１７０４にて移動端末は、セルセレクションを行う。セルセレクションは
移動端末が複数の基地局からの下り受信感度を測定した測定結果を用いて、サービング基
地局（セル）になり得る条件を満足した基地局を１つ選択する処理である。サービング基
地局になり得る条件の具体例としては、複数の基地局からの下り受信感度の中でもっとも
受信感度が良いもの、あるいはサービング基地局の受信感度の最低閾値を超えた基地局な
どが考えられる。実際に移動端末が測定する値としては、リファレンスシンボル受信電力
（Reference Symbol received power: RSRP）、Ｅ－ＵＴＲＡキャリア受信信号強度値（E
-UTRA carrier received signal strength indicator: RSSI）などがある。サービング基
地局とは、当該移動端末のスケジューリングを担当する基地局である。当該移動端末のサ
ービング基地局以外の基地局であっても、他の移動端末にとってはサービング基地局にな
り得る。つまりユニキャストセルあるいは、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルの全ての基
地局はスケジューリング機能を有し、いずれかの移動端末のサービング基地局となり得る
。ステップＳＴ１７０５にて、ユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルは論
理チャネルのひとつである報知制御チャネル(BCCH)を用いて報知情報を送信する。報知情
報の具体例は、メジャメント周期、間欠受信周期、トラッキングエリア情報（TA情報）な
どがある。メジャメント周期とはネットワーク側が傘下の移動端末に通知する周期であっ
て、この周期にしたがって移動端末は電界強度などの測定を行う。間欠受信周期とは、移
動端末が待受け状態（Idle State）時にページング信号を受信するために、周期的にペー
ジング信号をモニタする周期である。ＴＡ情報とは「追跡領域」(Tracking Area)に関す
る情報である。ＭＭＥはＵＥが登録されている追跡領域に属する各ｅＮＢにページングメ
ッセージを送ることにより、ページング処理を開始する（TS36.300　19.2.2.1）。ステッ
プＳＴ１７０６にて、移動端末はサービング基地局からＢＣＣＨを介してメジャメント周
期、間欠受信周期、ＴＡ情報などを受信する。
【００４９】
　ステップＳＴ１７０７にてユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルはＢＣ
ＣＨを用いて、移動端末に対して、利用可能なＭＢＭＳサービスの周波数、つまり受信可
能なＭＢＳＦＮ同期エリア（MBSFN Synchronization Area）の周波数（f(MBMS)と称する
）を１つあるいは複数報知する。Ｗ－ＣＤＭＡ通信システムではプリファード周波数情報
（Preferred frequency information: PL情報）というパラメータが存在した。ＰＬ情報
はネットワーク側で論理チャネルであるマルチキャスト制御チャネル(MCCH)にマッピング
され、傘下の移動端末に対して報知される。しかし、ＬＴＥシステムにおいては、ＭＢＭ
Ｓサービスを提供しないユニキャストセルを設けることが予定されており、かかるユニキ
ャストセルでは、ＭＢＭＳ用のチャネルであるＭＣＣＨを用いてｆ（ＭＢＭＳ）を報知す
る方法は採用できないという問題がある。
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【００５０】
　ステップＳＴ１７０８にて、移動端末は、サービング基地局からＢＣＣＨを用いて送信
されたｆ（ＭＢＭＳ）を受信する。ｆ（ＭＢＭＳ）を移動端末が受信することで、移動端
末は現在の周波数以外でサービスが存在する可能性のある周波数について総当り的に検索
する必要がなくなる。このことは、移動端末が現在の周波数以外の周波数からのサービス
を受信するまでの制御遅延を短くするという効果を奏する。ステップＳＴ１７０７、ステ
ップＳＴ１７０８は実施の形態１で述べた「受信可能なＭＢＭＳに関する報知」の詳細な
具体例である。ここで、移動体通信システムとしてｆ（ＭＢＭＳ）が静的（Static）ある
いは準静的（Semi-Static）に決定しておけば、基地局よりｆ（ＭＢＭＳ）を報知せずに
上記移動端末が現在の周波数以外の周波数からサービスを受信するまでの制御遅延が短く
なるという効果を得ることができる。さらに、ｆ（ＭＢＭＳ）を報知する必要がなくなる
ので、無線リソースの有効活用という効果も合わせて得ることができる。
【００５１】
　一方、ステップＳＴ１７０７とステップＳＴ１７０８において、ｆ（ＭＢＭＳ）に加え
て各ｆ（ＭＢＭＳ）におけるシステム帯域幅、送信アンテナ数を基地局からＢＣＣＨを用
いて報知することも可能である。これにより、ステップＳＴ１７０８にて、移動端末は、
サービング基地局からＢＣＣＨを用いて送信されたｆ（ＭＢＭＳ）を受信することにより
、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにおいて、システム情報（システム帯域幅、送信アン
テナ数）を取得する必要がなくなるので、制御遅延を短くすることができるという効果を
得ることができる。なぜならｆ（ＭＢＭＳ）を受信するためにユニキャスト／周波数レイ
ヤにおいてはサービング基地局からのＢＣＣＨを受信する必要があるので、情報（システ
ム帯域幅、送信アンテナ数）が増えたとしても移動端末の処理時間としてはさほど長くは
ならない。一方、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤに移ってから、ＭＢＭＳ送信専用の周
波数レイヤのシステム情報を取得するためには、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにおけ
るＢＣＣＨを受信する必要があり、あらたに別のチャネルのデコード処理が必要となるた
め、制御遅延が発生する。
【００５２】
　ステップＳＴ１７０９にて移動端末は、プロトコル処理部１１０１あるいは制御部１１
１０にて保管している現在のトラッキングエリアリスト（TA List）中に、ステップＳＴ
１７０６で受信したサービング基地局のＴＡ情報が含まれているか確認する。含まれてい
る場合、図１８のステップＳＴ１７２０へ移行する。含まれていない場合はステップＳＴ
１７１０を実行する。ステップＳＴ１７１０にて移動端末は、「アタッチリクエスト」(A
ttach Request)をサービング基地局へ通知する。「アタッチリクエスト」に含まれる情報
としては、移動端末の識別子（IMSI（International Mobile Subscriber Identity）ある
いはS-TMSI（S-Temporary Mobile Subscriber Identity, S-TMSIは単にTemporary Mobile
 Subscriber Identity（TMSI）と称されることもある）、移動端末の能力（Capability）
などがある。ステップＳＴ１７１１にて「アタッチリクエスト」を受信したサービング基
地局は、ステップＳＴ１７１２にて「アタッチリクエスト」をＭＭＥ（Mobility Managem
ent Entity）あるいはＨＳＳ（Home Subscriber Server）へ通知する。ステップＳＴ１７
１３にてＭＭＥは「アタッチリクエスト」を受信する。ＭＭＥのアイドルステートモビリ
ティ管理部１３０５－３は、各移動端末のトラッキングエリアリストを管理している。ス
テップＳＴ１７１４にてＭＭＥは当該移動端末の管理しているトラッキングエリアリスト
に当該移動端末のサービング基地局が含まれているか確認する。含まれている場合は、図
１８のステップＳＴ１７１６へ移行する。含まれていない場合はステップＳＴ１７１５を
実行する。ステップ１７１５にてＭＭＥのアイドルステートモビリティ管理部１３０５－
３は、当該移動端末の管理しているトラッキングエリアリストに当該移動端末のサービン
グ基地局のＴＡ情報を追加（あるいは更新）する処理を行う。ステップＳＴ１７１６にて
ＭＭＥは「アタッチアクセプト」（Attach Accept）をサービング基地局へ通知する。「
アタッチアクセプト」に含まれる情報としては、トラッキングエリアリスト、移動端末へ
与えられる識別子（S-TMSIなど）などがある。ステップＳＴ１７１７にて「アタッチアク
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セプト」を受信したサービング基地局は、ステップＳＴ１７１８にて「アタッチアクセプ
ト」を当該移動端末へ通知する。ステップＳＴ１７１９にて移動端末は「アタッチアクセ
プト」を受信する。
【００５３】
　図１８は、ＭＢＭＳサーチ処理を示すフローチャートである。図１８のステップ１７２
０～ステップ１７２５は、実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳのサーチ」の具体的な処理で
ある。ステップＳＴ１７２０にて移動端末は、ステップＳＴ１７０８にて受信可能なＭＢ
ＳＦＮ同期エリアの周波数（あるいはMBMS送信専用の周波数レイヤの周波数）を受信した
か確認する。つまりｆ（ＭＢＭＳ）を１つ以上受信したか確認する。存在しなかった場合
、処理を終了する。存在した場合、ステップＳＴ１７２１を実行する。ステップＳＴ１７
２１にて移動端末は、ユーザがｆ（ＭＢＭＳ）にてＭＢＭＳサービスを受信する意思があ
るかどうかを確認する。確認の具体例としては、ユーザがＭＢＭＳサービスを受信する意
思が有る場合にユーザインタフェースを用いて移動端末に対して指示を送り、移動端末は
ユーザの意思をプロトコル処理部１１０１へ保管する。ステップＳＴ１７２１にて移動端
末はプロトコル処理部１１０１に保管されているＭＢＭＳサービスを受信する意思の有無
を確認する。ＭＢＭＳサービスを受信する意思がなければ、ステップＳＴ１７２１の処理
を繰り返す。繰り返す方法としては、一定周期で移動端末がステップＳＴ１７２１の判断
を行う方法、あるいはユーザからのユーザインタフェースを通じたＭＢＭＳサービスを受
信する意思の変更通知があった際にステップＳＴ１７２１あるいは、ステップＳＴ１７２
０を行う方法などがある。ＭＢＭＳサービスを受信する意思があれば、ステップＳＴ１７
２２へ移行する。ステップＳＴ１７２２にて移動端末は、周波数変換部１１０７（シンセ
サイザ）の設定周波数を変更し、中心周波数をｆ（ＭＢＭＳ）へ変更することによりＭＢ
ＭＳのサーチ動作を開始する。周波数変換部１１０７の設定周波数を変更し、中心周波数
を変更することをリチューン（re-tune）と称する。ステップＳＴ１７２３にて、ＭＢＭ
Ｓ専用セルは第一同期チャネル（Primary Synchronization Signal: P-SCH）と第二同期
チャネル（Secondary Synchronization Signal: S-SCH）、レファレンス信号（RS(MBMS)
）、ＢＣＣＨを傘下の移動端末に対して報知する。ステップＳＴ１７２４にて、移動端末
はＭＢＭＳ専用セルからのＰ－ＳＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ、ＲＳ（ＭＢＭＳ）、ＢＣＣＨ（報知
制御チャネル）を受信する。
【００５４】
　ステップＳＴ１７２５にて移動端末はＭＢＭＳのサーチ動作を行う。現在３ＧＰＰで議
論されているＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにおけるサーチ動作について説明する。Ｐ
－ＳＣＨにＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにおいて専用的に用いるシーケンスを追加す
る。追加の専用シーケンスは、静的に規定されたものとする。第一段階として移動端末は
、追加の専用のシーケンスにてＰ－ＳＣＨをブラインド検出する。Ｐ－ＳＣＨは周波数的
にはシステム帯域幅の中心７２サブキャリアに、時間的としては無線フレーム毎に１番目
（＃０）と６番目（＃５）にマッピングされる。よってＰ－ＳＣＨをブラインド検出した
移動端末は、５ｍｓタイミング検出することができる。また、Ｐ－ＳＣＨはマルチセル送
信される。第二段階として移動端末は、Ｓ－ＳＣＨをブラインド検出する。Ｓ－ＳＣＨの
マッピング位置はＰ－ＳＣＨと同様である。Ｓ－ＳＣＨをブラインド検出した移動端末は
１０ｍｓタイミング検出（フレーム同期）とＭＢＳＦＮエリアＩＤを知ることが出来る。
またＳ－ＳＣＨはマルチセル送信される。第二段階で得たＭＢＳＦＮエリアＩＤと関連付
けられているスクランブリングコード(Scrambling Code)を用いてＢＣＣＨを受信する。
移動端末は、ＢＣＣＨをデコードすることにより、ＭＣＣＨ（マルチキャスト制御チャネ
ル）のスケジューリングを得ることが出来る。このデコード処理は、前記ＭＢＳＦＮエリ
アＩＤと関連付けられているスクランブリングコード（Scrambling Code）を用いる。ま
たＢＣＣＨはマルチセル送信される。本発明では、さらにＢＣＣＨをデコードすることに
よりｆ（ＭＢＭＳ）におけるシステム帯域幅、ｆ（ＭＢＭＳ）における送信アンテナ数を
得ることが出来るものとする。ここで、移動体通信システムとしてｆ（ＭＢＭＳ）におけ
るシステム帯域幅、送信アンテナ数を静的（Static）あるいは準静的（Semi-Static）に
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決定しておけば、基地局よりｆ（ＭＢＭＳ）におけるシステム帯域幅または／かつ送信ア
ンテナ数を報知する必要がなく、無線リソースの有効活用という効果を得ることができる
。さらにデコードおよび、パラメータ（ｆ（ＭＢＭＳ）におけるシステム帯域幅または／
かつ送信アンテナ数）の変更が不要となるので移動端末の低消費電力化、制御遅延の削減
という効果を得ることが出来る。
【００５５】
　本発明では、更にＭＣＣＨのスケジューリングについて検討する。現在の３ＧＰＰの規
格においてＭＢＳＦＮ同期エリア（Multimedia Broadcast multicast service Single Fr
equency Network Synchronization Area f(MBMS)）は１つ以上のＭＢＳＦＮエリア（MBSF
N Areas）を支持することができることになっている（図７参照）。一方、ひとつの周波
数（Single Frequency）であるｆ（ＭＢＭＳ）で複数のＭＢＳＦＮエリアをどのように多
重するのかは決まっていない。ここではＭＢＳＦＮエリアの多重方法が異なった場合であ
っても本発明が適応可能となるように多重方法ごとに「ＭＢＭＳ　サーチ」処理を説明す
る。
【００５６】
　まず、ＭＢＳＦＮエリアが時分割多重（TDM: Time Division Multiplexing）された場
合について説明する。ＭＢＳＦＮエリアが複数存在した場合の基地局の地理的なロケーシ
ョンの概念図を図２５に示す。図２５はＭＢＳＦＮ同期エリアを構成する複数のＭＢＳＦ
Ｎエリアを示す説明図である。図２５において、１つのＭＢＳＦＮ同期エリア中にＭＢＳ
ＦＮエリア１、ＭＢＳＦＮエリア２、ＭＢＳＦＮエリア３の３つのエリアが存在する。ス
テップＳＴ１７２５にて得られるＢＣＣＨ中のＭＣＣＨのスケジューリングの具体例につ
いては現在の３ＧＰＰでは詳細議論がされていない。本発明では第四の課題であるＭＢＭ
Ｓ送信専用の周波数レイヤにて所望のサービスを選択するまでの方法、及びそのための移
動体通信システムを開示するために、ＭＢＳＦＮエリアが時分割多重された場合のＢＣＣ
Ｈ中のＭＣＣＨのスケジューリングの具体例について示す。図２６は、ＭＢＳＦＮエリア
が時分割多重された場合のＭＢＳＦＮ同期エリアの物理チャネルへのマッピング概念図で
ある。
【００５７】
　図２６は、ひとつのＭＢＳＦＮ同期エリアにおいて、複数のＭＢＭＦＮエリアへのチャ
ネルが時分割多重されている概念を示す。ひとつのＭＢＳＦＮ同期エリアに含まれる各Ｍ
ＢＦＳＮエリアは時間的に同期しているため、Ｐ－ＳＣＨ（第一同期チャネル）はＭＢＳ
ＦＮエリア１内のＭＢＭＳ専用セル、ＭＢＳＦＮエリア２内のＭＢＭＳ専用セル、ＭＢＳ
ＦＮエリア３内のＭＢＭＳ専用セルとも同じタイミングで送信されている。また、追加の
専用シーケンスを用いるとすれば全てのＭＢＳＦＮエリア内のＰ－ＳＣＨのシーケンスは
同じとなる。よってＰ－ＳＣＨを用いて、ＭＢＳＦＮ同期エリア内にて同じ情報を同じタ
イミングで送信することになる。また、前記の通り、ＭＢＳＦＮエリアＩＤがＳ－ＳＣＨ
（第二同期チャネル）によって送信されることが考えられている。その場合はＳ－ＳＣＨ
はＭＢＳＦＮエリア毎に異なる情報がＭＢＳＦＮ同期エリアにて同じタイミングで送信さ
れることになる。この場合、各ＭＢＳＦＮエリア内の全ＭＢＭＳ専用セルからは同じ情報
が同じタイミングで送信されることになる。移動体通信システムは、ＢＣＣＨを用いた送
信を行う際に、ＭＢＳＦＮエリアＩＤと関連付けられたスクランブリングコードを乗算す
る。このスクランブリングコードは、Ｓ－ＳＣＨ（第二同期チャネル）を用いて移動端末
に通知される。よって、ＭＢＳＦＮエリア毎に異なる情報がＢＣＣＨを用いてＭＢＳＦＮ
同期エリアにて同じタイミングで送信されることになる。一方、ＢＣＣＨの内容はＭＢＳ
ＦＮエリア内の全ＭＢＭＳ専用基地局にて同じである。移動端末はＢＣＣＨをデコードす
ることによって、ＭＣＣＨのスケジューリングを取得することができる。
【００５８】
　現在の３ＧＰＰ通信システムでは、非特許文献２のとおり、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混
合セルにおけるＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てについて検討されている。ＬＴＥ方式
の通信システムで設けられるＭＢＭＳ専用セルにはユニキャスト用のサブフレームが存在
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しないため、全てがＭＢＳＦＮサブフレームとなる。しかし、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混
合セルとＭＢＭＳ専用セルの構成を可能な限りにおいて整合させることは重要である。よ
って非特許文献２で開示されている「ＭＢＳＦＮフレームクラスター」（MBSFN frame Cl
uster）について考え方を踏襲した上で、ＭＢＭＳ専用セルのスケジューリングについて
の方法を開示する。さらに、ＭＢＳＦＮサブフレーム内のＭＣＣＨのスケジューリングに
ついても説明する。図２６において、ＭＢＳＦＮフレームクラスターが繰り返される周期
をＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返し期間（MBSFN frame Cluster Repetition Perio
d）とする。また、ＭＣＣＨが送信される周期をＭＣＣＨ繰り返し期間（MCCH Repetiton 
Period）とする。ＭＢＳＦＮフレームクラスターがＭＣＣＨ繰り返し期間より小さい場合
について説明する。
【００５９】
　図２６において、ＭＣＣＨのスケジューリングとしてＭＣＣＨがマッピングされる時間
のスターティングポイント値およびＭＣＣＨ繰り返し期間を通知することを考える。更に
具体的には、ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定には無線フレームを用いる。スターティングポ
イント値の指定にはＳＦＮ（System Frame Number）を用いる。ＭＣＣＨ繰り返し期間の
指定に無線フレーム以外を用いても良い、具体例としてサブフレームなどがある。スター
ティングポイント値の指定にＳＦＮ以外を用いても良い、具体例として何らかの基準値か
らのオフセット値などがある。ＭＣＣＨが無線フレーム中の一部のサブフレームにマッピ
ングされている場合などは、スターティングポイントとしてＳＦＮかつサブフレーム番号
などが通知されても良い。スターティングポイント値を求める具体的な計算式は、スター
ティングポイント値＝（MCCHがマッピングされる先頭のSFN番号）ｍｏｄ（MCCH繰り返し
期間）で表される。図２６において、ＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨスターティングポイ
ント値１は、１ｍｏｄ７＝１あるいは８ｍｏｄ７＝１・・・となり、ＭＢＳＦＮエリア１
のＭＣＣＨスケジューリングのパラメータはＭＣＣＨ繰り返し期間１「７」、スターティ
ングポイント値１「１」となる。また、ＭＢＳＦＮエリア２のＭＣＣＨスターティングポ
イント値２は、４ｍｏｄ７＝４　・・・となりＭＢＳＦＮエリア２のＭＣＣＨスケジュー
リングのパラメータはＭＣＣＨ繰り返し期間２「７」、スターティングポイント値２「４
」となる。また、ＭＢＳＦＮエリア３のＭＣＣＨスターティングポイント値３は、６ｍｏ
ｄ７＝６　・・・となりＭＢＳＦＮエリア３のＭＣＣＨスケジューリングのパラメータは
ＭＣＣＨ繰り返し期間３「７」、オフセット値３「６」となる。この時のＳＦＮはＢＣＣ
Ｈにマッピングされているとすれば無線フレームごとに報知され、ＭＣＣＨスターティン
グポイント値からＭＣＣＨを受信する際にも有効である。
【００６０】
　つまりＭＢＳＦＮエリア１に属する基地局から送信されるデータとしては、次のように
なる。前記追加の専用シーケンスであるＰ－ＳＣＨ（第一同期チャネル）、ＭＢＳＦＮエ
リアＩＤ１などがマッピングされたＳ－ＳＣＨ１（第二同期チャネル）、ＭＣＣＨスター
ティングポイント値１「１」、ＭＣＣＨ繰り返し期間１「７」などがマッピングされ、ス
クランブリングコード１がかけられたＢＣＣＨ１、ＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨ１とＭ
ＴＣＨ１が送信される。ＭＢＳＦＮエリア１に属する基地局から３は時分割多重されるの
で、ＭＢＳＦＮエリア１が送信している期間は、ＭＢＳＦＮエリア２、３に属する基地局
からのＭＣＣＨ２、３とＭＴＣＨ２、３は送信停止（DTX: Discontinuous transmission
）となる。ＭＣＣＨ１とＭＴＣＨ２にはスクランブリングコード１がかけられても良い。
ＭＣＣＨ１とＭＴＣＨ１にスクランブリングコードをかけることにより、ＭＢＳＦＮエリ
ア固有のデータ（BCCH,MCCH,MTCH）への処理が統一されるという効果を得ることが出来る
。反対にＭＣＣＨ及びＭＴＣＨは時分割多重(TDM)であるので、ＭＢＳＦＮエリア固有の
スクランブリングコードをかけなくても良い。ＭＣＣＨ１とＭＴＣＨ１にスクランブリン
グコードをかけないことにより、基地局側でのエンコード処理、移動端末側でのデコード
処理の負荷が軽くなり、データ受信までの遅延が減るという効果を得ることが出来る。
【００６１】
　ＭＢＳＦＮエリア１同様にＭＢＳＦＮエリア２に属する基地局から送信されるデータと
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しては、次のようになる。前記追加の専用シーケンスであるＰ－ＳＣＨ（第一同期チャネ
ル）、ＭＢＳＦＮエリアＩＤ２などがマッピングされたＳ－ＳＣＨ２（第二同期チャネル
）、ＭＣＣＨスターティングポイント値２「４」、ＭＣＣＨ繰り返し期間２「７」などが
マッピングされ、スクランブリングコード２がかけられたＢＣＣＨ２、ＭＢＳＦＮエリア
２に属する基地局のＭＣＣＨ２とＭＴＣＨ２が送信される。この期間、ＭＢＳＦＮエリア
１、３に属する基地局のＭＣＣＨ１、３とＭＴＣＨ１、３は送信停止（ＤＴＸ）となる。
ＭＢＳＦＮエリア１同様にＭＢＳＦＮエリア３に属する基地局から送信されるデータとし
ては、次のようになる。前記追加の専用シーケンスであるＰ－ＳＣＨ（第一同期チャネル
）、ＭＢＳＦＮエリアＩＤ３などがマッピングされたＳ－ＳＣＨ３(第二同期チャネル)、
ＭＣＣＨスターティングポイント値３「６」、ＭＣＣＨ繰り返し期間３「７」などがマッ
ピングされ、スクランブリングコード３がかけられたＢＣＣＨ３、ＭＢＳＦＮエリア３の
ＭＣＣＨ３とＭＴＣＨ３が送信される。この期間、ＭＢＳＦＮエリア１、２に属する基地
局のＭＣＣＨ１、２とＭＴＣＨ１、２は送信停止（ＤＴＸ）となる。図２６においては便
宜上ＭＣＣＨとＭＴＣＨが無線フレーム単位で時分割されている例を示しているが、ＭＣ
ＣＨとＭＴＣＨの多重方法が別の方法であっても、時分割多重の単位が無線フレーム単位
以外であっても本発明は適用可能である。また移動体通信システムとしてＭＣＣＨ繰り返
し期間を静的（Static）あるいは準静的（Semi-Static）に決定しておけば、基地局より
ＭＣＣＨ繰り返し期間を報知する必要がなくなる。報知する情報が少なくなるので、無線
リソースの有効活用という効果を得ることができる。
【００６２】
　次にＭＢＳＦＮエリアが符号分割多重（CDM: Code Division Multiplexing）された場
合について説明する。ＭＢＳＦＮエリアが複数存在した場合の基地局のロケーションの概
念図は、時分割多重（TDM）の場合と同様である。図２７はＭＢＳＦＮエリアが符号分割
多重された場合のＭＢＳＦＮ同期エリアの物理チャネルへのマッピング概念図である。図
２７において、各ＭＢＳＦＮエリア内ではＭＢＭＳサービス（MCCH,MTCH）が連続的に送
信されていることを想定している。そのような場合は、ＭＢＳＦＮフレームクラスターは
定義しなくてもよい。ＭＢＳＦＮフレームクラスターがＭＣＣＨ繰り返し期間より小さい
場合について説明する。Ｐ－ＳＣＨ（第一同期チャネル）、Ｓ－ＳＣＨ（第二同期チャネ
ル）、ＢＣＣＨの具体例については時分割多重（TDM）の場合と同様であるため説明を省
略する。本発明ではＭＣＣＨのスケジューリングとしてＭＣＣＨがマッピングされる時間
のスターティングポイント値およびＭＣＣＨ繰り返し期間を通知することを考える。更に
具体的には、ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定には無線フレーム数を用いる。スターティング
ポイント値の指定にはＳＦＮ（System Frame Number）を用いる。ＭＣＣＨ繰り返し期間
の指定に無線フレーム以外を用いても良い、具体例としてサブフレームなどがある。スタ
ーティングポイント値の指定にＳＦＮ以外を用いても良い、具体例として何らかの基準値
からのオフセット値などがある。ＭＣＣＨが無線フレーム中の一部のサブフレームにマッ
ピングされている場合などは、スターティングポイントとしてＳＦＮかつサブフレーム番
号などが通知されても良い。スターティングポイント値を求める具体的な計算式は、スタ
ーティングポイント値＝（MCCHがマッピングされる先頭のSFN番号）ｍｏｄ（MCCH繰り返
し期間）で表される。図２７においては、ＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨスターティング
ポイント値は、１ｍｏｄ３＝１、あるいは４ｍｏｄ３＝１・・・となりＭＢＳＦＮエリア
１のＭＣＣＨスケジューリングのパラメータはＭＣＣＨ繰り返し期間１「３」、スターテ
ィングポイント値「１」となる。ＭＢＳＦＮエリア２のＭＣＣＨスターティングポイント
値は、１ｍｏｄ２＝１、あるいは３ｍｏｄ２＝１・・・となりＭＢＳＦＮエリア１のＭＣ
ＣＨスケジューリングのパラメータはＭＣＣＨ繰り返し期間２「２」、スターティングポ
イント値「１」となる。ＭＢＳＦＮエリア３のＭＣＣＨスターティングポイント値は、２
ｍｏｄ４＝２・・・となりＭＢＳＦＮエリア３のＭＣＣＨスケジューリングのパラメータ
はＭＣＣＨ繰り返し期間３「４」、スターティングポイント値「２」となる。
【００６３】
　つまりＭＢＳＦＮエリア１に属する基地局から送信されるデータとしては、次のように
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なる。ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤ専用のシーケンス（前記追加の専用シーケンス）
であるＰ－ＳＣＨ（第一同期チャネル）、ＭＢＳＦＮエリアＩＤ１などがマッピングされ
たＳ－ＳＣＨ１（第二同期チャネル）、ＭＣＣＨスターティングポイント値１「１」、Ｍ
ＣＣＨ繰り返し期間１「３」などがマッピングされ、スクランブリングコード１がかけら
れたＢＣＣＨ１、スクランブリングコード１がかけられたＭＢＳＦＮエリア１に属する基
地局のＭＣＣＨ１とＭＴＣＨ１が送信される。ＭＢＳＦＮエリア１同様にＭＢＳＦＮエリ
ア２に属する基地局から送信されるデータとしては、次のようになる。ＭＢＭＳ送信専用
の周波数レイヤ専用のシーケンスであるＰ－ＳＣＨ（第一同期チャネル）、ＭＢＳＦＮエ
リアＩＤ２などがマッピングされたＳ－ＳＣＨ２（第二同期チャネル）、ＭＣＣＨスター
ティングポイント値２「１」、ＭＣＣＨ繰り返し期間２「２」などがマッピングされ、ス
クランブリングコード２がかけられたＢＣＣＨ２、スクランブリングコード２がかけられ
たＭＢＳＦＮエリア２に属する基地局のＭＣＣＨ２とＭＴＣＨ２が送信される。ＭＢＳＦ
Ｎエリア１同様にＭＢＳＦＮエリア３に属する基地局から送信されるデータとしては、次
のようになる。ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤ専用のシーケンスであるＰ－ＳＣＨ（第
一同期チャネル）、ＭＢＳＦＮエリアＩＤ３などがマッピングされたＳ－ＳＣＨ３（第二
同期チャネル）、ＭＣＣＨスターティングポイント値３「２」、ＭＣＣＨ繰り返し期間３
「４」などがマッピングされ、スクランブリングコード３がかけられたＢＣＣＨ３、スク
ランブリングコード３がかけられたＭＢＳＦＮエリア３に属する基地局のＭＣＣＨ３とＭ
ＴＣＨ３が送信される。
【００６４】
　図２７においては便宜上ＭＣＣＨとＭＴＣＨが無線フレーム単位で時分割された例を示
しているが、ＭＣＣＨとＭＴＣＨの多重方法が別の方法であっても、時分割多重の単位が
無線フレーム単位以外であっても本発明は適用可能である。また移動体通信システムとし
てＭＣＣＨ繰り返し期間を静的（Static）あるいは準静的（Semi-Static）に決定してお
けば、基地局よりＭＣＣＨ繰り返し期間を報知する必要がなくなる。報知する情報が少な
くなるので、無線リソースの有効活用という効果を得ることができる。ＭＢＳＦＮエリア
を符号分割多重(CDM)した場合、ＭＢＳＦＮエリアを時分割多重(TDM)する場合と比較して
、ＭＢＳＦＮエリア毎に異なる繰り返し期間を設定することが可能となり、ＭＢＭＳサー
ビスとして自由度の高いスケジューリングが可能となるという効果がある。さらに符号分
割多重を用いることにより、移動端末において同時に複数のＭＢＳＦＮエリアからのＭＴ
ＣＨ及びＭＣＣＨが重なっても分離可能となる（スクランブリングコードにより分離でき
るため）。よって移動体通信システムとして同時にＭＢＳＦＮエリア１－３からのＭＴＣ
Ｈ、ＭＣＣＨを送信することが可能となるため、１つのＭＢＳＦＮエリアに割り当てられ
る周波数及び時間的な無線リソースが拡大するという効果を得ることが出来る。
【００６５】
　次に現在の３ＧＰＰの議論において、複数のＭＢＳＦＮエリアをカバーするようなＭＢ
ＳＦＮエリアを設けることが検討されている。図２８はＭＢＳＦＮ同期エリアを構成する
複数のＭＢＳＦＮエリアを示す説明図であって、複数のＭＢＳＦＮエリアをカバーするＭ
ＢＳＦＮエリアを示す説明図である。図２８において、１つのＭＢＳＦＮ同期エリア（MB
SFN Synchronization Area）中にＭＢＳＦＮエリア１～４が存在する。そのうち、ＭＢＳ
ＦＮエリア４は、ＭＢＳＦＮエリア１～３をカバーしている。かかるＭＢＳＦＮエリア４
には、カバーされているＭＢＳＦＮエリア１～３経由でアクセスすることが議論されてい
るが、詳細は決まっていない。そこで、以下、複数のＭＢＳＦＮエリアをカバーするＭＢ
ＳＦＮエリアへのアクセス方法について説明する。
【００６６】
　先にも述べたように、現在、ＭＢＳＦＮエリアの多重方法については詳細な決定がなさ
れていないので、まず、ＭＢＳＦＮエリア４とこれにカバーされているＭＢＳＦＮエリア
１～３が時分割多重され、かつ、カバーされているＭＢＳＦＮエリア１～３間が符号分割
多重されているケースについて説明する。図２８のようなＭＢＳＦＮエリアの地理的ロケ
ーションであった場合の、ステップＳＴ１７２５（図１８参照）の具体例を示す。第一段
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階として移動端末は、前記専用のシーケンスにてＰ-ＳＣＨ（第一同期チャネル）をブラ
インド検出する。Ｐ－ＳＣＨをブラインド検出した移動端末は、５ｍｓタイミング検出す
ることができる。また、Ｐ－ＳＣＨはマルチセル送信である。ＭＢＳＦＮ同期エリア内に
位置する基地局はマルチセル送信のための同期が取られている。よってＰ-ＳＣＨのマル
チセル送信は同期エリア内に含まれる基地局が対象となる。第二段階として移動端末は、
Ｓ－ＳＣＨ（第二同期チャネル）をブラインド検出する。Ｓ－ＳＣＨをブラインド検出し
た移動端末は１０ｍｓタイミング検出（フレーム同期）とＭＢＳＦＮエリアＩＤを知るこ
とが出来る。またＳ－ＳＣＨはマルチセル送信である。この時のＭＢＳＦＮエリアＩＤは
カバーされているＭＢＳＦＮエリアＩＤとする。つまり移動端末が位置している、カバー
されている各ＭＢＳＦＮエリアＩＤ（ＭＢＳＦＮエリア１～３のいずれか）である。よっ
てＳ-ＳＣＨのマルチセル送信はカバーされている各ＭＢＳＦＮエリア内に含まれる基地
局が対象となる。移動端末は、第二段階で得たＭＢＳＦＮエリアＩＤと関連付けられてい
るスクランブリングコードを用いてＢＣＣＨ（報知制御チャネル）を受信する。ＢＣＣＨ
をデコードすることにより、ＭＣＣＨ（マルチキャスト制御チャネル）のスケジューリン
グを得ることが出来る。またＢＣＣＨはマルチセル送信である。第二段階で得られたスク
ランブリングコードを用いることから、ＢＣＣＨはカバーされているＭＢＳＦＮエリアか
らのＢＣＣＨとなる。よってＢＣＣＨのマルチセル送信はカバーされている各ＭＢＳＦＮ
エリア内に含まれる基地局が対象となる。移動端末は、ＢＣＣＨをデコードすることによ
り、ＭＣＣＨのスケジューリング、ｆ（ＭＢＭＳ）におけるシステム帯域幅、送信アンテ
ナ数などを得ることが出来る。
【００６７】
　ここで更にＭＣＣＨのスケジューリングについて検討する。図２９は、カバーしている
ＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア1
～3）が時分割多重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア間の多重方法は符号分割多
重である場合のＭＢＳＦＮ同期エリアの物理チャネルへのマッピングを示す説明図である
。ＭＢＳＦＮ同期エリアは時間的に同期しているため、Ｐ－ＳＣＨ（第一同期チャネル）
はＭＢＳＦＮエリア１～３内のＭＢＭＳ専用セルとも同じタイミングで送信されている。
また、前記ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤ専用のシーケンス（前記追加の専用シーケン
ス）を用いるとすれば全てのＭＢＳＦＮエリア内のＰ－ＳＣＨ（第二同期チャネル）のシ
ーケンスは同じとなる。よってＰ－ＳＣＨはＭＢＳＦＮ同期エリア内にて同じ情報を同じ
タイミングで送信されることになる。Ｓ－ＳＣＨ(第二同期チャネル)によって、前記の通
りＭＢＳＦＮエリアＩＤが送信されることが考えられている。よってその場合はＳ－ＳＣ
ＨはＭＢＳＦＮエリア毎に異なる情報がＭＢＳＦＮ同期エリアにて同じタイミングで送信
されることになる。この場合、各ＭＢＳＦＮエリア内の全ＭＢＭＳ専用セルからは同じ情
報が同じタイミングで送信されることになる。この時、カバーしている方のＭＢＳＦＮエ
リア（MBSFNエリア4）特有のＳ-ＳＣＨはないものとする。Ｓ－ＳＣＨはＭＢＳＦＮ同期
エリアにおいて周波数的、時間的に同じ無線リソースを用いる。またＳ－ＳＣＨに各ＭＢ
ＳＦＮエリアスクランブリングコードに関連付けられたＭＢＳＦＮエリアＩＤのサーチの
ために用いられることから、Ｓ－ＳＣＨには各ＭＢＳＦＮエリアのスクランブリングコー
ドをかけることは出来ない。カバーしているＭＢＳＦＮエリアＳ－ＳＣＨの送信を行わな
いことは、地理的なロケーションとしては複数のＭＢＳＦＮエリアが重なっているが、重
なっているＭＢＳＦＮエリア（例えばMBSFNエリア1と4）において、Ｓ-ＳＣＨを１種類の
み送信すればよいことになる。これにより、お互いのＭＢＳＦＮエリアからのＳ－ＳＣＨ
が干渉になることを防ぐことが出来る。移動体通信システムはＳ－ＳＣＨにて通知するＭ
ＢＳＦＮエリアＩＤと関連付けられたスクランブリングコードがかけられたＢＣＣＨを送
信する。よってその場合ＢＣＣＨは、カバーされているＭＢＳＦＮエリア毎に異なる情報
がＭＢＳＦＮ同期エリアにて同じタイミングで送信されることになる。ＢＣＣＨの内容は
ＭＢＳＦＮエリア内の全ＭＢＭＳ専用基地局にて同じである。移動端末はＢＣＣＨをデコ
ードすることによって、ＭＣＣＨのスケジューリングを取得することができる。現在の３
ＧＰＰではＭＣＣＨのスケジューリングの具体例については議論されていない。本発明で



(23) JP 5098676 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

はＭＣＣＨのスケジューリングの具体例を示す。
【００６８】
　図２９において、ＭＢＳＦＮフレームクラスターがＭＣＣＨ繰り返し期間より大きい場
合についてのＭＣＣＨのスケジューリングについてあわせて説明する。カバーしているＭ
ＢＳＦＮエリアのＭＣＣＨのスケジューリングとしては２段階を考える。以下の説明にて
便宜上、移動端末がカバーされているＭＢＳＦＮエリアとしてＭＢＳＦＮエリア１に位置
し、カバーしているＭＢＳＦＮエリアとしてＭＢＳＦＮエリア４が存在する場合を説明す
る。第１段階としてＭＢＳＦＮエリア１のＢＣＣＨにてＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨス
ケジューリングが通知される。本発明ではＭＣＣＨのスケジューリングの具体例を示す。
本発明ではＭＣＣＨのスケジューリングとしてＭＣＣＨがマッピングされる時間のスター
ティングポイント値およびＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返し期間、ＭＢＳＦＮフレ
ームクラスター繰り返し期間内のＭＣＣＨ送信回数を通知することを考える。更に具体的
には、ＭＢＳＦＮフレームクラスターの繰り返し期間には無線フレーム数を用いる。更に
具体的には、スターティングポイント値の指定にはＳＦＮ（System Frame Number）を用
いる。ＭＢＳＦＮフレームクラスターの繰り返し期間の指定に無線フレーム以外を用いて
も良い、具体例としてサブフレームなどがある。スターティングポイント値の指定にＳＦ
Ｎ以外を用いても良い、具体例として何らかの基準値からのオフセット値などがある。Ｍ
ＣＣＨが無線フレーム中の一部のサブフレームにマッピングされている場合などは、スタ
ーティングポイントとしてＳＦＮかつサブフレーム番号などが通知されても良い。スター
ティングポイント値を求める具体的な計算式は、スターティングポイント値＝（MCCHがマ
ッピングされる先頭のSFN番号）ｍｏｄ（MBSFN FRAME Cluster Repetition Period）が考
えられる。更に具体的には，ＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返し期間内のＭＣＣＨ送
信回数としてＭＢＳＦＮフレームクラスター内のＭＣＣＨ送信回数（以降、ＮＭＣＣＨと
称する。）を用いる。ＮＭＣＣＨを求める具体的な計算式は、ＮＭＣＣＨ＝ＭＢＳＦＮフ
レームクラスター／ＭＣＣＨ繰り返し期間（MCCH Repetition Period）で表される。図２
９においては、ＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨオフセット値１は、１ｍｏｄ１０＝１とな
る。ＭＢＳＦＮエリア２のＭＣＣＨスターティングポイント値２は、１ｍｏｄ１０＝１と
なる。ＭＢＳＦＮエリア４のＭＣＣＨスターティングポイント値４は、７ｍｏｄ１０＝７
となる。次にＭＢＳＦＮエリア１のＮＭＣＣＨ1は、６／２＝３となる。また、ＭＢＳＦ
Ｎエリア２のＮＭＣＣＨ２は、６／３＝２となる。ＭＢＳＦＮエリア４のＮＭＣＣＨ４は
、４／２＝２となる。よって、ＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨのスケジューリングのパラ
メータはＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返し期間１「１０」、スターティングポイン
ト値１「１」、ＮＭＣＣＨ１「３」となる。この時ＮＭＣＣＨ１をパラメータとして通知
する代わりに、ＭＢＳＦＮフレームクラスター１とＭＣＣＨ繰り返し期間１を通知しても
良い。
【００６９】
　第二段階としてＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨにてＭＢＳＦＮエリア４のＭＣＣＨのス
ケジューリングが通知される。ＭＣＣＨのスケジューリングの具体例は上記ＭＢＳＦＮエ
リア４（ＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返し期間４「１０」、ステーティングポイン
ト４「７」、ＮＭＣＣＨ４「２」）のパラメータに加えてカバーしているＭＢＳＦＮエリ
アのＭＢＳＦＮエリアＩＤ（ＭＢＳＦＮエリア４）を通知する。ＭＢＳＦＮエリア４のＭ
ＣＣＨスケジューリングとして、１段階の場合も考えられる。つまり上記ＭＢＳＦＮエリ
ア４のＭＣＣＨスケジューリングもＭＢＳＦＮエリア１のＢＣＣＨにて通知する方法であ
る。これにより、ＭＢＳＦＮエリア４のサービスを受信する移動端末にとっては、ＭＢＳ
ＦＮエリア１のＭＣＣＨを受信しデコードする処理が不要となるので、制御遅延が減ると
いう効果を得ることが出来る。ＭＣＣＨスケジューリングとして、上記スターティングポ
イント、ＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返し期間、ＮＭＣＣＨ（MBSFNフレームクラ
スターとMCCH繰り返し期間でもよい）を用いる方法は、ＭＢＳＦＮエリアが時分割多重さ
れた場合（図26参照）のＭＢＳＦＮフレームクラスター内に複数回ＭＣＣＨが存在した場
合にも用いることが出来る。
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【００７０】
　つまりＭＢＳＦＮエリア１に属する基地局から送信されるデータとしては、次のように
なる。ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤ専用のシーケンスであるＰ－ＳＣＨ（第一同期チ
ャネル）、ＭＢＳＦＮエリアＩＤ１などがマッピングされたＳ－ＳＣＨ１（第二同期チャ
ネル）、ＭＣＣＨスターティングポイント値１「１」、ＭＢＳＦＮフレームクラスター繰
り返し期間１「１０」、ＮＭＣＣＨ１「３」などがマッピングされ、スクランブリングコ
ード１がかけられたＢＣＣＨ１、スクランブリングコード１がかけられたＭＢＳＦＮエリ
ア１のＭＣＣＨ１とＭＴＣＨ１が送信される。ＭＣＣＨ１ではＭＢＳＦＮエリア４のＭＢ
ＳＦＮエリアＩＤ（ＭＢＳＦＮエリア４）とＭＢＳＦＮエリア４のＭＣＣＨスケジューリ
ングである、ＭＣＣＨスターティングポイント値４「７」、ＭＢＳＦＮフレームクラスタ
ー繰り返し期間４「１０」、ＮＭＣＣＨ４「２」が送信される。ＭＢＳＦＮエリア１同様
にＭＢＳＦＮエリア２に属する基地局から送信されるデータとしては、次のようになる。
ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤ専用のシーケンスであるＰ－ＳＣＨ、ＭＢＳＦＮエリア
ＩＤ２などがマッピングされたＳ－ＳＣＨ２、ＭＣＣＨスターティングポイント値２「１
」、ＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返し期間２「１０」、ＮＭＣＣＨ２「２」などが
マッピングされ、スクランブリングコード２がかけられたＢＣＣＨ２、スクランブリング
コード２がかけられたＭＢＳＦＮエリア２のＭＣＣＨ２とＭＴＣＨ２が送信される。ＭＣ
ＣＨ２ではＭＢＳＦＮエリア４のＭＢＳＦＮエリアＩＤ（MBSFNエリア4）とＭＢＳＦＮエ
リア４のＭＣＣＨスケジューリングである、ＭＣＣＨオフセット値４「７」、ＭＢＳＦＮ
フレームクラスター繰り返し期間４「１０」、ＮＭＣＣＨ４「２」が送信される。
【００７１】
　ＭＢＳＦＮエリア４から送信されるデータとしては、先に説明したようにＰ－ＳＣＨ、
Ｓ－ＳＣＨの送信はない。更に、ＭＢＳＦＮエリア４のシステム情報としてカバーされて
いるＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア1～3）のＢＣＣＨにて送信されたもの以上に通知す
る必要がなければ、ＭＢＳＦＮエリア４からのＢＣＣＨの送信を省略することが出来る。
これにより、無線リソースの有効活用という効果を得ることが出来る。スクランブリング
コードがかけられないＭＢＳＦＮエリア４のＭＣＣＨ４とＭＴＣＨ４が送信される。
【００７２】
　図２９においては便宜上ＭＣＣＨとＭＴＣＨが無線フレーム単位で時分割されて例を示
しているが、ＭＣＣＨとＭＴＣＨの多重方法が別の方法であっても、時分割多重の単位が
無線フレーム単位以外であっても本発明は適用可能である。カバーしているＭＢＳＦＮエ
リア（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦＮエリア（ＭＢＳＦＮエリア1～3 ）
が時分割多重される場合であり、カバーされているＭＢＳＦＮエリア間は符号分割多重で
ある多重方法は、地理的なロケーションが分離されているＭＢＳＦＮエリア１～３の多重
方法として符号分割多重を用いている。これにより、周波数及び時間的な無線リソースの
有効活用という利点を得られることが出来る。符号分割多重においては、各ＭＢＳＦＮエ
リアの分離は各ＭＢＳＦＮエリアに割り当てられたスクランブリングコードのみでおこな
われるため、ＭＢＳＦＮエリア間のお互いのデータが干渉となる可能性がある。しかし本
多重方法においては、地理的なロケーションが分離されているＭＢＳＦＮエリア１～３の
多重において符号分割多重を用いてもお互いの送信データによる干渉が起こりにくいとい
う効果がある。地理的なロケーションが分離されていないＭＢＳＦＮエリア４とＭＢＭＳ
ＦＮエリア１～３との多重に時分割多重を用いる。これにより、地理的に分離されていな
いために、より干渉が起こりやすいＭＢＳＦＮエリア４とＭＢＳＦＮエリア１～３の多重
方法を互いに干渉を起こしにくい多重方法とすることが出来る。この多重方法により各Ｍ
ＢＳＦＮエリア間の干渉をおさえつつ、無線リソースの有効活用が可能となる効果を得る
ことが出来る。更には、カバーしているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア4）においてＭＢ
ＭＳサーチを行わないことにより、Ｐ－ＳＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ、ＢＣＣＨを削減することが
出来る。これにより、ＭＢＳＦＮエリア４の無線リソースを有効活用できるという効果を
得ることができる。
【００７３】
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　次にカバーしているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦＮ
エリア（MBSFNエリア1～3）が時分割多重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア間の
多重方法も時分割多重である場合における具体例について説明する。ＭＢＳＦＮエリアが
複数存在した場合の基地局のロケーションの概念図は、カバーしているＭＢＳＦＮエリア
（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア1～3）が時分割多
重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア間の多重方法は符号分割多重である場合と同
様である。Ｐ－ＳＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ、ＢＣＣＨについては前記の場合と同様であるため説
明を省略する。ＭＣＣＨのスケジューリングの具体例についてもほぼ前記の場合と同様で
ある、異なる部分を中心に説明する。第一段階としてＭＢＳＦＮエリア１のＢＣＣＨにて
ＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨスケジューリングが通知される。本発明ではＭＣＣＨのス
ケジューリングの具体例を示す。本発明ではＭＣＣＨのスケジューリングとしてＭＣＣＨ
がマッピングされる時間のスターティングポイント値およびＭＣＣＨ繰り返し期間を通知
することを考える。ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定には無線フレーム数を用いる。更に具体
的には、スターティングポイント値の指定にはＳＦＮ（System Frame Number）を用いる
。ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定に無線フレーム数以外を用いても良い、具体例としてサブ
フレームなどがある。スターティングポイント値の指定にＳＦＮ以外を用いても良い、具
体例として何らかの基準値からのオフセット値などがある。ＭＣＣＨが無線フレーム中の
一部のサブフレームにマッピングされている場合などは、スターティングポイントとして
ＳＦＮかつサブフレーム番号などが通知されても良い。スターティングポイント値を求め
る具体的な計算式は、スターティングポイント値＝（MCCHがマッピングされる先頭のSFN
番号）ｍｏｄ（ＭＣＣＨ繰り返し期間）となる。第二段階としてＭＢＳＦＮエリア１のＭ
ＣＣＨにてＭＢＳＦＮエリア４のＭＣＣＨのスケジューリングが通知される。ＭＣＣＨの
スケジューリングの具体例は、上記ＭＢＳＦＮエリア１同様のＭＢＳＦＮエリア４のパラ
メータに加えてカバーしているＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦＮエリアＩＤ（MBSFNエリア4
）を通知する。ＭＢＳＦＮエリア４のパラメータの説明は省略する。
【００７４】
　次に、カバーしているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦ
Ｎエリア（MBSFNエリア1～3）が符合分割多重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア
間の多重方法も符号分割多重である場合における具体例について説明する。ＭＢＳＦＮエ
リアが複数存在した場合の基地局のロケーションの概念図は、カバーしているＭＢＳＦＮ
エリア（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア1～3）が時
分割多重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア間の多重方法は符号分割多重である場
合と同様である。Ｐ－ＳＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ、ＢＣＣＨについては前記の場合と同様である
ため説明を省略する。ＭＣＣＨのスケジューリングの具体例についてもほぼ前記の場合と
同様である、異なる部分を中心に説明する。第一段階としてＭＢＳＦＮエリア１のＢＣＣ
ＨにてＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨスケジューリングが通知される。本発明ではＭＣＣ
Ｈのスケジューリングの具体例を示す。本発明ではＭＣＣＨのスケジューリングとしてＭ
ＣＣＨがマッピングされる時間のスターティングポイント値およびＭＣＣＨ繰り返し周期
を通知することを考える。ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定には無線フレーム数を用いる。更
に具体的には、スターティングポイント値の指定にはＳＦＮ（System Frame Number）を
用いる。ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定に無線フレーム数以外を用いても良い，具体例とし
てサブフレームなどがある。スターティングポイント値の指定にＳＦＮ以外を用いても良
い、具体例として何らかの基準値からのオフセット値などがある。ＭＣＣＨが無線フレー
ム中の一部のサブフレームにマッピングされている場合などは、スターティングポイント
としてＳＦＮかつサブフレーム番号などが通知されても良い。スターティングポイント値
を求める具体的な計算式は、スターティングポイント値＝（MCCHがマッピングされる先頭
のSFN番号）ｍｏｄ（MCCH繰り返し期間）となる。第二段階としてＭＢＳＦＮエリア１の
ＭＣＣＨにてＭＢＳＦＮエリア４のＭＣＣＨのスケジューリングが通知される。ＭＣＣＨ
のスケジューリングの具体例は、上記ＭＢＳＦＮエリア１同様ＭＢＳＦＮエリア４のパラ
メータに加えてカバーしているＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦＮエリアＩＤ（MBSFNエリア4
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）を通知する。ＭＢＳＦＮエリア４のパラメータの説明は省略する。ＭＢＳＦＮエリア４
にて用いられるスクランブリングコードは、ＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨ１で通知され
るＭＢＳＦＮエリアＩＤ（MBSFNエリア4）を基に判明する。
【００７５】
　次に、カバーしているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦ
Ｎエリア（MBSFNエリア1～3）が符合分割多重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア
間の多重方法が時分割多重である場合における具体例について説明する。ＭＢＳＦＮエリ
アが複数存在した場合の基地局のロケーションの概念図は、カバーしているＭＢＳＦＮエ
リア（MBSFNエリア4）とカバーされているＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア1～3）が時分
割多重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア間の多重方法は符号分割多重である場合
と同様である。Ｐ－ＳＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ、ＢＣＣＨについては前記の場合と同様であるた
め説明を省略する。ＭＣＣＨのスケジューリングの具体例についてもほぼ前記の場合と同
様である、異なる部分を中心に説明する。第一段階としてＭＢＳＦＮエリア１のＢＣＣＨ
にてＭＢＳＦＮエリア１のＭＣＣＨスケジューリングが通知される。本発明ではＭＣＣＨ
のスケジューリングの具体例を示す。本発明ではＭＣＣＨのスケジューリングとしてＭＣ
ＣＨがマッピングされる時間のスターティングポイント値およびＭＣＣＨ繰り返し期間を
通知することを考える。ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定には無線フレーム数を用いる。更に
具体的には、スターティングポイント値の指定にはＳＦＮ（System Frame Number）を用
いる。ＭＣＣＨ繰り返し期間の指定に無線フレーム数以外を用いても良い，具体例として
サブフレームなどがある。スターティングポイント値の指定にＳＦＮ以外を用いても良い
、具体例として何らかの基準値からのオフセット値などがある。ＭＣＣＨが無線フレーム
中の一部のサブフレームにマッピングされている場合などは、スターティングポイントと
してＳＦＮかつサブフレーム番号などが通知されても良い。スターティングポイント値を
求める具体的な計算式は、スターティングポイント値＝（MCCHがマッピングされる先頭の
SFN番号）ｍｏｄ（ＭＣＣＨ繰り返し期間）となる。第二段階としてＭＢＳＦＮエリア１
のＭＣＣＨにてＭＢＳＦＮエリア４のＭＣＣＨのスケジューリングが通知される。ＭＣＣ
Ｈのスケジューリングの具体例は、ＭＣＣＨのスケジューリングの具体例はＭＢＳＦＮエ
リア４のパラメータとしてステーティングポイント、ＭＣＣＨ繰り返し期間、カバーして
いるＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦＮエリアＩＤ（MBSFNエリア4）を通知する。
【００７６】
　上記記載のＭＢＳＦＮエリアの全ての多重方法での，ＭＣＣＨスケジューリングにおい
てＭＣＣＨのスターティングポイントはＭＣＨスターティングポイント、あるいはＰＭＣ
Ｈスターティングポイントとしても良い。ＭＣＨスターティングポイントとした場合、Ｍ
ＣＣＨスケジューリングにおけるパラメータＭＣＣＨ繰り返し期間は、ＭＣＨ繰り返し期
間となる。その際、各ＭＣＨ中にＭＣＣＨが必ずマッピングされている場合は、ＭＣＨ繰
り返し期間＝ＭＣＣＨ繰り返し期間となる。一方各ＭＣＨ中にＭＣＣＨが必ずマッピング
されていない場合は、ＭＣＨ繰り返し期間と合わせてＭＣＣＨ繰り返し期間をパラメータ
として持っても良い。ＰＭＣＨスターティングポイントとした場合、ＭＣＣＨスケジュー
リングにおけるパラメータＭＣＣＨ繰り返し期間は，ＰＭＣＨ繰り返し期間となる。その
際、各ＰＭＣＨ中にＭＣＣＨが必ずマッピングされている場合は、ＰＭＣＨ繰り返し期間
＝ＭＣＣＨ繰り返し期間となる。一方各ＰＭＣＨ中にＭＣＣＨが必ずマッピングされてい
ない場合は、ＰＭＣＨ繰り返し期間と合わせてＭＣＣＨ繰り返し期間をパラメータとして
持っても良い。
【００７７】
　次に３ＧＰＰにおいて、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにおいて、シングルセル送信
がサポートされる方向で議論が進んでいる。そのサポート方法として、シングルセル送信
を１セル構成のＭＢＳＦＮエリアで実現する方法が議論されている。しかし、具体的な実
現方法については何ら議論されていない。本発明では第四の課題であるＭＢＭＳ送信専用
の周波数レイヤにて所望のサービスを選択するまでの方法、及びそのための移動体通信シ
ステムを開示するために、シングルセル送信のサポート方法について具体例を示す。上記
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に、複数のＭＢＳＦＮエリアを覆うようなＭＢＳＦＮエリアが存在する場合についての具
体的な実現例について説明した。上記の方法において、覆われるＭＢＳＦＮエリア（MBSF
N Area1～3）をシングルセル（Single-cell）送信を行うセルに置き換え、覆う側のＭＢ
ＳＦＮエリア（MBSFN Area4）をマルチセル（multi-cell）送信を行うセルに置き換える
ことによって、シングルセル送信を１セル構成のＭＢＳＦＮエリアで実現することが可能
である。
【００７８】
　次に、図１８のステップＳＴ１７２６、１７２７、図１９のステップＳＴ１７２８、１
７２９を用いて、実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳエリア情報取得」について更に具体的
に説明する。各ＭＢＳＦＮエリアのＭＣＣＨ（マルチキャスト制御チャネル）はマルチセ
ル送信を考える。よってステップＳＴ１７２６にてＭＣＥは、ＭＢＳＦＮエリア内の基地
局に対してＭＣＣＨの内容及びＭＣＣＨを送信するための無線リソースの割り当てを送信
する。ステップＳＴ１７２７にて各ＭＢＭＳ専用基地局はＭＣＥからＭＣＣＨの内容及び
ＭＣＣＨを送信するための無線リソースの割り当てを受信する。ステップＳＴ１７２８に
て各基地局はＭＣＥから割り当られた無線リソースに従い、ＭＢＭＳエリア情報、間欠受
信（ＤＲＸ）情報、ページンググループ数Ｋなどの制御情報を、ＭＣＣＨを使用してマル
チセル送信する。ステップＳＴ１７２９にて移動端末は、ＭＢＳＦＮエリア内の各基地局
からＭＣＣＨを受信する。ＭＣＣＨ受信にはステップＳＴ１７２５にてネットワーク側よ
り受信したＭＣＣＨのスケジューリングを用いる。
【００７９】
　受信の方法の具体例について説明する。代表として、複数の基地局が図２５に示すよう
に配置され、各ＭＢＳＦＮエリアが図２６のように時分割多重されている場合について説
明する。移動端末がＭＢＳＦＮエリア１の傘下に位置していた場合について説明する。移
動端末はＭＢＳＦＮエリア１のＢＣＣＨ１（報知制御チャネル）をデコードすることで、
ＭＣＣＨ１のスケジューリングパラメータとして、スターティングポイント値１「１」、
ＭＣＣＨ繰返し周期１（MCCH Repetiton Period）「７」を受信する。またＳＦＮ（Syste
m Frame Number）がＢＣＣＨにマッピングされているとすれば、移動端末は、ＢＣＣＨを
デコードすることでＳＦＮ番号を知ることが出来る。移動端末は、以下の式にてＭＣＣＨ
がマッピングされているＳＦＮ番号を求めることが出来る。ＳＦＮ＝ＭＣＣＨ繰返し周期
１×α＋スターティングポイント値１（αは正の整数）。移動端末は、ＭＣＣＨ１がマッ
ピングされるＳＦＮ番号の無線リソースを受信してデコードすることによりＭＣＣＨ１を
受信することが出来る。ＭＣＣＨ１には、ＭＢＳＦＮエリア１からマルチセル送信される
ＭＢＭＳサービス用の制御情報がマッピングされている。制御情報の具体例としては、Ｍ
ＢＭＳエリア情報、ＤＲＸ情報、ＭＢＭＳ受信時間欠受信用パラメータなどがある。
【００８０】
　ＭＢＭＳエリア情報について更に具体例を図２６を用いて説明する。ＭＢＭＳエリア情
報として、各エリアのフレーム構成（ＭＢＳＦＮフレームクラスター（MBSFN frame Clus
ter）、ＭＢＳＦＮサブフレームなど）、サービス内容、ＭＴＣＨの変調情報などが考え
られる。ＭＢＳＦＮフレームクラスター１として１ＭＢＳＦＮフレームクラスター繰り返
し期間内のＭＢＳＦＮエリア１に割り当てられたフレームの集合中のフレーム数が通知さ
れる。ＭＢＳＦＮ　サブフレーム１としてＭＢＳＦＮフレームクラスター１内の１無線フ
レーム内に実際にＭＢＭＳデータ（ＭＴＣＨまたは／かつＭＣＣＨ）がマッピングされて
いるサブフレーム番号が通知される。ＭＢＭＳ専用基地局を用いたＭＢＭＳサービスの提
供においては、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルとは異なり、ユニキャストデータとの無
線リソースを共有する必要がない。よって１無線フレーム内の全てのサブフレームにＭＢ
ＭＳデータをマッピングすることが可能である（但し、Ｐ－ＳＣＨ、Ｓ－ＳＣＨ、ＢＣＣ
Ｈマッピング部分除く）。全てのサブフレームにＭＢＭＳデータをマッピングする場合は
、ＭＢＳＦＮサブフレームのパラメータをネットワーク側から移動端末側へ通知する必要
がない。これにより無線リソースの有効活用を図ることができる。あるいは、無線通信シ
ステムとして静的にＭＢＭＳ専用セルからのＭＢＭＳデータの送信時は全てのサブフレー
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ムにＭＢＭＳデータをマッピングするという方法をとれば、大容量のＭＢＭＳデータを送
信することが可能となり、またＭＢＳＦＮサブフレームのパラメータをも通知する必要が
なくなるので、更に無線リソースの有効活用が図ることができる。サービス内容として、
ＭＢＭＳエリア１で行われているサービス内容が通知される。ＭＢＳＦＮエリア１におい
て複数のサービス（映画とスポーツ中継など）が行われている場合、複数のサービス内容
とその多重パラメータが通知される。
【００８１】
　図３０は、移動端末へのＭＢＭＳデータの送信が停止され、移動端末でのＭＢＭＳデー
タの受信動作が停止するＤＲＸ期間と、ＤＲＸ期間が繰り返される周期であるＤＲＸ周期
の関係を示す説明図である。ＤＲＸ（Discontinuous reception）情報について図３０を
用いて更に具体例を説明する。本発明の第一の課題である、ＭＢＭＳ送信専用セルでＭＢ
ＭＳサービスを利用している移動端末にページング信号を通知するためには、ＭＢＭＳ送
信専用セルにてＭＢＭＳサービスを受信中の移動端末がユニキャストセルないしＭＢＭＳ
／ユニキャスト混合セルを介してネットワークに位置登録などを行う必要がある。そのた
めには、ユニキャストセルないしＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルのメジャメント及び位
置登録（サービング基地局の再選択（cell re-selection））が必要となる。これにより
、上りリンクが存在しないＭＢＭＳ専用セルにおけるモビリティをユニキャスト／混合セ
ル経由にて確保することが可能になるという効果を得ることができる。このため、ＭＢＭ
Ｓ送信専用の周波数レイヤでＭＢＭＳサービスを受信している移動端末においても、ペー
ジング信号を受信可能になるという効果を奏する。よって、ＭＢＭＳ送信専用セルにてＭ
ＢＭＳサービスを受信中の移動端末であっても、一定周期にてユニキャストセル、ＭＢＭ
Ｓ／ユニキャスト混合セルのメジャメントを行う必要がある。従来の方法（３ＧＰＰ　Ｗ
－ＣＤＭＡ）において、メジャメント周期は間欠受信周期の整数倍であり、移動端末に対
してネットワーク側より上位レイヤにて通知される。
【００８２】
　ここで、ＭＢＭＳ送信専用セルにてＭＢＭＳサービスを受信している移動端末が、従来
の方法を適用してユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルの上位レイヤより
通知されたメジャメント周期にてメジャメントを行うとすれば、ＭＢＭＳ送信専用の周波
数セルのＭＢＭＳＦＮ同期エリアを構成している基地局とユニキャスト／ミクスド周波数
レイヤを構成している基地局は互いに同期していない（非同期）であるため、メジャメン
トを行うために、ＭＢＭＳ受信を中断しなければならなくなるという課題がある。
【００８３】
　そこで、本発明では、上記課題の解決策として、ＭＢＳＦＮ同期エリア内で一つのＤＲ
Ｘ期間を設けることとする（図３０参照）。本実施の形態１におけるＤＲＸ期間とは、Ｍ
ＢＳＦＮ同期エリア内で全ＭＢＳＦＮエリアのＭＢＭＳサービスに関する、ネットワーク
側から移動端末へのＭＢＭＳデータの送信を停止する期間、つまり移動端末側から見ると
ＭＢＭＳデータの受信を行わない期間を意味することとする。ＭＢＭＳ送信専用周波数レ
イヤにおいてＭＢＭＳサービスを利用している移動端末は、ＭＢＭＳデータがネットワー
ク側から送信されないＤＲＸ期間に、ユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セ
ルのメジャメントを行うことにより、ＭＢＭＳサービスの利用を中断する必要がなくなる
という効果を得る。また、ＤＲＸ期間をＭＢＳＦＮ同期エリアに設けることにより、移動
端末は、何の制御を付加することなく、ＭＢＳＦＮ同期エリア内のＭＢＳＦＮエリアから
のＭＢＭＳデータを同時に受信可能となる。
【００８４】
　次に図３０に示したＤＲＸ周期について説明する。ＤＲＸ周期とは先に説明したＤＲＸ
期間が繰り返される周期をいう。従来の方法においてメジャメント周期は移動端末に対し
てネットワーク側から設定（通知）される。この方法をＬＴＥにおいても踏襲するならば
、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにおいてＭＢＭＳサービスを受信中の移動端末がＤＲ
Ｘ期間にてユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおけるメジャメントを実施するとすれ
ば、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤのＤＲＸ周期及びＤＲＸ期間の情報をいずれかの経
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路を通じてユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル側の制御装置（基地局、
ＭＭＥ、ＰＤＮＧＷなど）に通知する必要がある。さらにはユニキャスト／ミクスド周波
数レイヤを構成する基地局は基本的には非同期で構成されていることより、ＭＢＭＳ送信
専用の周波数レイヤのＤＲＸ周期及びＤＲＸ期間を各ユニキャストセルあるいは各ＭＢＭ
Ｓ／ユニキャスト混合セルに通知する必要が出てくる。この方法は、移動体通信システム
を複雑化するものであり好ましくない。よって本発明では以下の方法を開示する。ＭＢＭ
Ｓ送信専用セルにおけるＤＲＸ周期を、ユニキャストセル、ユニキャスト／混合周波数セ
ルでとり得るメジャメント周期の最小値あるいは最小値の約数とする。ユニキャストセル
あるいは、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルが、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭ
ＢＭＳサービスを受信中の移動端末に対して設定可能なメジャメント周期がユニキャスト
／ミクスド周波数レイヤで取り得るメジャメント周期と異なる場合は、ＤＲＸ周期は、Ｍ
ＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢＭＳサービスを受信中の移動端末に対して設定可
能なメジャメント周期、あるいは前記メジャメント周期の最小値、あるいは前記メジャメ
ント周期の最小値の約数とする。これにより、ユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャス
ト混合セルにて移動端末にどのメジャメント周期が通知（設定）されたとしても、ＭＢＭ
Ｓ送信専用の周波数レイヤにおいてＤＲＸ周期にて設けられたＤＲＸ期間にて、ユニキャ
スト／ミクスド周波数レイヤのメジャメントを行えば、ネットワーク側から通知されたメ
ジャメント周期を満足することが可能となる。この方法を採用することにより、ＭＢＭＳ
送信専用セルの制御装置（基地局、MCE、MBMSゲートウェイ、eBNSCなど）から、ユニキャ
ストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルの制御装置に対して、ＭＢＭＳ送信専用セル
のＤＲＸ周期やＤＲＸ期間を通知する必要がなくなる。よって、移動体通信システムの複
雑化を防ぐ、つまり無線インタフェース上あるいはネットワーク内の追加のシグナリング
を回避しつつ、ＭＢＳＦＮ送信専用周波数レイヤにてＭＢＭＳサービス受信中の移動端末
がＭＢＭＳサービスの受信を中断することなく、ユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャ
ストミクスドセルが当該移動端末に通知（設定）した、メジャメント周期にてメジャメン
トを実行することが出来るという効果を得ることになる。また、該ＤＲＸ期間にて、ユニ
キャスト／ミクスド周波数レイヤのサービングセルから報知情報の取得を行っても良く、
例えばサービングセルにおける報知情報が修正された場合などに対応することが可能とな
る。
【００８５】
　ＤＲＸ情報の具体的なパラメータ例について図３０を用いて説明する。具体的には、Ｄ
ＲＸ情報のパラメータは、ＤＲＸ期間、ＤＲＸ周期、スターティングポイント値（ＤＲＸ
）が考えられる。具体的には、ＤＲＸ期間、ＤＲＸ周期の指定には無線フレーム数を用い
る。図３０において、ＤＲＸ期間は「４」無線フレーム（SFN4～7間での期間）となる。
またＤＲＸ周期は「７」無線フレーム（SFN4～10までの期間）となる。更にＤＲＸ期間が
始まるスターティングポイント値（ＤＲＸ）の指定にはＳＦＮを用いる。ＤＲＸ期間、Ｄ
ＲＸ周期の指定に無線フレーム数以外を用いても良い、具体例として、サブフレームなど
がある。スターティングポイント値の指定にＳＦＮ以外を用いても良い、具体例として何
らかの基準値からのオフセット値などがある。ＭＣＣＨが無線フレーム中の一部のサブフ
レームにマッピングされている場合などは、スターティングポイントとしてＳＦＮかつサ
ブフレーム番号などが通知されても良い。スターティングポイント値（ＤＲＸ）を求める
具体的な計算式は、スターティングポイント値（ＤＲＸ）＝（ＤＲＸ期間が始まる先頭の
ＳＦＮ番号）ｍｏｄ（ＤＲＸ周期）となる。図３０においては、スターティングポイント
値（ＤＲＸ）は、４ｍｏｄ７＝４　あるいは　１１ｍｏｄ７＝４・・・となる。ここで、
スターティングポイント値（ＤＲＸ）の指定にＳＦＮを用いる例を示した。ここでは、Ｍ
ＢＳＦＮ同期エリア内で一つのＤＲＸ期間を設ける例について説明した。よってスターテ
ィングポイント値（ＤＲＸ）についても、ＭＢＳＦＮ同期エリア内の基地局共通とする。
スターティングポイント値（ＤＲＸ）にＳＦＮを用いた場合を考える。ＭＢＳＦＮ同期エ
リア内の基地局から同じタイミングで同じ番号が送信されるとする。上記では、ＤＲＸ情
報をＭＣＣＨにマッピングしてＭＢＳＦＮ　Ａｒｅａ内の基地局から移動端末に通知する
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例について説明した。同様にＤＲＸ情報をＢＣＣＨにマッピングしてＭＢＳＦＮエリア内
の基地局から移動端末に通知しても、同様の効果が得られる。更には、ＤＲＸ情報をＢＣ
ＣＨにマッピングしてサービング基地局から移動端末に通知しても、同様の効果が得られ
る。更には、ＤＲＸ情報を静的（Static）あるいは準静的（Semi-Static）に決定しても
同様の効果がえられる。これにより報知する必要がなくなるので、無線リソースの有効活
用という効果も合わせて得ることができる。
【００８６】
　ＭＢＭＳ受信時間欠受信用パラメータについて更に具体例を説明する。先にも述べたが
非特許文献１にてページンググループがＬ１／Ｌ２シグナリングチャネル（PDCCH）にて
通知されることが開示されている。ＭＢＭＳ専用セルから送信される無線リソースにＬ１
／Ｌ２シグナリングチャネルが存在するか否かは、まだ決定されていない。本実施の形態
では、ＭＢＭＳ専用セルから送信される無線リソースにはＬ１／Ｌ２シグナリングチャネ
ルが存在しないとして考える。しかし、ＬＴＥという同じ移動体通信システム中に存在す
るユニキャストセル、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル、ＭＢＭＳ送信専用セルのページ
ング通知方法は可能な限り統一することが好ましい。統一することにより、移動体通信シ
ステムの複雑化を回避できるからである。以下の説明では、ＭＢＭＳ受信時間欠受信時用
のパラメータとしてページンググループ数（以降、ＫＭＢＭＳ）を考える。次に、複数の
基地局が図２５に示すように配置され、各ＭＢＳＦＮエリアが図２７のように符号分割多
重されている場合について説明する。この場合、ＤＲＸ情報については前記時分割多重の
場合と同様であるので説明を省略する。
【００８７】
　次に、図１９を用いて実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳサービス選択」について更に具
体的に説明する。ステップＳＴ１７３０にて移動端末は、該当ＭＢＭＳエリアにてユーザ
所望のサービスが行われているか知るため、ＭＢＭＳエリア情報に含まれるサービス内容
を確認する。当該ＭＢＳＦＮエリアにてユーザ所望のサービスが行われている場合は、ス
テップＳＴ１７３１へ移行する。ユーザ所望のサービスが行われていない場合は、ステッ
プＳＴ１７３３へ移行する。ステップＳＴ１７３１にて移動端末は当該ＭＢＳＦＮエリア
の無線リソースにてレファレンスシグナル(RS)を受信し、受信電力を測定する（RSRP）。
受信電力が静的あるいは準静的に決められた、閾値以上であるか否か判断する。前記閾値
は、閾値以上であればＭＢＭＳサービスを受信するのに満足な感度であることを示し、閾
値未満であればＭＢＭＳサービスを受信するのに満足な感度を満たしていないことを示す
。閾値以上であればステップＳＴ１７３２へ移行し、閾値以下であればステップＳＴ１７
３３へ移行する。ステップＳＴ１７３２にて移動端末は、ユーザが所望のＭＢＭＳサービ
スを受信するためのＭＢＭＳ送信専用の周波数ｆ（ＭＢＭＳ）とＭＢＳＦＮエリアＩＤを
取得する。一方、ステップＳＴ１７３３にて移動端末は同じ周波数内（ｆ（ＭＢＭＳ））
にて受信可能な他のＭＢＭＳエリアが存在するか否か判断する。本ステップＳＴ１７３３
は、図２８に示すような、覆いかぶさるＭＢＳＦＮエリア（MBSFNエリア4）が存在する場
合に特に有効である。同じ周波数内（ｆ（ＭＢＭＳ））にて受信可能な他のＭＢＭＳエリ
アが存在する場合は、ステップＳＴ１７３０へ戻り処理を繰り返す。存在しない場合はス
テップＳＴ１７３４へ移行する。ステップ１７３４にて移動端末は、ステップＳＴ１７０
８にて受信した受信可能なＭＢＳＦＮ同期エリアの周波数リストにて他の周波数が存在す
るか否か判断する。存在した場合は、ステップＳＴ１７２２へ戻り、新たな周波数（ｆ２
（ＭＢＭＳ））へシンセサイザを切り替えて処理を繰り返す。存在しない場合は、ステッ
プＳＴ１７２０へ戻り処理を繰り返す。またステップ１７３１にてレファレンスシグナル
を受信し、受信電力を測定する代わりに、実際に当該ＭＢＳＦＮエリアのＭＢＭＳサービ
ス（ＭＴＣＨまたは／かつＭＣＣＨ）を受信し、デコードを行うことも可能である。その
場合、ユーザ自身がデコード後のデータを聞くあるいは見ることにより自分自身が許容で
きる受信感度であるか否かを判断できる。許せる場合ステップＳＴ１７３２へ移行し、許
せない場合ステップＳＴ１７３３へ移行する。許せる受信感度には、ユーザ毎に個人差が
あるので、よりユーザに適合した移動端末になるという効果を得ることが出来る。
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【００８８】
　図１９のステップ１７３５は、実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳ受信時間欠受信準備」
を示す処理である。ステップＳＴ１７３５にて移動端末は、ステップＳＴ１７２９にて受
信したＭＢＭＳ受信時間欠受信時用のパラメータを用いてＭＢＭＳ受信時間欠受信準備を
行う。具体的には、ステップＳＴ１７２９にて受信したページンググループ数ＫＭＢＭＳ

を用いて、自移動端末のページンググループを算出する。ページンググループの算出には
、移動端末の識別ＩＤ（UE-ID,IMSI）を用いる。ページンググループは、ＩＭＳＩ　ｍｏ
ｄ　ＫＭＢＭＳで表される。
【００８９】
　図２０は、ＭＢＭＳ側受信状況通知の処理を説明するフローチャートである。この処理
は、図１７を用いて実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳ側受信状況通知」について更に具体
的に説明するものである。図２０において、ステップＳＴ１７３６にて移動端末は、周波
数変換部１１０７の設定周波数を変更し、中心周波数をユニキャスト／混合周波数レイヤ
の周波数（以降、ｆ（ｕｎｉｃａｓｔ）と称する。）へ変更することによりユニキャスト
／混合周波数レイヤへ移動する。ステップＳＴ１７３７にて移動端末は、上りスケジュー
リングリクエスト（UL Scheduling Request）をサービングセルに対して送信する。ステ
ップＳＴ１７３８にてサービングセルは、当該移動端末からの上りスケジューリングリク
エストを受信する。ステップＳＴ１７３９にてサービングセルは、当該移動端末に対して
上り無線リソースの割り当てを行うべく、上りスケジューリング（UL Scheduling）を行
う。ステップＳＴ１７４０にてサービングセルは、ステップＳＴ１７３９における上りス
ケジューリングの結果である当該移動端末への上り無線リソースの割り当て（UL allocat
ion、あるいはGrantとも称される）を移動端末へ送信する。ステップＳＴ１７４１にて移
動端末は、サービングセルよりＵＬアロケーションを受信する。ステップＳＴ１７４２に
て移動端末は、ステップＳＴ１７４１にて受信したＵＬアロケーションに従って「ＭＢＭ
Ｓ側受信状況通知」をサービングセルへ送信する。「ＭＢＭＳ側受信状況通知」に含まれ
るパラメータ例としては、移動端末の識別子（ＵＥ－ＩＤ、ＩＭＳＩ、Ｓ－ＴＭＳＩなど
）、ＭＢＭＳサービスを受信する周波数（ｆ（ＭＢＭＳ））、ＭＢＳＦＮ　Ａｒｅａ番号
（ＩＤ）などがある。ステップＳＴ１７４３にてサービングセルは、移動端末からステッ
プＳＴ１７４２の「ＭＢＭＳ側受信状況通知」処理により送信された各種パラメータを受
信する受信処理を行う。ステップＳＴ１７４３にてネットワーク側は、ＭＢＭＳ専用セル
に上りリンクを追加することなく、つまり移動体通信システムとして複雑性を増すことな
く、当該移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢＭＳサービスを受信してい
る旨を知ることが出来る。これにより、ネットワーク側が通常のページング信号を通知す
る構成から、ＭＢＭＳ受信時間欠受信構成へ変更することが可能となる効果を奏する。ス
テップＳＴ１７４４にてサービングセルは、ステップＳＴ１７４２にて移動端末により実
行された「ＭＢＭＳ側受信状況通知」で送信されたパラメータをＭＭＥへ送信する。ステ
ップＳＴ１７４５にてＭＭＥはこれを受信する。
【００９０】
　ステップＳＴ１７４６にてＭＭＥは、当該移動端末のＭＢＭＳ送信専用の周波数でのＭ
ＢＭＳサービスを受信中のトラッキングエリア（以降、ＴＡ（ＭＢＭＳ）と称する）を決
定する。トラッキングエリアの決定に際しては、ＭＭＥはステップＳＴ１７４２により移
動端末からサービングセル経由で通知されたＭＢＭＳ側受信状況通知（ＭＢＭＳ側受信状
況のパラメータ、ｆ（ＭＢＭＳ）とMBSFNエリア番号）を基に決定する。ステップＳＴ１
７４７にて当該移動端末のトラッキングエリアリストを更新する。ステップＳＴ１７４７
では、ＴＡ（ｕｎｉｃａｓｔ）または／かつＴＡ（ＭＢＭＳ）を含むＴＡリストの管理（
保存、追加、更新、削除）をする。ＴＡ（ｕｎｉｃａｓｔ）とはユニキャスト／ミクスド
周波数レイヤにおける当該移動端末のトラッキングエリアとする。図３１はトラッキング
エリアリストの詳細を説明する説明図である。以下、図３１を用いてトラッキングエリア
リスト管理の具体例について説明する。トラッキングエリアリストは図３１（ａ）に示す
とおり、移動端末毎に管理される。図３１（ａ）の例ではＵＥ＃１のＴＡは、ＴＡ（ｕｎ
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ｉｃａｓｔ）＃１とＴＡ（ｕｎｉｃａｓｔ）＃２であり、ＵＥ＃２のＴＡはＴＡ（ｕｎｉ
ｃａｓｔ）＃１とＴＡ（ＭＢＭＳ）＃１である。更に、ＭＭＥでは各トラッキングエリア
（ＴＡ（ｕｎｉｃａｓｔ））に含まれる基地局も管理している。図３１（ｂ）を用いて説
明する。ＴＡ（ｕｎｉｃａｓｔ）＃１には、セル(Cell)ＩＤ１、２、３、４、５のＭＢＭ
Ｓ／ユニキャスト混合セルが含まれる。またＴＡ（ｕｎｉｃａｓｔ）＃２には、セルＩＤ
２３、２４、２５のＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルが含まれる。次に図３１（ｃ）を用
いて説明する。ＴＡ（ＭＢＭＳ）＃１は、当該移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波数レイ
ヤにてＭＢＭＳサービスを受信するＭＢＳＦＮエリアＩＤが対応する。つまり本発明では
、ステップＳＴ１７４２にて、移動端末から「ＭＢＭＳ側受信状況通知」にてパラメータ
が送信され、ステップＳＴ１７４５にてＭＭＥが、当該パラメータであるｆ（ＭＢＭＳ）
、ＭＢＳＦＮエリアＩＤを用いてＴＡ（ＭＢＭＳ）が決定することになる。
【００９１】
　ステップＳＴ１７４７のＴＡリストの管理の詳細を説明する。ＭＭＥはステップＳＴ１
７４５にて受信したｆ（ＭＢＭＳ）、ＭＢＳＦＮエリアＩＤを基にＭＭＥ内で管理してい
るＴＡ（ＭＢＭＳ）番号を検索する（例えば図３１（ｃ）を用いる）。次に、当該移動端
末のＴＡリスト中に検索の結果判明したＴＡ（ＭＢＭＳ）が存在するか否か判断する。存
在した場合、現状のＴＡリストを保存する。存在しなかった場合、当該移動端末のＴＡリ
ストに前記ＴＡ（ＭＢＭＳ）を追加する。ステップＳＴ１７４８にてＭＭＥはＭＢＭＳ側
受信状況通知を受信したことを示す応答信号Ａｃｋをサービングセルへ送信する。この応
答信号に当該移動端末のＴＡリストを含めることが考えられる。ステップＳＴ１７４９に
てサービングセルはＭＭＥよりＭＢＭＳ側受信状況通知のＡｃｋを受信し、ステップＳＴ
１７５０にてＭＢＭＳ側受信状況通知のＡｃｋを移動端末へ送信する。ステップＳＴ１７
５１にて移動端末はサービングセルよりＭＢＭＳ側受信状況通知のＡｃｋを受信する。ス
テップＳＴ１７５２にて移動端末は、周波数変換部１１０７の設定周波数を変更し、中心
周波数をＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数（ｆ（ＭＢＭＳ））へ変更することに
よりＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤへ移動する。
【００９２】
　図２１は、ユニキャスト側メジャメント処理を示すフローチャートである。以下、図２
１を用いて実施の形態１で述べた「Ｕｎｉｃａｓｔ側メジャメント」について更に具体的
に説明する。ステップＳＴ１７５３にて移動端末は、図１９のステップＳＴ１７２９で受
信したＤＲＸ情報を用いて、ＭＢＭＳサービスのＤＲＸ期間開始タイミングが到来したか
判断する。具体例としては、ステップＳＴ１７２９にて受信するパラメータ例のＤＲＸ周
期、スターティングポイント値（ＤＲＸ）を用いてＤＲＸ期間が始まる先頭のＳＦＮ番号
を求め、ＢＣＣＨ（報知制御チャネル）などにマッピングされるＳＦＮを基にＤＲＸ期間
開始タイミングであるか否かを判断する。具体的な計算例は，ＳＦＮ＝ＤＲＸ周期×α＋
スターティングポイント値（ＤＲＸ）　α：正の整数となる。開始タイミングでなかった
場合、ステップＳＴ１７７２に移行する。開始タイミングであった場合、ステップＳＴ１
７５４へ移行する。ステップＳＴ１７５４にて移動端末は、ステップＳＴ１７０５にて受
信したＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルにおけるメジャメント周期であるか否かを判断す
る。メジャメント周期でなかった場合、ステップＳＴ１７７２に移行する。メジャメント
周期であった場合、ステップＳＴ１７５５へ移行する。ステップＳＴ１７５５にて移動端
末は、周波数変換部１１０７（シンセサイザ）の設定周波数を変更し、中心周波数をｆ（
Ｕｎｉｃａｓｔ）へ変更することによりＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルの下り信号を受
信するようにする。ステップＳＴ１７５６にて移動端末は、ユニキャスト側（ユニキャス
トセルまたは／かつＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セル）のメジャメントを実行する。実際
に移動端末が測定する値としては、サービングセルと周辺セルのＲＳＲＰ、ＲＳＳＩなど
が考えられる。周辺セルの情報は、周辺セル情報（リスト）としてサービングセルから報
知される場合もある。
【００９３】
　ステップＳＴ１７５７にて移動端末は、ステップＳＴ１７５６にて測定した結果、サー
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ビングセルの再選択（cell re-selection）が必要か否か判断する。判断の具体例として
は、周辺セルの中の１つのセルの測定結果が、サービングセルの測定結果を上回った場合
などが考えられる。再選択が必要ない場合、ステップＳＴ１７７１へ移行する。再選択が
必要な場合、ステップＳＴ１７５８、１７５９が実行される。ステップ１７５８にて新し
くサービングセルとして選択する基地局（新しいサービングセル:New serving cell）は
、ステップＳＴ１７０５同様、ＢＣＣＨ（報知制御チャネル）にてメジャメント周期、間
欠受信周期、トラッキングエリア情報（ＴＡ情報）を傘下の移動端末に対して報知する。
ステップＳＴ１７５９にて移動端末は、移動端末は新しいサービングセルからのＢＣＣＨ
を受信しデコードすることによりメジャメント周期、間欠受信周期、ＴＡ情報を受信する
。ステップＳＴ１７６１～ステップＳＴ１７７０までの説明は、ステップＳＴ１７１０～
ステップＳＴ１７１９までの説明と同様であるために省略する。ステップＳＴ１７７１に
て移動端末は、周波数変換部１１０７の設定周波数を変更し、中心周波数をｆ（ＭＢＭＳ
）へ変更することによりＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤへ移動する。
【００９４】
　ステップＳＴ１７５３～ステップＳＴ１７７１までの「Ｕｎｉｃａｓｔ側メジャメント
」処理により、移動端末は、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢＭＳサービスを受
信中であっても、ユニキャストセルまたは／かつＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルのメジ
ャメントが可能となる。これによりＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢＭＳサービ
スを受信中の移動端末が、ユニキャストセルまたは／かつＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セ
ルにおいてのモビリティを確保することが可能になるという効果を奏する。これにより、
上りリンクが存在しないＭＢＭＳ専用セルにおけるモビリティをＭＢＭＳ／ユニキャスト
混合セル経由にて確保することが可能になるという効果を得ることができる。このため、
ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤでＭＢＭＳサービスを受信している移動端末においても
、ページング信号を受信可能になるという効果を奏する。また、ＭＢＳＦＮ送信専用周波
数レイヤにてサービスを受信中の移動端末においてもユニキャストセルまたはＭＢＭＳ／
ユニキャスト混合セルとの測定を通じた下り同期確立をメジャメント周期により行う。こ
れにより、本発明の第二の課題である、上りリンクが存在しないＭＢＭＳ送信専用の周波
数レイヤにてページング信号を受信した移動端末が、ユニキャストセルまたはＭＢＭＳ／
ユニキャスト混合セルにてページング信号に対する応答を送信する場合であっても、制御
遅延少なく実現可能となる効果を得ることが出来る。
【００９５】
　図２２は、ＭＢＭＳ受信時における間欠受信処理を示すフローチャートである、図２２
は、図１７を用いて実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳ受信時　間欠受信」について更に具
体的に説明するものである。図２１のステップＳＴ１７７２にて移動端末は、ＭＣＣＨス
ケジューリング情報により、受信中のＭＢＳＦＮエリア番号のＭＣＣＨ受信タイミングで
あるか判断する。つまり、移動端末はステップＳＴ１７２５にて受信したＭＣＣＨ（マル
チキャスト制御チャネル）のスケジューリングを用いて、ＭＣＣＨ受信タイミングである
か否か判断する。具体的には、ステップＳＴ１７２５にて受信するパラメータ例のＭＣＣ
Ｈ繰り返し期間、スターティングポイント値を用いてＭＣＣＨがマッピングされる先頭の
ＳＦＮ番号を求め、ＢＣＣＨなどにマッピングされるＳＦＮを基にＭＣＣＨがマッピング
される先頭であるか否かを判断することにより、ＭＣＣＨがマッピングされる先頭のＳＦ
Ｎ番号であるか否かを判断する。ＭＣＣＨがマッピングされる先頭のタイミングでなかっ
た場合、ステップＳＴ１７５３へ移行する。ＭＣＣＨがマッピングされる先頭のタイミン
グであった場合、ステップＳＴ１７７３へ移行する。またステップＳＴ１７７２は、例え
ば図２６であればＭＣＣＨ　Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｏｄ１ごとに判断するとし
ても良い。
【００９６】
　ここで、ステップＳＴ１７７２にてＭＣＣＨの受信タイミング（ＭＣＣＨがマッピング
されている先頭のＳＦＮ番号）とＭＢＭＳ受信時の間欠受信周期が別々であっても構わな
い。別々にすることにより、ＭＢＭＳ受信時の間欠受信周期の設定をネットワークの状況
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などに応じて「長く」「短く」することが可能となり、より自由度の高い移動体通信シス
テムを構築することが可能となる。ＭＢＭＳ受信時の間欠受信周期は、ステップＳＴ１７
０７にてサービングセルからＢＣＣＨにマッピングされて移動端末へ通知されてもよいし
、ステップＳＴ１７２３にてＭＢＭＳ専用セルからＢＣＣＨにマッピングされて移動端末
へ通知されてもよい。また、ステップＳＴ１７２８にてＭＢＭＳ専用セルからＭＣＣＨに
マッピングされて移動端末へ通知されてもよい。具体的には、ステップＳＴ１７７２にて
ＭＢＭＳ受信時の間欠受信タイミングであるか否かを判断し、間欠受信タイミングであれ
ば、ステップ１７８４へ移行する。間欠受信タイミングでなければ、ＭＣＣＨの受信タイ
ミングであるか否かを判断し、ＭＣＣＨの受信タイミングであれば、ステップＳＴ１７８
８へ移行する。ＭＣＣＨの受信タイミングでなければ、図２１のステップＳＴ１７５３へ
移行する。
【００９７】
　ステップＳＴ１７７３にて、当該移動端末へページングが発生すると、ステップＳＴ１
７７４にてＭＭＥはページングのあて先となる移動端末の識別子（UE-ID,IMSI,S-TMSIな
ど）を基に当該移動端末のトラッキングエリア(TA)リストを確認する。ステップＳＴ１７
７５にてＭＭＥは、当該移動端末のトラッキングエリアリスト中にＴＡ（ＭＢＭＳ）が含
まれているか否か判断する。具体例としては、図３１（ａ）のようなリストにてＵＥ－Ｉ
Ｄを基に当該移動端末のトラッキングエリアリストを検索する。当該移動端末が図３１（
ａ）のＵＥ＃１（UE-ID#1）であった場合にはＴＡ（ＭＢＭＳ）は含まれないと判断する
。一方当該移動端末が図３１（ａ）のＵＥ＃２（ＵＥ－ＩＤ＃２）であった場合には、Ｔ
Ａ（ＭＢＭＳ）＃１が含まれているので、ＴＡ（ＭＢＭＳ）は含まれると判断する。ＴＡ
（ＭＢＭＳ）が含まれていない場合、ステップＳＴ１８１４へ移行する。ＴＡ（ＭＢＭＳ
）が含まれていた場合、ステップＳＴ１７７６へ移行する。ステップＳＴ１７７６にてＭ
ＭＥはＭＣＥに対してページングリクエスト（Paging Request）を送信する。つまり、図
１０のＭＭＥ１０３はＭＣＥ８０１に対してＭＭＥ－ＭＣＥ間インタフェースを用いてペ
ージングリクエストを送信する。ＭＭＥからページングリクエストを送信するＭＣＥとし
ては、ＭＭＥが管理する基地局と地理的に重なっている基地局を管理する全ＭＣＥが考え
られる。
【００９８】
　ページングリクエスト中のパラメータの具体例としては、移動端末の識別子（UE-ID,IM
SI,S-TMSIなど）、ＴＡ（ＭＢＭＳ）ナンバーなどが考えられる。この時、ＴＡ（ＭＢＭ
Ｓ）ナンバーの代わりにｆ（ＭＢＭＳ）かつＭＢＳＦＮエリアＩＤの両方、あるいはＭＢ
ＳＦＮエリアＩＤのみとしても良い。ステップＳＴ１７７７にてＭＣＥはページングリク
エストを受信する。ステップＳＴ１７７８にてページングリクエストを受信したＭＣＥの
うち、ページングリクエスト中のパラメータとして通知された、ＴＡ（ＭＢＭＳ）ナンバ
ーと関連付けられたＭＢＳＦＮエリアＩＤを制御しているＭＣＥは、ページング送信準備
を行う。一方、ＴＡ（ＭＢＭＳ）ナンバーと関連付けられたＭＢＳＦＮエリアＩＤを制御
していないＭＣＥはページング送信準備を行わない。ページング送信準備の具体例として
は、自基地局（自ＭＢＳＦＮエリア）のページンググループ数ＫＭＢＭＳと受信したペー
ジングリクエストを用いて当該移動端末のページンググループを算出する。算出の際には
、移動端末側で用いた算出式と同じ式を用いる（Ｐａｇｉｎｇグループ＝ＩＭＳＩ　ｍｏ
ｄ　ＫＭＢＭＳ）。上記のように、ページングリクエストを受信したＭＣＥ側で、ＴＡ（
ＭＢＭＳ）ナンバー（ＭＢＳＦＮエリア）とＭＣＥの対応付けを管理する方法は、ＭＢＳ
ＦＮエリアＩＤとそれを制御するＭＣＥとの関係をＭＢＭＳサービスのアーキテクチャ内
のみで行えるため、つまりＭＭＥと無関係に行えるため、自由度の高い移動体通信システ
ムを構築することが可能になるという効果を得ることが出来る。
【００９９】
　またＭＭＥが図３１（ｃ）に示すように、ＴＡ（ＭＢＭＳ）ナンバーと関係するＭＢＳ
ＦＮエリアＩＤを管理し、更には図３１（ｄ）に示すように、ＭＢＳＦＮエリアＩＤとそ
れを制御するＭＣＥの番号を管理する場合を考える。その場合、ステップＳＴ１７７６に
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てＭＭＥは、ＴＡ（ＭＢＭＳ）ナンバーと関係するＭＢＳＦＮエリアＩＤを管理するＭＣ
Ｅのみにページングリクエストを送信する。その時のページングリクエスト中のパラメー
タの具体例としては、移動端末の識別子などが考えられる。ステップＳＴ１７７８にてペ
ージングリクエストを受信したＭＣＥは、上記同様ページング送信準備を行う。上記のよ
うに、ＭＭＥ内でＭＢＳＦＮエリアＩＤとそれを制御するＭＣＥとの関係を管理する方法
（図３１（ｄ））は、ＭＭＥからページングリクエストを通知するＭＣＥの数が少なくな
るためリソースの有効活用が可能となる効果を得られる。また通知する情報量が少なくな
るためにリソースの有効活用が可能となる効果を得られる。
【０１００】
　またＭＭＥが図３１（ｃ）に示すように、ＴＡ（ＭＢＭＳ）ナンバーと関係するＭＢＳ
ＦＮエリアＩＤを管理し、更に図３１（ｅ）に示すように、ＭＢＳＦＮエリアＩＤとＭＢ
ＳＦＮエリアＩＤに含まれるＭＢＭＳ専用セルまたは／かつＭＢＭＳ／ユニキャスト混合
セルのセルＩＤを管理する場合を考える。その場合、ステップＳＴ１７７６にてＭＭＥは
、ＭＣＥではなくＭＭＥが管理するＭＢＳＦＮエリアＩＤに含まれるセルに対して、ペー
ジングリクエストを送信する。その時のページングリクエスト中のパラメータの具体例と
しては、移動端末の識別子などが考えられる。上記のように、ＭＭＥ内でＭＢＳＦＮエリ
アＩＤとＭＢＳＦＮエリアＩＤに含まれるセルの関係を管理する方法（図３１（ｅ））は
、ＭＣＥにて移動端末のページング信号送信に関する処理を行わなくてもよくなる。この
ことは、ＭＣＥへの機能追加を行わなくても良くなるのでＭＣＥの複雑性を回避できると
いう効果を得ることができる。またＭＣＥの処理負荷の低減を図れるという効果を得るこ
とが出来る。
【０１０１】
　図３２は、ＭＢＭＳ送信専用周波数レイヤにおけるページング信号をマッピングするチ
ャネル構成例を説明する説明図である。図３２（ａ）はＰＭＣＨ（Physical multicast c
hannel）上にＭＢＭＳ関連情報とページング信号を含む構成を示す図である。ＭＢＭＳ関
連の情報はＭＢＭＳ用のロジカルチャネルＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ上にのる。ＭＢＭＳ関連の
情報とページング信号は、各々がＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ内の情報要素として存在しても良い
し、各々がマッピングされる物理領域(リソース)が時間的に分割多重されても良い。ある
ＭＢＳＦＮエリア内の全てのセルは、該ＭＢＳＦＮエリアに対応するＰＭＣＨにおいて、
ＭＢＳＦＮエリア内でＭＣＣＨを周期的にマルチセル送信する。一方、該ＭＢＳＦＮエリ
ア内セルからマルチセル送信されるＭＢＭＳサービスを受信している、あるいはしようと
している移動端末は、該ＭＣＣＨを定期的に受信し、ＭＢＭＳサービスの内容やフレーム
構成等を受信することによって、ＭＢＭＳサービスを受信可能とする。
【０１０２】
　ページング信号を該ＭＣＣＨに含ませることによって、ＭＢＭＳサービスを受信してい
る、あるいはしようとしている移動端末がＭＣＣＨを受信する際にページング情報を受信
可能とすることができる。これにより、移動端末はＭＣＣＨを受信する以外のタイミング
で別途ページングを受信する必要がなくなるため、ＭＢＭＳサービスの受信を中断するこ
となくページングを受信可能となる。また、ＭＣＣＨを受信していない時間、ＭＢＭＳサ
ービスの受信を行っていない持間はＤＲＸ動作（受信動作をストップ）することができ、
移動端末の消費電力の削減が図ることができる。また、ＭＣＣＨとページング信号がのる
ＰＣＣＨが同じＭＢＳＦＮサブフレームに構成されるようにしても良いし、ＭＣＣＨの乗
るＭＢＳＦＮサブフレームとページング信号ののるＭＢＳＦＮサブフレームを時間的に隣
接するようにしておいても良い。このような構成にすることで、ＭＢＭＳサービスを受信
している、あるいはしようとしている移動端末がＭＣＣＨを受信する際にページング信号
を連続して受信可能とすることができる。これにより、移動端末はＭＣＣＨおよびページ
ング信号ののる連続したＭＢＳＦＮサブフレームを受信する以外のタイミングでページン
グのための受信をする必要が無くなるため、ＭＢＭＳサービスの受信を中断することなく
ページング信号を受信可能となる。また、ＭＣＣＨおよびページング信号を受信していな
い時間、ＭＢＭＳサービスの受信を行っていない持間はＤＲＸ動作することができ、移動
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端末の消費電力の削減が図れる。
【０１０３】
　図３２（ｂ）に、ＭＢＭＳ制御情報が変更されたかどうかを示すインジケータ、ページ
ング信号が送信されたかどうかを示すインジケータを設けた構成を開示する。ＭＢＭＳ制
御情報が変更されたかどうかを示すインジケータをＭＢＭＳ関連情報の変更有無インジケ
ータとし、ページング信号が送信されたかどうかを示すインジケータをページング信号有
無インジケータとする。インジケータがマッピングされる物理領域はＰＭＣＨが送信され
るＭＢＳＦＮサブフレームに設けられても良いし、また、ＰＭＣＨが送信されるＭＢＳＦ
Ｎサブフレームと時間的に隣接する物理領域に設けられても良い。こうすることにより、
移動端末はインジケータ受信後ただちにＰＭＣＨにのるＭＣＣＨやページング信号を受信
しデコード可能となる。具体的には、例えば、インジケータとして１ビット(bit)の情報
とする。各インジケータはＭＢＳＦＮエリア固有の拡散コード等が乗じられ、あらかじめ
決められた物理領域にマッピングされる。別の方法として例えば、各インジケータはＭＢ
ＳＦＮエリア固有のシーケンスからなり、予め決められた物理領域にマッピングされても
良い。移動端末に着信がかかった場合、例えばページング信号有無インジケータを“1”
にセットし、着信がない場合はページング信号有無インジケータを“0”にセットする。
また、例えば、ＭＢＳＦＮエリア内で送信されるＭＢＭＳサービスの内容が変更されるな
どしてＭＣＣＨにのるＭＢＭＳ制御情報が変更された場合、例えばＭＢＭＳ関連情報の変
更有無インジケータを“1”にセットする。１回以上のＭＢＭＳ制御情報とＭＢＭＳ関連
情報変更有無インジケータを含むＭＢＭＳ関連情報の変更が可能な周期(MBMS modificati
on periodとする)を決めておき、該周期内でＭＢＭＳ関連情報変更有無インジケータ“1
”を繰り返し送信する。MBMS modification period、スタートタイミング(SFN,スターテ
ィングポイント)、等はあらかじめ決められていても良いし、ユニキャストサービスでの
サービングセルから、もしくはＭＢＭＳ専用セルから報知情報で通知されても良い。該Ｍ
ＢＭＳ変更期間分経過した後に更にＭＢＭＳ関連情報の変更が無い場合は、例えばＭＢＭ
Ｓ関連情報の変更有無インジケータを“0”にセットする。移動端末は、所望のＭＢＳＦ
ＮエリアのＭＣＣＨ内のインジケータを受信し逆拡散等を行い、インジケータが１か０か
を判定することで、ＭＣＣＨ内に存在するＭＢＭＳ関連の情報に変更が生じたかどうかや
、ページング信号が存在するかどうかを判断することが可能となる。
【０１０４】
　このようにインジケータを設けることで、ＭＢＭＳ制御情報に変更が生じ無い場合や、
ページング信号が存在しない場合は、移動端末はＰＭＣＨ全部の情報を受信または／かつ
デコードする必要が無くなる。このため、移動端末の受信電力の削減を図ることが可能と
なる。ＭＢＭＳ関連情報の変更が可能な周期を決めておき、該１周期期間内で１回以上の
同じＭＢＭＳ制御情報が送信されるようにしておくことで、移動端末は同じＭＢＭＳ制御
情報を１回以上受信することが可能となるため、ＭＢＭＳ制御情報の受信誤り率を低下さ
せることができ、従って、ＭＢＭＳサービスの受信品質を向上することが可能となる。Ｍ
ＢＭＳ制御情報が変更されたかどうかを示すＭＢＭＳ関連情報変更有無インジケータをマ
ッピングする物理領域を、ＭＢＭＳ制御情報がマッピングされるひとつまたは複数のＭＢ
ＳＦＮサブフレームの最初のＭＢＳＦＮサブフレームとしても良い。さらに、該最初のＭ
ＢＳＦＮサブフレームの先頭のＯＦＤＭシンボルとしても良い。これにより、移動端末は
、最初のＯＦＤＭシンボルを受信することで、ＭＢＭＳ制御情報に変更が生じたかどうか
を判断することが可能となる。
【０１０５】
　また、ページング信号が存在するかどうかを示すページング信号有無インジケータをマ
ッピングする物理領域を、ページング信号がマッピングされるひとつまたは複数のＭＢＳ
ＦＮサブフレームの最初のＭＢＳＦＮサブフレームとしても良い。さらに、該最初のＭＢ
ＳＦＮサブフレームの先頭のＯＦＤＭシンボルとしても良い。これにより、移動端末は、
最初のＯＦＤＭシンボルを受信することで、ページング信号が存在するかどうかを判断す
ることが可能となる。各インジケータを上記のような物理領域にマッピングすることで、
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MBMS制御信号変更無しの場合、ページング情報が存在しない場合、各々その後のＯＦＤＭ
シンボルを受信または／かつデコードする必要が無くなり、さらなる移動端末の受信電力
の削減をはかることが可能となる。また、最初のＭＢＳＦＮサブフレームや先頭のＯＦＤ
Ｍシンボルで早期に判断できるので、ＭＢＭＳ制御情報をただちに受信することができた
り、または、ページング信号をただちに受信することができたりするため、移動端末での
制御遅延を低減することが可能となる。
【０１０６】
　インジケータとして，MBMS関連情報の変更有無インジケータとページング信号有無イン
ジケータを同じ物理領域にマッピングしても良いし、各々異なる物理領域にマッピングし
ても良い。同じ物理領域にマッピングする場合は、各インジケータのオア(or)演算をとれ
ば良い。これにより移動端末は受信するインジケータがひとつですむため、受信回路構成
を間単にできる効果が得られる．各々異なる物理領域にマッピングする場合は、移動端末
は、必要なインジケータのみ受信しておけば良く、他のインジケータを受信する必要はな
くなる。したがって、移動端末の受信電力のさらなる削減や、必要な情報の受信遅延のさ
らなる低減が図れる。例えば、ＭＢＭＳサービスを受信しているが、ページング信号を受
信しないように設定している移動端末では、ＭＢＭＳ関連情報の変更有無インジケータの
み受信すればよく、ページング信号有無インジケータを受信する必要をなくすことができ
る。また、ＭＢＭＳ関連情報の変更有無インジケータとページング信号有無インジケータ
が異なる物理領域にマッピングされると、ステップＳＴ１７７２にてＭＣＣＨの受信タイ
ミング（ＭＣＣＨがマッピングされている先頭のＳＦＮ番号）あるいはＭＢＭＳ関連変更
有無インジケータ繰り返し周期とページング信号有無インジケータ繰り返し周期が別々の
値に設定された場合、ＭＣＣＨの受信タイミングあるいは、ＭＢＭＳ関連変更有無インジ
ケータ繰り返し期間ではＭＢＭＳ関連情報の変更有無インジケータのみを受信または／か
つデコードし、ページング信号有無インジケータ繰り返し周期ではページング信号有無イ
ンジケータのみ受信または／かつデコードすることが可能となる。これにより、移動端末
の処理時間が短くなり、低消費電力化が可能になるという効果を得ることができる。
【０１０７】
　各々のインジケータの繰返し周期は同じでも良いし、異なっていても良い。各々のイン
ジケータの繰返し周期はＭＣＣＨの繰返し周期と同じでも良いし、異なっていても良い。
例えばＭＢＭＳ関連情報の変更有無インジケータの繰返し周期をＭＣＣＨの繰返し周期（
MCCH Repetition Period）と同じにし、ページング信号有無インジケータの繰返し周期を
ＭＣＣＨの繰返し周期のｎ倍（ｎは2以上の整数）にする。こうすることで、ＭＢＭＳ受
信時の間欠受信周期の設定をネットワークの状況などに応じて「長く」「短く」すること
が可能となり、より自由度の高い移動体通信システムを構築することが可能となる。イン
ジケータの繰返し周期は、各々、ページング信号有無インジケータ繰返し周期（Repetiti
on period）、ＭＢＭＳ関連変更有無インジケータ繰返し周期（Repetition period）とす
る。インジケータの存在するＭＢＳＦＮサブフレームのスタートタイミング(SFN,スター
ティングポイント)、サブフレームナンバ、各々のインジケータの繰り返し周期等はユニ
キャストサービスのサービングセルの報知情報で通知されても良いし、ＭＢＭＳ専用セル
の報知情報で通知されても良いし、あらかじめ決められていても良い。この場合、移動端
末はステップＳＴ１７７２、あるいはステップＳＴ１７８８、あるいはステップＳＴ１７
８９をMBMS関連変更有無インジケータ繰返し周期ごとに行う。ＭＢＭＳ関連情報の変更有
無インジケータ専用のチャネルを、例えばＭＩＣＨ(MBMS Indicating CHannel)としても
良く、さらには、ＭＩＣＨ内にページング信号有無インジケータを構成するようにしても
良い。ＭＩＣＨの繰り返し周期を「ＭＩＣＨ繰返し周期」（MICH Repitition period）と
する。ページング信号有無インジケータの繰返し周期はＭＩＣＨの繰返し周期と同じでも
良いし異なっていても良い。インジケータの通知に関しては先に記載した同様の方法で行
うことができる。この場合、移動端末はステップＳＴ１７７２、あるいはステップＳＴ１
７８４をページング信号有無インジケータ繰返し周期ごとに行う。これにより、各々のイ
ンジケータが送信される時間がＭＣＣＨが送信される時間に限定されず、システムにおい
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て柔軟に設計することが可能となる。
【０１０８】
　ページング信号をＰＭＣＨに含める場合、着信がかかった移動端末の数が膨大になった
場合、自移動端末の宛てのページング信号を検出するのに時間がかかりすぎてしまうとい
う問題が生じる。また、ページング信号ののる所定の物理領域に、着信がかかった全ての
移動端末のページング信号をマッピングする領域が確保できないという問題が生じる。こ
れらの問題を解決するため、ページンググループ化する方法を開示する。図３２（ｃ)に
、ページンググループ化の方法について示す。全移動端末をＫ個のグループに分け、各グ
ループ毎にページング信号有無インジケータを設ける。ＭＣＣＨ内のページング信号有無
インジケータ用の物理領域をＫ個に分割し、分割した各々の物理領域に各グループのペー
ジング信号有無インジケータをマッピングする。ここで、Ｋは１から全移動端末数の値ま
でをとりうる。ある移動端末に着信がかかった場合、該移動端末が属するグループのペー
ジング信号有無インジケータを“1”にセットする。あるグループに属する全ての移動端
末に着信がない場合は該グループのページング信号有無インジケータを“0”にセットす
る。ページング信号有無インジケータは移動端末での所望の受信誤り率を満足するために
リピテーション等が行われても良い。ページング信号をマッピングする物理領域もK個に
分割し、上記Ｋ個のグループに対応するようにしておく。ページング信号として、移動端
末毎の識別子（識別番号、識別コード）であっても良い。Ｋ個に分割されたひとつの物理
領域は、移動端末１台が必要とするページング信号データが収まる物理領域を、グループ
内の移動端末数分加算した物理領域とする。グループ内の移動端末数はグループ全てで同
じであっても良いし、グループ毎に異なっていても良い。
【０１０９】
　グループ内の移動端末数は、例えば、同時に着信が発生する移動端末数の平均値とする
方法がある。また、全周波数帯域のひとつのＯＦＤＭシンボルに割り当て可能な移動端末
台数とし、各ＯＦＤＭシンボルを各グループに対応させる方法としても良い。ある移動端
末に着信がかかった場合、該移動端末が属するグループのページング信号有無インジケー
タを“1”にセットし、該グループに対応したページング信号有無インジケータ用物理領
域にマッピングする。それとともに、着信がかかった移動端末向けのページング信号を、
該移動端末が属するグループに対応するページング信号の物理領域にマッピングする。ペ
ージング信号の物理領域へのマッピングは、移動端末毎に該移動端末固有の識別コードを
乗じる方法とする。ページング信号が移動端末毎の識別子であってもよく、この場合は上
記移動端末固有の識別コードを乗じる制御を省略できる。移動端末は、自移動端末が属す
るグループのページング信号有無インジケータを受信することで、自移動端末が属するグ
ループに着信がかかっているかどうか判定する。着信がかかっていると判定した場合、自
移動端末が属するグループに対応づけられたページング信号がマッピングされる物理領域
を受信しデコードする。デコード後、移動端末固有の識別コードとの相関演算を行うこと
によりブラインドディテクションを行い、自移動端末向けのページング信号を特定するこ
とで、自移動端末への着信有りと判定することが可能となる。自移動端末向けのページン
グ信号を検出しなかった場合は、自移動端末への着信なしと判定する。
【０１１０】
　移動端末をＫ個のグループにグルーピングすることで、移動端末は、ページング信号用
領域全てを受信する必要が無くなり、必要な領域のみ、すなわち自移動端末が属するグル
ープが対応する物理領域のみ受信すればよくなるため、移動端末でのページング信号検出
時間の短縮が図れ、さらには自移動端末が属さないグループの対応する物理領域を受信す
る必要がなくなるため移動端末の受信電力の削減が図れる。さらには、グループ毎に対応
したページング信号有無インジケータを用いることで、多数の移動端末がある場合も少な
い物理リソースでページング信号有無インジケータを設けることができる。さらには、移
動端末は必要に応じてページング信号用領域を受信すればよく、移動端末の受信電力の削
減が可能となるとともに、ページング信号を受信する必要がない場合はすぐに次の動作に
移行できるため、制御遅延を小さくすることが可能となる。
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【０１１１】
　上記実施の形態では、ページング信号をマッピングする、Ｋ個に分割されたひとつの物
理領域は、移動端末１台が必要とするページング信号データが収まる物理領域を、グルー
プ内の移動端末数分加算した物理領域としていた。しかし、移動端末数が多大になると、
必要とする物理領域が多大になり、ＭＢＭＳサービスを送信するためのオーバーヘッドが
多大になるためＭＢＭＳサービスデータの送信速度が低下する。これを防ぐため、移動端
末向けのページング信号に移動端末毎に該移動端末固有の識別コードを乗じる。これによ
り、移動端末は自移動端末宛ての情報かどうかを該移動端末固有の識別コードを用いてブ
ラインド検出（Blind Detection）することが可能となるため、各移動端末毎のページン
グ信号をマッピングする物理領域をあらかじめ固定しておく必要がなくなる。したがって
、全移動端末分のページング信号用の物理領域を必要とせず、実際に着信が生じると予測
される移動端末数分の領域さえあれば良い。例として、グループ内の移動端末数を、同時
に着信が発生する移動端末数の平均値とする方法がある。この方法により、限られた物理
リソースを有効に利用することが可能となる。また、上記の方法とすることで、たとえ予
測以上に着信する移動端末数が多くなった場合でも、新しい着信の移動端末へのページン
グ信号を次のＰＭＣＨ上で送信することが可能となる等、基地局でのスケジューリングに
より柔軟に対応することが可能となる。
【０１１２】
　全移動端末数が少ない場合、Ｋの値を全移動端末数として、ページング信号有無インジ
ケータのみ送信しても良い。この場合、ページング関連の物理領域を確保する必要が無く
、ページング信号有無インジケータ用の物理領域を全移動端末数分確保しておけばよい。
このため、無線リソースの効率化が図れる。また、この場合、移動端末毎に対応するペー
ジング信号有無インジケータ用の物理領域が存在することになる。このため、移動端末に
おいては、自移動端末に対応したページング信号有無インジケータ用の物理領域を受信し
てデコードするだけで、ページング信号用領域を受信せずに、着信の有無が判定でき、移
動端末のページング動作での制御遅延が低減できる。
【０１１３】
　図３３に、ページング信号をＰＭＣＨ上のページング信号ののる物理領域にマッピング
する方法の一例を示す。ページンググループｎに属する移動端末のうち、着信がかかって
いる移動端末のn1、n2等に対してページング信号を、該グループnに対する物理領域にマ
ッピングする。基地局は、各々の移動端末のページング信号に該移動端末固有の識別コー
ド(番号、シーケンス)を乗じ、ＣＲＣ付加を行い、エンコード、レートマッチング等の処
理を行う。ページング信号が移動端末毎の識別子である場合は上記移動端末固有の識別コ
ードを乗じる制御を省略できる。これら一連の処理を行った結果を、マッピングする物理
領域の大きさに対応した情報要素単位に割当て、着信がかかっている各々の移動端末分連
結する。連結した結果を、ＭＢＳＦＮエリア固有のスクランブリングコードによるスクラ
ンブリング処理、変調処理等を行う。変調処理は、ＭＢＳＦＮエリア固有であっても良い
。これらの処理を行った結果をページンググループｎに対応する物理領域へマッピングす
る。この際、基地局は、ページンググループｎのページング信号有無インジケータに“1
”をセットし、ページング信号有無インジケータのページンググループnの物理領域にマ
ッピングする。ページンググループnに対応する物理領域は、あらかじめ決められていて
も良いし、報知情報としてユニキャスト側サービングセルもしくはＭＢＭＳ専用セルから
通知されても良い。移動端末では、自移動端末が属するページンググループのページング
信号有無インジケータを受信し、“1”であれば、該ページンググループに対応するペー
ジング信号用物理領域を受信する。ページング信号用物理領域を受信し、復調、ＭＢＳＦ
Ｎエリア固有のスクランブリングコードによるデスクランブリングを行い、その結果を情
報要素単位に分割する。分割した情報要素単位毎にデコード等の処理を行い、自移動端末
固有の識別番号により相関演算を行うことによって、自移動端末向けのページング信号を
ブラインドディテクションする。ある閾値より相関演算結果が大きい場合は自移動端末向
けのページングが有ると判定し、ページング信号によりページング着信動作に入る。ある
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閾値以下の場合は自端末向けのページングは無しと判定し、ＭＢＭＳ関連情報の受信に移
行する、またはＭＢＭＳ関連情報の受信の必要がなければＤＲＸ動作に移行する。自移動
端末がどのグループに属するかは、あらかじめ決められた計算方法によって導出されても
良いし、上位レイヤから、報知情報としてユニキャストサービスのサービングセルもしく
はＭＢＭＳ専用セルから通知されても良い。
【０１１４】
　図３４に、ページング信号をＰＭＣＨ上のページング信号ののる物理領域にマッピング
する方法の別の例を示す。ページンググループｎに属する移動端末のうち、着信がかかっ
ている移動端末のn1、n2等に対してページング信号を、該グループｎに対する物理領域に
マッピングする。基地局は、各々の移動端末のページング信号にＣＲＣ（Cyclic Redunda
ncy Check）付加を行い、エンコード、レートマッチング等の処理を行う。それら処理を
行った結果に、該移動端末固有の識別コード(番号)を乗じる。該移動端末固有の識別コー
ドを直交性を有す拡散コードとして、移動端末間で直交性が得られるようにする。基地局
は、該拡散コードを乗じた結果を、着信がかかっている各々の移動端末分多重する。多重
した結果を、ＭＢＳＦＮエリア固有のスクランブリングコードによるスクランブリング処
理、変調処理等を行う。変調処理は、ＭＢＳＦＮエリア固有であっても良い。これらの処
理を行った結果をページンググループｎに対応する物理領域へマッピングする。この際、
基地局は、ページンググループｎのページング信号有無インジケータに“1”をセットし
、ページング信号有無インジケータのページンググループnの物理領域にマッピングする
。ページンググループｎに対応する物理領域は、あらかじめ決められていても良いし、報
知情報としてユニキャスト側サービングセルもしくはＭＢＭＳ専用セルから通知されても
良い。
【０１１５】
　移動端末では、自移動端末が属するページンググループのページング信号有無インジケ
ータを受信し、“1”であれば、該ページンググループに対応するページング信号用物理
領域を受信する。ページング信号用物理領域を受信し、復調、ＭＢＳＦＮエリア固有のス
クランブリングコードによるデスクランブリングを行う。その結果を自移動端末固有の識
別番号により相関演算を行うことによって、自移動端末向けのページング信号をブライン
ド検出する。ある閾値より相関演算結果が大きい場合は自移動端末向けのページングが有
ると判定し、デコードを行った後のページング信号によりページング着信動作に入る。あ
る閾値以下の場合は自端末向けのページングはなしと判定し、ＭＢＭＳ関連情報の受信に
移行する、またはＭＢＭＳ関連情報の受信の必要がなければＤＲＸ動作に移行する。自移
動端末がどのグループに属するかは、あらかじめ決められた計算方法によって導出されて
も良いし、上位レイヤから、報知情報としてユニキャストサービスのサービングセルもし
くはMBMS専用セルから通知されても良い。なお、図３３、図３４で記載したページング信
号は、ページング信号のマッピングされたトランスポートチャネルとしても良い。これは
以降の実施例においても適用できる。移動端末がページング受信時に必要となるページン
グ関連の情報であるページング信号ののった情報であれば良い。
【０１１６】
　ページング信号をPMCHのページング信号ののる領域にマッピングするいくつかの方法を
開示したが、該ページング信号ののる領域へのマッピングは、任意のあらかじめ決められ
た領域でも良いし、ローカライズド(周波数軸上で連続する物理領域)にマッピングしても
良いし、ディストリビューテッド(周波数軸上で分散する物理領域)にマッピングしても良
い。
【０１１７】
　上記の例ではページング信号に移動端末固有の識別番号や拡散コードを乗じる構成とし
た。このような構成とすることで、ページング信号の情報量が各移動端末で同じ場合、エ
ンコード、レートマッチング等の処理を各移動端末間で同じにすることで、割当てる情報
要素単位の領域の大きさを同じにすることが可能となる。従って、移動端末においてブラ
インド検出する情報要素単位の領域の大きさがひとつに限られるため、ブラインド検出の
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回数が削減でき、検出時間の短縮も図れる。従って、移動端末の回路構成の削減、消費電
力の削減、制御遅延の低減を図れる効果が得られる。
【０１１８】
　上記のように、ページング信号に移動端末固有の識別番号や拡散コードを乗じ、ページ
ンググループ毎にＰＭＣＨのページング信号ののる領域にマッピングすることで、移動端
末は、ページング信号用領域全てを受信する必要がなくなり、必要な領域のみ、すなわち
自移動端末が属するグループが対応する物理領域のみ受信すればよくなるため、移動端末
でのページング信号検出時間の短縮が図れ、さらには時移動端末が属さないグループの対
応する物理領域を受信する必要がなくなるため移動端末の受信電力の削減が図れる。さら
には、グループ毎に対応したページング信号有無インジケータを用いることができ、多数
の移動端末がある場合も少ない物理リソースでページング信号有無インジケータを設ける
ことができる。さらには、移動端末は必要に応じてページング信号用領域を受信すればよ
く、移動端末の受信電力の削減が可能となるとともに、ページング信号を受信する必要が
ない場合はすぐに次の動作に移行できるため、制御遅延を小さくすることが可能となる。
さらには、移動端末は自移動端末宛ての情報かどうかを該移動端末固有の識別コードや拡
散コードを用いてブラインド検出することが可能となるため、各移動端末毎のページング
信号をマッピングする物理領域をあらかじめ固定しておく必要がなくなり、全移動端末分
のページング信号用の物理領域を必要とせず、実際に着信が生じると予測される移動端末
数分の領域さえあれば良いため、限られた物理リソースを有効に利用することが可能とな
る。さらには、たとえ予測以上に着信する移動端末数が多くなった場合でも、新しい着信
の移動端末へのページング信号を次のＭＣＣＨののるPMCH上で送信することが可能となる
等、基地局でのスケジューリングにより柔軟に対応することが可能となる。
【０１１９】
　上記の例では基地局においてページング信号に移動端末固有の識別番号を乗じることと
した。しかし、ページング信号ではなくＣＲＣに移動端末固有の識別番号を乗じる方法を
用いることも可能である。ＣＲＣに移動端末固有の識別番号を乗じる方法は、各移動端末
のページング信号の情報量が異なる場合に有効である。上記で開示したＰＭＣＨ上にペー
ジング信号をのせる方法とすることで、移動体通信システムとして、ＭＢＭＳ専用セルか
らＭＢＭＳサービスを受信しているもしくは受信しようとしている全移動端末のページン
グ信号を送信できるようになり、該移動端末がMBMS専用セルからページング信号を受信す
ることを可能とする。
【０１２０】
　以降、ＭＢＭＳ送信専用周波数レイヤにおけるページング信号をマッピングするチャネ
ル構成については図３２（ｃ）、図３３を例にして説明する。ステップＳＴ１７７９にて
ＭＣＥは、当該移動端末のページング信号のスケジューリングを行う。具体的には、ステ
ップＳＴ１７７８にて算出した当該移動端末のページンググループ番号に割り当てられた
物理領域にマッピングされる情報要素の何番目に当該移動端末の識別子を割り当てるかを
決定する。このスケジューリングをＭＣＥにて行うことによりＭＢＳＦＮエリア内に含ま
れる基地局の同じ物理リソースから当該移動端末の識別子が送信されることになる。これ
により、移動端末はＭＢＳＦＮエリアにてマルチセル送信されているＰＭＣＨを受信する
ことにより、ＳＦＮゲインの恩恵を受けたページング信号が受信可能となるという効果を
得ることができる。ステップＳＴ１７８０にてＭＣＥはＭＢＳＦＮエリア内の基地局に対
して当該移動端末に対するページングリクエストを送信する。ページングリクエストに含
まれるパラメータの具体例としては、移動端末の識別子（UE-ID,IMSI,S-TMSIなど）、ス
テップＳＴ１７７９にて行ったページング信号のスケジューリング結果（具体的にはSFN
、MBSFNサブフレームナンバ、情報要素ナンバ）などが考えられる。ステップＳＴ１７８
１にてＭＢＳＦＮエリア内の各基地局はＭＣＥからのページングリクエストを受信する。
【０１２１】
　図１０に示す、ＭＭＥ１０３とＭＣＥ８０１間にＭＭＥ―ＭＣＥ間ＩＦを設ける代わり
に、ＭＭＥ１０３とＭＢＭＳ　ＧＷ８０２（更に詳しくは、ＭＢＭＳ　ＣＰ８０２－１）
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間にＭＭＥ－ＭＢＭＳ　ＧＷインタフェースを設けてもよい。そして、ステップＳＴ１７
７６～ステップＳＴ１７８０までのＭＣＥの処理内容をＭＢＭＳ　ＧＷで行うとしても本
発明と同じ効果が得られる。
【０１２２】
　ステップＳＴ１７８２にてＭＢＳＦＮエリア内の各基地局は当該移動端末ページンググ
ループを算出する。算出方法の具体例としては、自基地局（自ＭＢＳＦＮエリア）のペー
ジンググループ数ＫＭＢＭＳと受信したページングリクエストを用いて当該移動端末のペ
ージンググループを算出する。算出の際には、移動端末側で用いた算出式と同じ式を用い
る（ページンググループ＝ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　ＫＭＢＭＳ）。ステップＳＴ１７８０にて
当該移動端末のページンググループをも通知していれば、ステップＳＴ１７８２は省略可
能である。これにより、ＭＢＳＦＮエリア内の各基地局の制御負荷の軽減等効果を得るこ
とができる。一方ステップＳＴ１７８０にて当該移動端末のページンググループを通知せ
ず、ステップＳＴ１７８２にてＭＢＳＦＮエリア内の各基地局にてページンググループを
算出する方法においては、ＭＣＥからＭＢＳＦＮエリア内の各基地局に対する通知情報を
軽減可能となり、リソースの有効活用という効果を得ることができる。ステップＳＴ１７
８３にてＭＢＳＦＮエリア内の各基地局は、ステップＳＴ１７８１にて受信した当該移動
端末の識別子、ページング信号のスケジューリング結果、ステップＳＴ１７８２にて算出
した当該移動端末のページンググループなどを用いて、ページング信号をのせたＰＭＣＨ
の送信を行う。その際のＰＭＣＨ内のページング関連領域へのマッピング方法や、具体的
な物理チャネルへのマッピング方法などは上記説明した方法を用いることが可能である。
【０１２３】
　ステップＳＴ１７８４にて移動端末は、ＰＭＣＨ内の自移動端末のステップＳＴ１７３
５にて算出したページンググループに対応したページング関連の変更有無インジケータを
受信する。ステップＳＴ１７８５にて移動端末は、ページング関連の変更有無インジケー
タの変更の有無を判断する。変更無しの場合は、ステップＳＴ１７８８へ移行する。変更
有りの場合は、ステップＳＴ１７８６へ移行する。ステップＳＴ１７８６にて移動端末は
、つづけて自ページンググループのページング関連情報がマッピングされる物理領域を受
信しデコードする。その際、移動端末固有の識別コードとの相関演算を行うことによりブ
ラインド検出を行う。ステップＳＴ１７８７にて移動端末は、ステップＳＴ１７８６にて
行ったブラインド検出において自移動端末の識別子を検出したか否か判断する。検出しな
かった場合はステップＳＴ１７８８へ移行する。検出した場合はステップＳＴ１８１４へ
移行する。上記ステップＳＴ１７７３～ステップＳＴ１７８７までにて説明した内容は、
実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳ受信時間欠受信構成」の具体例である。これにより、本
発明の第一の課題である、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤでＭＢＭＳサービスを受信し
ている移動端末に対する、ページング信号の通知方法、及びそのための移動体通信システ
ムを開示することができ、これにより、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤでＭＢＭＳサー
ビスを受信している移動端末においても、ページング信号を受信可能になるという効果を
奏する。
【０１２４】
　次に、図１７を用いて実施の形態１で述べた「ＭＴＣＨ受信」について、図２２及び図
２３を用いて更に具体的に説明する。ステップＳＴ１７８８にて移動端末は、当該ＭＢＳ
ＦＮエリアでのＭＢＭＳサービスを連続受信中か否か判断する。連続受信中でない場合は
、ステップＳＴ１７９２へ移行する。連続受信中である場合には、ステップＳＴ１７８９
へ移行する。ステップＳＴ１７８９にて移動端末は、ＰＭＣＨ内のＭＢＭＳ関連の変更有
無インジケータを受信する。ステップＳＴ１７９０にて移動端末は、ＭＢＭＳ関連の変更
有無インジケータの変更の有無を判断する。変更無しの場合は、ステップＳＴ１７９１へ
移行する。変更有りの場合は、ステップＳＴ１７９２へ移行する。ステップＳＴ１７９１
にて移動端末は、本ＭＣＣＨの受信タイミングにおいてはＭＣＣＨの変更はないので、Ｍ
ＣＣＨ内のＭＢＭＳ関連の受信または／かつデコードを行わない。移動端末は、制御情報
（ＭＣＣＨ）を更新せずにＭＴＣＨの受信、デコードを行う。ステップＳＴ１７９２にて
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移動端末は、ＭＣＣＨ内のＭＢＭＳ関連の受信、デコードを行い、制御情報を更新する。
ステップＳＴ１７９３にて移動端末は、ステップＳＴ１７９２にて受信した制御情報に従
ってＭＴＣＨの受信、デコードを行う。
【０１２５】
　図２３のステップＳＴ１７９４にて移動端末は、受信中のＭＢＭＳサービスの受信品質
を測定する。移動端末は当該ＭＢＳＦＮエリアの無線リソースにてレファレンスシグナル
(RS)を受信し、受信電力を測定する(RSRP)。受信電力が静的あるいは準静的に決められた
、閾値以上であるか否か判断する。前記閾値は、閾値以上であればＭＢＭＳサービスを受
信するのに満足な感度であることを示し、閾値未満であればＭＢＭＳサービスを受信する
のに満足な感度を満たしていないことを示す。閾値以上であればステップＳＴ１７９５へ
移行し、閾値以下であればステップＳＴ１７９６へ移行する。またステップ１７９４にて
レファレンスシグナルを受信し、受信電力を測定する代わりに、実際に当該ＭＢＳＦＮエ
リアのＭＢＭＳサービス（MTCHまたは/かつMCCH）を受信し、デコードを行うことも可能
である。その場合、ユーザ自身がデコード後のデータを聞くあるいは見ることにより自分
自身が許せる受信感度であるか否かを判断できる。許せる場合ステップＳＴ１７９５へ移
行し、許せない場合ステップＳＴ１７９６へ移行する。許せる受信感度には、ユーザ毎に
個人差があるので、よりユーザに適合した移動端末になるという効果を得ることが出来る
。ステップＳＴ１７９５にて移動端末は、ユーザの意思を確認する。ユーザが受信中のＭ
ＢＭＳサービスの受信を引き続き望んでいる場合には、ステップＳＴ１７５３へ移行する
。ユーザが受信中のＭＢＭＳサービスの受信の終了を望んでいる場合には、ステップＳＴ
１７９８へ移行する。ステップＳＴ１７９６にて移動端末は、同じ周波数内（ｆ（ＭＢＭ
Ｓ））にて受信可能な他のＭＢＭＳエリアが存在するか否か判断する。本ステップＳＴ１
７９６は、覆いかぶさるＭＢＳＦＮエリアが存在する場合に特に有効である。存在する場
合は、ステップＳＴ１７３０へ戻り処理を繰り返す。存在しない場合はステップＳＴ１７
９７へ移行する。
【０１２６】
　但し、その後ユーザ所望の、受信可能な他のＭＢＭＳエリアが見つからなければ、ステ
ップＳＴ１７９８以降の「ＭＢＭＳ受信終了　Ａ」の処理を行う。これにより、ネットワ
ーク側は、当該移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤでのＭＢＭＳサービスの受信
を終了する旨を知ることが出来る。よって、ネットワーク側がＭＢＭＳ送信専用の周波数
レイヤにて当該移動端末へのページング信号を通知する構成を中止することが出来る。こ
れにより、当該移動端末が受信することがない、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤからの
当該移動端末へのページング信号を移動体通信システムとして中止することが可能となり
、無線リソースの有効活用という効果を奏する。ステップ１７９７にて移動端末は、ステ
ップＳＴ１７０８にて受信した受信可能なＭＢＳＦＮ同期エリアの周波数リストにて他の
周波数が存在するか否か判断する。存在した場合は、ステップＳＴ１７２２へ戻り、新た
な周波数（ｆ２（ＭＢＭＳ））へシンセサイザを切り替えて処理を繰り返す。存在しない
場合は、ステップＳＴ１７９８へ移行する。
【０１２７】
　次に、図２３を用いて実施の形態１で述べた「ＭＢＭＳ受信終了Ａ」について更に具体
的に説明する。ステップＳＴ１７９８にて移動端末は、周波数変換部１１０７の設定周波
数を変更し、中心周波数をｆ（unicast）へ変更することによりＭＢＭＳ／ユニキャスト
混合セルへ移動する。ステップＳＴ１７９９～ステップＳＴ１８０３の説明は、ステップ
ＳＴ１７３７～ステップＳＴ１７４１の説明と同様であるため省略する。ステップＳＴ１
８０４にて移動端末は、ステップＳＴ１８０３にて受信したＵＬ（Uplink）アロケーショ
ンに従って「ＭＢＭＳ受信終了」をサービングセルへ送信する。「ＭＢＭＳ受信終了」に
含まれるパラメータ例としては、移動端末の識別子（UE-ID,IMSI,S-TMSIなど）、ＭＢＭ
Ｓサービス受信を終了する周波数（ｆ（ＭＢＭＳ））、ＭＢＳＦＮエリア番号（ＩＤ）な
どがある。ステップＳＴ１８０５にてサービングセルは、移動端末からＭＢＭＳ受信終了
を受信する。ステップＳＴ１８０５にてネットワーク側は、ＭＢＭＳ専用セルに上りリン
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クを追加することなく、当該移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢＭＳサ
ービスの受信を終了する旨を知ることが出来る。これにより、ネットワーク側がＭＢＭＳ
受信時間欠受信構成から、通常のページング信号を通知する構成へ変更することが可能と
なる効果を奏する。ステップＳＴ１８０６にてサービングセルは、ＭＢＭＳ受信終了をＭ
ＭＥへ送信する。ステップＳＴ１８０７にてＭＭＥは、ＭＢＭＳ受信終了をサービングセ
ルより受信する。
【０１２８】
　ステップＳＴ１８０８にてＭＭＥは、当該移動端末のＭＢＭＳ受信を終了するＴＡ（Ｍ
ＢＭＳ）を検索する。ＭＢＭＳ受信終了に含まれるパラメータとＴＡ（ＭＢＭＳ）の関係
例は、ステップＳＴ１７４７と同様であるため説明を省略する。ステップＳＴ１８０９に
て当該移動端末のトラッキングエリアリストよりステップＳＴ１８０８の検索の結果得ら
れた、ＴＡ（ＭＢＭＳ）を削除する。ステップＳＴ１８１０にてＭＭＥは、サービングセ
ル経由で伝達されたＭＢＭＳ受信終了を通知する信号を受信すると、応答信号であるＡｃ
ｋをサービングセルへ送信する。この応答信号Ａｃｋに含まれるパラメータ例としては、
当該移動端末のトラッキングエリアリストが考えられる。ステップＳＴ１８１１にてサー
ビングセルはＭＭＥより送信された応答信号Ａｃｋを受信する。ステップＳＴ１８１２に
てサービングセルは、受信した応答信号Ａｃｋを移動端末へ送信する。ステップＳＴ１８
１３にて移動端末はサービングセル経由で伝達されたＭＭＥからの応答信号Ａｃｋを受信
する。
【０１２９】
　次に、実施の形態１で述べた「Ｕｎｉｃａｓｔ側　間欠受信」について、図２４を用い
て更に具体的に説明する。ステップＳＴ１８１４にてＭＭＥは、ページングが発生した、
当該移動端末の識別子（UE-ID,IMSI,S-TMSIなど）を基に、当該移動端末のトラッキング
エリアリストを確認する。当該移動端末のトラッキングエリアリスト中にＴＡ（Ｕｎｉｃ
ａｓｔ）を検索する。具体例としては、図３１（ａ）のようなリストにてＵＥ－ＩＤを基
に当該移動端末のトラッキングエリアリストを検索する。当該移動端末が図３１（ａ）の
ＵＥ＃１であった場合にはＴＡ（Ｕｎｉｃａｓｔ）は＃１、＃２が含まれている。次にＭ
ＭＥは、図３１（ｂ）のようなリストにてＴＡ（Ｕｎｉｃａｓｔ）に含まれている基地局
の識別子（セルＩＤ）を検索する。当該移動端末が図３１（ａ）のＵＥ＃１であった場合
には、当該移動端末のトラッキングエリアリストにふくまれるセルＩＤは、セルＩＤ１、
２、３、４、５、２３、２４、２５となる。ＭＭＥは当該移動端末のトラッキングエリア
リストに含まれる基地局（サービングセルも含まれる）にページングリクエストを送信す
る。ページングリクエスト中のパラメータの具体例としては、移動端末の識別子（UE-ID,
IMSI,S-TMSIなど）などがある。ステップＳＴ１８１５にて当該移動端末のトラッキング
エリアリスト（ＴＡ（Ｕｎｉｃａｓｔ））内に含まれる基地局（サービングセルも含まれ
る）はページングリクエストを受信する。
【０１３０】
　ここで、本発明の第三の課題について説明する。ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルにて
待受け状態（Idle State）にある移動端末においても、ページングメッセージの通知方法
の詳細は確立されていない。非特許文献１において、ＰＣＨがＰＤＳＣＨあるいは、ＰＤ
ＣＣＨにマッピングされることが開示されている。また非特許文献１において、ページン
ググループは、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネル（PDCCH）を用いること、及び移動端末
の明確な識別子（UE-ID）はＰＣＨ上で見つけることが出来ることが開示されている。一
方、移動端末がどのようにページンググループに分けられ、ページンググループ毎にどの
ようにＰＣＨを通知されるのかの開示はない。また移動端末がどのように待ち受け状態に
て間欠受信するかの開示もない。本発明では、ユニキャストまたは／かつ混合周波数レイ
ヤにて待ち受け状態にある移動端末へのページング信号の通知方法の詳細、及びそのため
の移動体通信システムについて開示することを目的とする。
【０１３１】
　そこで、ページング信号の通知方法の具体例について開示する。移動端末はページング
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グループに分けられる。従来の技術（W-CDMAシステム）では、ＰＣＨがマッピングされる
Ｓ－ＣＣＰＣＨ（Secondary Common Control CHannel）の本数（チャネライゼーションコ
ードの数）をグループ数としていた。しかし、ＬＴＥシステムは符号分割多重（CDM）方
式ではないので、チャネライゼーションコード数という考え方は、適合できない。現在の
３ＧＰＰにて非特許文献１において、ページンググループは、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチ
ャネル（PDCCH）を用いること、及び移動端末の明確な識別子（UE-ID）はＰＣＨ上で見つ
けることが出来ることが開示されている。しかし、具体例の開示はない。ページンググル
ープの算出式（ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　ＫＵｎｉｃａｓｔ）のＫＵｎｉｃａｓｔとは、ＭＢＭ
Ｓ／ユニキャスト混合セルにおけるページンググループ数とする。Ｋの値の具体例として
は、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネル（ＰＤＣＣＨ）は、毎サブフレームにマッピングさ
れる。サブフレームは１無線フレーム中１０個存在する。よってページンググループ数を
１０個とする。つまり、ページンググループにより無線フレーム中のどのサブフレームに
自分が属するグループのページング情報がマッピングされるかが分かる。次にどの無線フ
レームに自分が属するグループのページング情報がマッピングされるかであるが、これは
従来の技術（Ｗ－ＣＤＭＡ）を踏襲することが出来る。具体的な算出式は「Ｐａｇｉｎｇ
　Ｏｃｃａｓｉｏｎ＝（ＩＭＳＩ　ｄｉｖ　Ｋｕｎｉｃａｓｔ）ｍｏｄ（ユニキャスト／
混合周波数レイヤにおける間欠受信周期）＋ｎ×（ユニキャスト／混合周波数レイヤにお
ける間欠受信周期）　ｎ：０、１、２・・・、ただし、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ
≦ＳＦＮの最大値」となる。ここでＳＦＮは０からＳＦＮの最大値までの整数である。
【０１３２】
　次に現在の３ＧＰＰでは非特許文献１において、移動端末の明確な識別子（UE-ID）は
ＰＣＨ上で見つけることが出来ることが開示されている。しかし、具体例についての開示
はない。ＰＣＨへの具体的なページング情報のマッピング方法の具体例としては、ＰＣＨ
は移動端末の識別情報で構成されている、あるいは移動端末の識別情報をかけることによ
って相関がとれるような構成となっている。ＰＣＨはＬ１／Ｌ２シグナリングチャネル上
のＣＣＥ単位でマッピングされる。また、ＰＣＨには、次に移動端末が受信すべき制御チ
ャネルの下り無線リソースの割当が含まれるものとする。これにより、再度の下り割当が
不要となり、制御遅延を削減できるという効果を得ることが出来る。ＰＣＨにて、次に移
動端末が受信すべき、制御チャネルの下り無線リソースの割り当てを送らない方法として
も良い。この方法として、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネル上にページングインジケータ
をのせて送信し、自分宛のページングインジケータをブラインド検出して、受信した移動
端末は、無線割当を基地局に要求するために上りＲＡＣＨを送信するようにしておく方法
が考えられる。
【０１３３】
　ステップＳＴ１８１６にて当該移動端末のトラッキングエリアリスト（ＴＡ（Ｕｎｉｃ
ａｓｔ））内に含まれる基地局（サービングセルも含まれる）はユニキャスト側間欠受信
準備を行う。具体的には、ステップＳＴ１８１５にて受信した当該移動端末の識別子より
ページンググループ及び、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎを算出する。算出式の具体例
は上記の通りである。ステップＳＴ１８１７にて当該移動端末のトラッキングエリアリス
ト（ＴＡ（Ｕｎｉｃａｓｔ））内に含まれる基地局（サービングセルも含まれる）はステ
ップＳＴ１８１６にて算出したページンググループ、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎに
従って当該移動端末のページング情報をＰＣＨにマッピングする。この時、上記Ｐａｇｉ
ｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎが示す無線フレーム中の上記ページンググループが示すサブフレ
ーム中のＬ１／Ｌ２シグナリングチャネル内のＣＣＥであれば、どのＣＣＥでも可とする
。あるいは、ＰＣＨへの割当が決められたＣＣＥへマッピングする。ＰＣＨの割当が決め
られていた場合、当該移動端末がブラインド検出する回数が減るために、制御遅延が低減
するという効果を得ることができる。ステップＳＴ１８１８にて当該移動端末のＴＡリス
ト（ＴＡ（Ｕｎｉｃａｓｔ））内に含まれる基地局（サービングセルも含まれる）は、Ｐ
ＣＨを送信する。
【０１３４】
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　ステップＳＴ１８１９にて移動端末は、周波数変換部１１０７の設定周波数を変更し、
中心周波数をｆ（ｕｎｉｃａｓｔ）へ変更することによりユニキャスト／混合周波数レイ
ヤへ移動する。ステップＳＴ１８２０にて移動端末は、ユニキャスト側間欠受信準備を行
う。具体的には、自移動端末の識別子よりページンググループ及び、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃ
ｃａｓｉｏｎを算出する。算出式は、ネットワーク側と同様の上記の通りである。ステッ
プＳＴ１８２１にて移動端末は、ステップＳＴ１８２０にて算出したページンググループ
及び、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎに従って、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネル上の
ＰＣＨをブラインド検出する。ブラインド検出には自移動端末の識別子を用いる。ＰＣＨ
のＣＣＥ単位にて自移動端末の識別子を掛け、相関値を得る。相関値が閾値以上であれば
、自移動端末へのページング有りと判断する。ステップＳＴ１８２２にて移動端末は、Ｐ
ＣＨをデコードし、次の制御チャネルの下り割当を得る。その割当に従って制御情報を受
信する。
【０１３５】
　次に、現在の３ＧＰＰにおいて、混合セルにおいては、ＭＢＳＦＮフレーム（サブフレ
ーム）において、サブフレーム単位において先頭の１～２ＯＦＤＭシンボル以外は、ユニ
キャスト送信用に用いてはいけないことが決定されている。つまり先頭の１～２ＯＦＤＭ
シンボル以外は、ＭＢＭＳ送信専用のリソースとなる。ＭＢＳＦＮフレームはサブフレー
ム＃０と＃５には割当てられない、ＳＣＨがマッピングされるサブフレームだからである
。ここで、以下の問題が発生する。上記ページンググループ及びＰａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａ
ｓｉｏｎの算出式を用いれば、ページング信号は毎無線フレーム、毎サブフレーム発生の
可能性がある。ＰＣＨは、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネルを用いるため、ＭＢＳＦＮフ
レームであってもマッピングすることができる。一方、ＭＢＳＦＮフレームにおいては、
ＰＣＨにて次の制御情報の下り無線リソースの割当をする場合、同じサブフレーム上の下
り無線リソースはＭＢＭＳ送信専用となるため、同じサブフレーム内に制御情報の割当を
することは出来ないという課題が発生する。第一の解決策としては、ＰＣＨでの次の制御
情報の下り無線リソースの割当は、以降のＭＢＳＦＮフレーム以外の無線フレームとする
。第二の解決策としては、ページング信号を、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いたひとつま
たは複数のサブフレームに割り当てる方法とする。例えば、ページンググループ数を、無
線フレーム内のＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム数以下にする。これにより
、ＭＢＳＦＮサブフレームにページング信号を割り当てなくてすむことになる。具体例と
して、ページンググループ数を２とし、ページンググループの算出式を以下のように、「
ＩＭＳＩ　ｍｏｄ　２」とする。具体的なグループの割当例は、ページンググループ＝０
となれば、サブフレーム＃０を割り当てる。またページンググループ＝１となれば、サブ
フレーム＃５を割り当てる。これにより、ＭＢＳＦＮフレームが割当てられないサブフレ
ーム（＃０、＃５）のみでページング情報を通知することが可能となるので、上記、ペー
ジング信号と同じサブフレームにて次の制御情報の割り当てが出来ないという問題を解決
できる。
【０１３６】
　図２４には、ＭＢＭＳ受信終了Ｂの処理詳細が示されている。図２４において、ステッ
プＳＴ１８２３～ステップＳＴ１８３７は、ステップＳＴ１７９９～ステップＳＴ１８１
３と同様であるため、説明を省略する。違いは、ステップＳＴ１８２８において、「Ｐａ
ｇｉｎｇへの応答」が含まれることである。このＭＢＭＳ受信終了Ｂの処理によって、ネ
ットワーク側は、ＭＢＭＳ専用セルに上りリンクを追加することなく、当該移動端末がＭ
ＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢＭＳサービスの受信を終了する旨を知ることが出
来る。これにより、ネットワーク側がＭＢＭＳ受信時間欠受信構成から、通常のページン
グ信号を通知する構成へ変更することが可能となる効果を奏する。本実施の形態２では、
ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤがＭＢＭＳ専用セルにて構成される場合について記載し
た。ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤがＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルにて構成された
としても本実施の形態２は適用可能である。実施の形態１のほか、以下説明する実施の形
態３、４、５、６についても同様にＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤがＭＢＭＳ／ユニキ
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ャスト混合セルにて構成されたとしても適用可能である。
【０１３７】
実施の形態３．
　本実施の形態においては、図３５を用いて、実施の形態１及び実施の形態２で述べた移
動体通信システムの処理のうち、「受信可能なＭＢＭＳに関する報知」及び「ＭＢＭＳの
サーチ」「ＭＢＭＳサービス選択」部分について更に説明する。図３５のステップＳＴ３
５０１にて、サービングセルは移動端末に対して、受信可能なＭＢＭＳに関する情報を通
知する。サービングセルとは、当該移動端末に対して、上り無線リソース、下り無線リソ
ースの割り当てを行うべく、スケジューリング（Scheduling）を行う基地局である。サー
ビングセルになり得る基地局としては、ユニキャストセルあるいはＭＢＭＳ／ユニキャス
ト混合セルがある。受信可能なＭＢＭＳに関する情報の具体例としては、利用可能なＭＢ
ＭＳサービスの周波数、つまり受信可能なＭＢＳＦＮ同期エリア（MBSFN Synchronizatio
n Area）の周波数、つまり受信可能なＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数（f(ＭＢ
ＭＳ)と称する）を１つあるいは複数通知する。サービングセルから移動端末に対して、
受信可能なＭＢＭＳに関する情報を通知する際に、報知制御チャネル（BCCH）が使用され
る。受信可能なＭＢＭＳに関する情報は、まず、ロジカルチャネルである報知制御チャネ
ル（BCCH）にマッピングされ、さらに、トランスポートチャネルである報知チャネル（BC
H）、物理チャネルである物理報知チャネル（PBCH）にマッピングされる。また、受信可
能なＭＢＭＳに関する情報は、ロジカルチャネルである報知制御チャネル（BCCH）にマッ
ピングされた後、トランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL-SCH）、さらに、
物理チャネルである物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい。
【０１３８】
　ステップＳＴ３５０２にて移動端末は、サービングセルから送信されたf(ＭＢＭＳ)を
受信する。ここで、ステップＳＴ３５０１にて、サービングセルから移動端末に対して通
知される受信可能なＭＢＭＳに関する情報を、サービングセルがどのように入手するかが
問題となる。具体的には、受信可能なＭＢＭＳに関する情報が頻繁に変更されず、準静的
（semi-static）に決定されたものであるならば、変更の度にサービングセルへ設定する
ことも可能である。また、受信可能なＭＢＭＳに関する情報は、ＭＢＭＳ送信専用の周波
数レイヤの制御装置からユニキャスト／ミクスド周波数レイヤの制御装置へ変更時、ある
いは定期的に通知されても良い。さらなる具体例としては、受信可能なＭＢＭＳに関する
情報は、ＭＣＥからＭＭＥあるいは基地局へ通知される。またＭＢＭＳ　ＧＷからＭＭＥ
あるいは基地局へ通知されても良い。
【０１３９】
　ステップＳＴ３５０３にて移動端末は、ステップＳＴ３５０２にて、受信可能なＭＢＭ
Ｓ送信専用の周波数レイヤの周波数を１つ以上受信したか否かを確認する。受信していな
かった場合、処理を終了する。受信していた場合、ステップＳＴ３５０４へ移行する。ス
テップＳＴ３５０４にて移動端末は、ユーザがＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢ
ＭＳサービスを受信する意思があるかどうかを確認する。確認の具体例としては、ユーザ
がＭＢＭＳサービスを受信する意思が有る場合に、ユーザインタフェースを用いて移動端
末に対して指示を送り、移動端末はユーザの意思をプロトコル処理部１１０１へ保管する
。ステップＳＴ３５０４にて、移動端末は、プロトコル処理部１１０１に保管されている
ＭＢＭＳサービスを受信する意思の有無を確認する。ＭＢＭＳサービスを受信する意思が
なければ、ステップＳＴ３５０４の処理を繰り返す。繰り返す方法としては、一定周期で
移動端末がステップＳＴ３５０４の判断を行う方法、あるいは、ユーザインタフェースを
通じてユーザにより入力された、ＭＢＭＳサービスを受信する意思の変更通知があった際
に、ステップＳＴ３５０４あるいは、ステップＳＴ３５０３を行う方法などがある。ＭＢ
ＭＳサービスを受信する意思があれば、ステップＳＴ３５０５へ移行する。ステップＳＴ
３５０３とステップＳＴ３５０４の処理の順序は任意であり、同時であっても構わない。
ステップＳＴ３５０５にて移動端末は、周波数変換部１１０７の設定周波数を変更し、中
心周波数をｆ（ＭＢＭＳ）へ変更することによりＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤへ移動
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する。周波数変換部１１０７の設定周波数を変更し、中心周波数を変更することをリチュ
ーン（re-tune）と称する。
【０１４０】
　ステップＳＴ３５０６にて、移動端末はＭＢＭＳのサーチ動作を行う。ＭＢＭＳのサー
チ動作の詳細は実施の形態２に記載しているので、ここでは省略する。移動端末は、ＭＢ
ＭＳのサーチ動作によりＭＢＭＳ専用セルとの同期確立、ＭＢＭＳ専用セルのシステム情
報の入手、ＭＣＣＨスケジューリングの入手などを行う。ステップＳＴ３５０７にてＭＢ
ＭＳ専用セルは、移動端末に対して、ＭＢＭＳのサービス内容を通知する。非特許文献１
にて、ＭＣＥ８０１は、マルチセルＭＢＭＳ送信（multi-cell ＭＢＭＳ transmission）
を行うため、ＭＢＳＦＮエリア中の全ての基地局に対する無線リソースの割り当てを行う
と記載されている。このことより、ＭＢＳＦＮエリアにおいてＳＦＮ合成（Combining）
可能な、同じＭＢＭＳサービスが提供されていると考えられる。よって、ステップＳＴ３
５０７でのＭＢＭＳのサービス内容の通知は、ＭＢＳＦＮエリア毎のチャネルを用いてMB
SFNエリア毎に行う。また、非特許文献１にて、ＭＢＳＦＮ同期エリアは１つ以上のＭＢ
ＳＦＮエリア（MBSFN Areas）を含むと記載されている。このことより、ステップＳＴ３
５０７でのＭＢＭＳのサービス内容の通知は、ＭＢＳＦＮ同期エリア毎のチャネルを用い
て、ＭＢＳＦＮ同期エリアに含まれる全てのMBSFNエリアについて、MBSFNエリア毎に行う
。
【０１４１】
　ＭＢＭＳのサービス内容の具体例としては、直接的なサービス内容、例えば「天気予報
」「野球中継」、「ニュース」などがある。また、直接的なサービス内容ではなく、サー
ビス番号あるいはＭＢＳＦＮエリア番号（ID）であっても良い。ＭＢＭＳのサービス内容
がサービス番号、あるいはＭＢＳＦＮエリア番号（ID）で通知される場合、静的あるいは
準静的に、サービス番号あるいはＭＢＳＦＮエリア番号（ID）と直接的なサービス内容の
対応（図３６参照）をネットワーク側および移動端末側で把握しておく必要がある。サー
ビス番号と直接的なサービス内容の対応が準静的に決定される場合は、変更されるたびに
、あるいは周期的に、ネットワーク側から移動端末側へ、サービス番号と直接的なサービ
ス内容の対応が通知される必要がある。
【０１４２】
　サービス番号と直接的なサービス内容の対応は、ＭＢＭＳ専用セルのロジカルチャネル
である報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、さらに、トランスポートチャネルで
ある報知チャネル（BCH）、物理チャネルである物理報知チャネル（PBCH）にマッピング
される。ロジカルチャネルである報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、さらに、
トランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL-SCH）、物理チャネルである物理下
り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい。また、ロジカルチャネルであるマ
ルチキャスト制御チャネル（MCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルであるマ
ルチキャストチャネル（MCH）、物理チャネルである物理マルチキャストチャネル（PMCH
）にマッピングされてもよい。また、ロジカルチャネルであるマルチキャスト制御チャネ
ル（MCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL-SCH
）、物理チャネルである物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい。
【０１４３】
　また、直接的なサービス内容ではなく、チャネル番号あるいはＭＢＳＦＮエリア番号（
ID）を、ネットワーク側から移動端末側へ通知するようにしてもよい。ここでいうチャネ
ル番号、あるいはＭＢＳＦＮエリア番号（ID）とは、テレビのチャネル番号のようなもの
を想定している。この場合、別途チャネル毎の番組表（時間毎の直接的なサービス内容）
をユーザが知る必要がある。この番組表は変更されるたびに、あるいは周期的にネットワ
ーク側から移動端末側へ通知されても良いし、新聞などの既存の媒体に掲載されても良い
。チャネル毎の番組表を、ネットワーク側から移動端末側へ通知するのに用いるチャネル
の具体例は、サービス番号と直接的なサービス内容の対応を通知する場合と同様であるの
で説明を省略する。ステップＳＴ３５０８にて、移動端末は、ＭＢＭＳ専用セルから送信
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されたＭＢＭＳのサービス内容を受信する。
【０１４４】
　ステップＳＴ３５０９にて、移動端末は、ユーザ所望のサービスが行われているか知る
ため、ステップＳＴ３５０８にて受信したＭＢＭＳのサービス内容を確認する。ユーザ所
望のサービスが行われている場合は、ステップＳＴ３５１０へ移行する。ユーザ所望のサ
ービスが行われていない場合は、ステップＳＴ３５１２へ移行する。ステップＳＴ３５１
０にて、移動端末は、ユーザ所望のサービスが行われているＭＢＳＦＮエリアの無線リソ
ースにてレファレンスシグナル(RS)を受信して受信電力の測定（RSRP）を行う。ステップ
ＳＴ３５１０では、移動端末は、受信電力が静的あるいは準静的に決められた閾値以上で
あるか否か判断する。前記閾値は、閾値以上であればＭＢＭＳサービスを受信するのに満
足な品質であることを示し、閾値未満であればＭＢＭＳサービスを受信するのに満足な品
質を満たしていないことを示す。閾値以上であればステップＳＴ３５１１へ移行し、閾値
以下であればステップＳＴ３５１２へ移行する。ステップＳＴ３５１０においては、受信
品質がＭＢＭＳサービスを受信するのに満足な品質を満たしているか否かを判定できれば
、レファレンスシグナル（RS）の受信電力を測定する上記方法を用いなくても良い。ステ
ップＳＴ３５１１にて、移動端末はＭＢＭＳサービスを選択する。具体的には、移動端末
は、ユーザが所望するＭＢＭＳサービスを受信するための、ＭＢＭＳ送信専用の周波数ｆ
（ＭＢＭＳ）とＭＢＳＦＮエリアＩＤ（番号）などを取得、確定する。ステップＳＴ３５
１２にて、移動端末は、ステップＳＴ３５０２にて受信した、受信可能なＭＢＳＦＮ同期
エリアの周波数（周波数リスト）にて、他の周波数（現在の周波数とは別のＭＢＭＳ送信
専用の周波数レイヤの周波数）が存在するか否か判断する。存在した場合は、ステップＳ
Ｔ３５０５へ戻り、新たな周波数（例えば、f2（ＭＢＭＳ））へ設定周波数を切り替えて
処理を繰り返す。存在しない場合は処理を終了する。
【０１４５】
　実施の形態３により、本発明の第一の課題である、移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波
数レイヤに移動する方法や所望のサービスを選択するまでの方法を得ることが出来る。更
に、移動端末が地理的に位置する場所において、利用可能なＭＢＭＳサービスが存在する
ことや、その周波数を知ることができるので、移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波数レイ
ヤにてＭＢＭＳサービスを受信する意思がある場合、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤが
存在する可能性のある周波数を総当り的に検索する必要がなくなる。このことは、現在の
周波数以外の周波数によるサービスを受信するまでの、移動端末の制御遅延が短縮される
という効果を奏する。これにより移動端末の低消費電力化の効果も合わせて得ることが出
来る。また、後述する実施の形態４と比較して、第一の課題を解決するにあたり、サービ
ングセルから通知する情報量が少なくて良い。このことは、サービングセルからの情報を
受信する時間、つまり受信時間・受信データのデコード時間などが実施の形態４と比較し
て短くなることを意味する。これにより、現在の周波数以外の周波数によるサービスを受
信するまでの、移動端末の制御遅延が短縮されるという効果を奏する。さらには、移動端
末の低消費電力化という効果も得ることが出来る。
【０１４６】
変形例１．
　以下、本実施例の変形例1について説明する。サービングセルから移動端末に、周辺セ
ルの情報（周辺セル情報（リスト）、隣接セル（neighboring cell）情報（リスト））が
通知された場合、サービングセルから隣接セルにおける受信可能なＭＢＭＳに関する情報
を通知しても良い。隣接セルにおける受信可能なＭＢＭＳに関する情報は、隣接セル情報
と同時に通知しても良いし、同時に通知しなくても良い。受信可能なＭＢＭＳに関する情
報の具体例は、実施の形態３と同様であるため、説明を省略する。変形例１により、以下
の効果を得ることが出来る。ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、隣接セルの
受信感度が良好になってきた場合、つまりハンドオーバを実行するタイミングが到来した
場合を考える。新しくサービングセルとして選択する基地局（新しいサービングセル：Ne
w Serving cell、ハンドオーバ先基地局）における受信可能なＭＢＭＳに関する情報に、



(50) JP 5098676 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

現在移動端末が受信中のｆ(ＭＢＭＳ)が存在しない場合、このまま移動をつづけると現在
受信中のｆ(ＭＢＭＳ)によるサービスの感度が悪くなると判断できる。この判断結果を表
示部への表示、鳴動などによりユーザに知らせることが出来る。これにより、ユーザが移
動より現在のＭＢＭＳサービス受信を優先する場合、移動を中止することが可能になり、
よりユーザのニーズに合わせた使い方が可能となる効果を得ることが出来る。また、受信
中のｆ１(ＭＢＭＳ)の受信感度が悪くなってきた場合、サービングセル（自セル）の受信
可能なＭＢＭＳに関する情報中に存在しないが、隣接セルにおける受信可能なＭＢＭＳに
関する情報中にｆ２(ＭＢＭＳ)が存在した場合、ｆ２(ＭＢＭＳ)にてＭＢＭＳサーチなど
の動作を試してみることが出来る。これにより、よりユーザのニーズに合わせた使い方が
可能となる効果を得ることが出来る。
【０１４７】
実施の形態４．
　本実施の形態においては、図３７を用いて、実施の形態１及び実施の形態２で述べた移
動体通信システムの処理の流れのうち、「受信可能なＭＢＭＳに関する報知」及び「ＭＢ
ＭＳのサーチ」「ＭＢＭＳサービス選択」部分について更に説明する。なお、図３７にお
いて、図３５と同一のステップは同一または相当の処理を示すので説明は省略する。ステ
ップＳＴ３７０１にて、サービングセルは移動端末に対して、受信可能なＭＢＭＳに関す
る情報を通知する。受信可能なＭＢＭＳに関する情報の具体例としては、利用可能なＭＢ
ＭＳサービスの周波数、つまり受信可能なＭＢＳＦＮ同期エリア（MBSFN Synchronizatio
n Area）の周波数、つまり受信可能なＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数（f(MBMS
)と称する）を１つあるいは複数通知する。また、当該ｆ（ＭＢＭＳ）にて受信可能なサ
ービス内容を通知する。上記ｆ（ＭＢＭＳ）とｆ（ＭＢＭＳ）にて受信可能なサービス内
容の通知は同時であっても良いし、同時でなくても良い。受信可能なＭＢＭＳに関する情
報を通知する際に用いるチャネルの具体例は、実施の形態３と同様であるので、説明を省
略する。また、サービス内容の具体例は実施の形態３と同様であるので、説明を省略する
。ステップＳＴ３７０２にて、移動端末は、サービングセルから送信されたｆ(ＭＢＭＳ)
およびf（ＭＢＭＳ）にて受信可能なサービス内容を受信する。ここで、ステップＳＴ３
７０１にて、サービングセルから移動端末に対して通知される受信可能なＭＢＭＳに関す
る情報を、サービングセルがどのように入手するかが問題となる。具体的には、受信可能
なＭＢＭＳに関する情報が頻繁に変更されず、準静的（semi-static）に決定されたもの
であるならば、変更の度にサービングセルへ設定することも可能である。また、受信可能
なＭＢＭＳに関する情報は、ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの制御装置からユニキャス
ト／ミクスド周波数レイヤの制御装置へ、変更時あるいは定期的に通知されても良い。さ
らなる具体例としては、受信可能なＭＢＭＳに関する情報は、ＭＣＥからＭＭＥあるいは
基地局へ通知される。またＭＢＭＳ　ＧＷからＭＭＥあるいは基地局へ通知されても良い
。ステップＳＴ３５０４にて移動端末は、ユーザがＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにて
ＭＢＭＳサービスを受信する意思があるかどうかを確認する。ＭＢＭＳサービスを受信す
る意思があれば、ステップＳＴ３７０３へ移行する。ＭＢＭＳサービスを受信する意思が
なければ、ステップＳＴ３５０４の処理を繰り返す。
【０１４８】
　ステップＳＴ３７０３にて、移動端末は、ステップＳＴ３７０２にて、ユーザ所望のサ
ービスを行っている受信可能なＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数を、１つ以上受
信したか否か確認する。受信していなかった場合、処理を終了する。受信していた場合、
ステップＳＴ３７０４へ移行する。例えば、ユーザ所望のサービスを行っている受信可能
なＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数をｆａ（ＭＢＭＳ）とする。ステップＳＴ３
７０４にて、周波数変換部１１０７の設定周波数を変更し、中心周波数をｆa（ＭＢＭＳ
）へ変更することによりユーザ所望のサービスを行っている受信可能なＭＢＭＳ送信専用
の周波数レイヤへ移動する。ステップＳＴ３５０６にて、移動端末は、ＭＢＭＳのサーチ
動作を行う。ステップＳＴ３５０７にて、ＭＢＭＳ専用セルは、移動端末に対して、ＭＢ
ＭＳのサービス内容を通知する。ステップＳＴ３５０８にて、移動端末は、ＭＢＭＳ専用
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セルからＭＢＭＳのサービス内容を受信する。ステップＳＴ３５１０にて、移動端末は、
ユーザ所望のサービスが行われているＭＢＳＦＮエリアの受信感度が、受信するのに充分
な品質であるかを判断する。受信品質が良好である場合、ステップＳＴ３５１１へ移行す
る。受信品質が良好でない場合、ステップＳＴ３７０５へ移行する。ステップＳＴ３５１
１にて、移動端末はＭＢＭＳサービスを選択する。ステップＳＴ３７０５にて、移動端末
は、ステップＳＴ３７０２にて受信した、受信可能なＭＢＳＦＮ同期エリアの周波数（周
波数リスト）にて、ユーザ所望のサービスを行っている他の周波数（現在の周波数とは別
のＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数）が存在するか否か判断する。存在した場合
は、ステップＳＴ３７０４へ戻り、新たな周波数、例えば、ｆｂ（ＭＢＭＳ）へシンセサ
イザを切り替えて処理を繰り返す。存在しない場合は処理を終了する。
【０１４９】
　実施の形態４により、本発明の第一の課題である、移動端末がＭＢＭＳ送信専用の周波
数レイヤに移動する方法や所望のサービスを選択するまでの方法を得ることが出来る。実
施の形態３と比較して、第一の課題を解決するにあたり以下の効果を得ることが出来る。
実施の形態３では、周波数を変更しＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤへ移動する前には、
当該ＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにおいてユーザ所望のサービスが行われているか否
かを知る手段はない。よって実施の形態３では、ユーザがＭＢＭＳ送信専用の周波数レイ
ヤにてＭＢＭＳサービスを受信する意思がある場合、受信可能なＭＢＭＳ送信専用の周波
数レイヤの周波数に対して総当り的にリチューンを行い、ユーザ所望のサービスが行われ
ているか確認する必要がある。一方、実施の形態４では、移動端末は周波数を変更し、Ｍ
ＢＭＳ送信専用の周波数レイヤへ移動する前に、受信可能なＭＢＭＳ送信専用の周波数レ
イヤの周波数と、当該周波数にて受信可能なサービス内容を知ることが出来る。よって、
ユーザ所望のサービスを行っていない周波数に対しての処理、図３７におけるステップＳ
Ｔ３７０４以降の処理をする必要がなくなる。このように、実施の形態４では、移動端末
がＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤにてＭＢＭＳサービスを受信する意思がある場合、受
信可能なＭＢＭＳ送信専用の周波数を総当り的に検索する必要がなくなる。このことは、
移動端末が現在の周波数以外の周波数からのサービスを受信するまでの制御遅延を短くす
るという効果を奏する。これにより移動端末の低消費電力化の効果も合わせて得ることが
出来る。
【０１５０】
変形例１．
　以下、本実施例の変形例を説明する。図３７のステップＳＴ３７０１にて、サービング
セルは、移動端末に対して、受信可能なＭＢＭＳに関する情報を通知する。受信可能なＭ
ＢＭＳに関する情報の具体例としては、利用可能なＭＢＭＳサービスの周波数、つまり受
信可能なＭＢＳＦＮ同期エリア（MBSFN Synchronization Area）の周波数、つまり受信可
能なＭＢＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数（f(MBMS)と称する）を１つあるいは複数
通知する。また、当該ｆ（ＭＢＭＳ）にて受信可能なサービス内容を通知する。その際、
ｆ(ＭＢＭＳ)にて受信可能なサービス内容全てではなく、サービングセルのカバレッジエ
リアと重なるカバレッジエリアを持つMBSFNエリアで行われているサービス内容を通知す
る。実施の形態４では、移動端末は、サービングセルのカバレッジエリアと重なるカバレ
ッジエリアを持つ、MBSFNエリアで行われているサービス内容を知る手段を持たない。よ
って、以下のような状況が生じる。ユーザが所望するサービスを行っているMBSFNエリア
のカバレッジエリアに、移動端末が位置していない場合であっても、図３７のステップＳ
Ｔ３７０３にて、移動端末は、ユーザが所望するサービスを行っている、受信可能なＭＢ
ＭＳ送信専用の周波数レイヤの周波数（ｆc（ＭＢＭＳ））が存在すると判断し、その後
、ステップＳＴ３７０４にて、ｆｃ（ＭＢＭＳ）へ移動することになる。しかし、移動端
末は、ユーザが所望するサービスを行っているMBSFNエリアのカバレッジエリア外に位置
するので、ステップＳＴ３５１０にて、ユーザが所望するサービスが行われているＭＢＳ
ＦＮエリア（ｆｃ（ＭＢＭＳ））の受信品質が良好ではないと判断される可能性が高くな
る。
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【０１５１】
　変形例１により、実施の形態４と比較して以下の更なる効果を得ることが出来る。実施
の形態４と比較して、本変形例１は、移動端末が、サービングセルのカバレッジエリアと
重なるカバレッジエリアを持つMBSFNエリアで行われているサービス内容を受信し、ステ
ップＳＴ３７０３にて、サービングセルのカバレッジエリアと重なるカバレッジエリアを
持つＭＢＳＦＮエリアにて、ユーザが所望するサービスを行っている受信可能なＭＢＭＳ
送信専用の周波数レイヤの周波数を１つ以上受信したか否か確認することが可能となる。
よって、ステップＳＴ３５１０にて、ユーザが所望するサービスが行われているＭＢＳＦ
Ｎエリアの受信品質が、受信するのに充分良好ではないと判断される可能性が低くなる。
このことは、移動端末が、現在の周波数以外の周波数からのサービスを受信するまでの制
御遅延を短くするという効果を奏する。これにより移動端末の低消費電力化の効果も合わ
せて得ることが出来る。
【０１５２】
変形例２．
　サービングセルから移動端末に、隣接セル（neighboring cell）情報が通知された場合
、サービングセルから移動端末に、隣接セルにおける受信可能なＭＢＭＳに関する情報を
通知しても良い。隣接セルにおける受信可能なＭＢＭＳに関する情報は、隣接セル情報と
同時に通知しても良いし、同時に通知しなくても良い。受信可能なＭＢＭＳに関する情報
の具体例は、実施の形態４と同様であるため、説明を省略する。変形例２により、以下の
効果を得ることが出来る。ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、隣接セルの受
信感度が良好になってきた場合、つまり、ハンドオーバ処理を行うタイミングが近づいた
場合を考える。新しくサービングセルとして選択する基地局（新しいサービングセル：Ne
w Serving cell、ハンドオーバ先基地局）における受信可能なＭＢＭＳに関する情報に、
現在移動端末が受信中のサービス内容が含まれていない場合、このまま移動をつづけると
現在受信中のサービスの感度が悪くなると判断できる。この判断結果を表示部への表示、
鳴動などによりユーザに知らせることが出来る。これにより、ユーザが移動より現在のＭ
ＢＭＳサービス受信を優先する場合、移動を中止することが可能になり、よりユーザのニ
ーズに合わせた使い方が可能となる効果を得ることが出来る。また、受信中の周波数ｆ１
（ＭＢＭＳ）でのサービスの受信品質が悪くなってきた場合、サービングセルの受信可能
なＭＢＭＳに関する情報中に存在しないが、隣接セルにおける受信可能なＭＢＭＳに関す
る情報中に異なる周波数ｆ２（ＭＢＭＳ）にて同じサービスが存在した場合、ｆ２(ＭＢ
ＭＳ)にてＭＢＭＳサーチなどの動作を試してみることが出来る。これにより、よりユー
ザのニーズに合わせた使い方が可能となる効果を得ることが出来る。本変形例２は、実施
の形態４のみではなく、実施の形態４の変形例１にも適用可能である。
【０１５３】
実施の形態５．
　非特許文献３には、現在の３ＧＰＰでの移動端末からネットワーク側（基地局）へのサ
ービングセルと周辺セルの測定結果の通知に用いるイベント（event）について説明され
ている。サービングセルと同じ周波数内での測定について以下説明する。移動端末は、サ
ービングセルの測定結果が、ある閾値（threshold）より大きくなったになった場合、イ
ベントＡ１をネットワーク側（基地局）へ通知することが開示されている。移動端末は、
サービングセルの測定結果がある閾値（threshold）より小さくになった場合、イベント
Ａ２をネットワーク側（基地局）へ通知する。移動端末は、周辺セルの測定結果が、サー
ビングセルの測定結果にあるオフセット値（offset）を加えた値より大きくなった場合、
イベントＡ３をネットワーク側（基地局）へ通知する。イベントＡ３は、同じ周波数内で
のハンドオーバのために用いられる。非特許文献３には、本発明の第二の課題についての
記載はない。また閾値、オフセット値を複数持つことの記載もない。更には、移動端末の
状態に応じて複数の閾値、オフセット値を使い分ける旨の記載もない。
【０１５４】
　ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルから
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マルチセル送信された、ＭＢＭＳサービスを受信している移動端末がハンドオーバを行う
場合のシーケンス図の具体例を図３８に示す。ステップＳＴ３８０１にて、サービングセ
ルは、自セルのシステム情報を傘下の移動端末へ通知する。通知されるシステム情報の具
体例としては、メジャメント周期、間欠受信周期、トラッキングエリア情報（TA情報）な
どがある。メジャメント周期とは、ネットワーク側が傘下の移動端末に通知する周期であ
って、この周期にしたがって移動端末は電界強度などの測定を行う。また、自セル情報を
サービングセルから移動端末に対して通知する際、かかる自セル情報は、ロジカルチャネ
ルである報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、さらにトランスポートチャネルで
ある報知チャネル（BCH）、物理チャネルである物理報知チャネル（PBCH）にマッピング
される。また、自セル情報は、ロジカルチャネルである報知制御チャネル（BCCH）にマッ
ピングされ、さらにトランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL-SCH）、物理チ
ャネルである物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい。
【０１５５】
　ステップＳＴ３８０２にて、移動端末は、サービングセルから送信された、自セルのシ
ステム情報を受信する。ステップＳＴ３８０３にて、サービングセルは、自セルのＭＢＭ
Ｓスケジューリング情報を傘下の移動端末へ通知する。通知されるＭＢＭＳスケジューリ
ング情報の具体例としては、ＭＢＳＦＮサブフレームの割当て情報（MBSFN sub-frame al
location）などが考えられる。また、ＭＢＭＳスケジューリング情報を、サービングセル
から移動端末に対して通知する際、かかるＭＢＭＳスケジューリング情報は、ロジカルチ
ャネルである報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、さらにトランスポートチャネ
ルである報知チャネル（BCH）、物理チャネルである物理報知チャネル（PBCH）にマッピ
ングされる。また、ＭＢＭＳスケジューリング情報は、ロジカルチャネルである報知制御
チャネル（BCCH）にマッピングされ、さらにトランスポートチャネルである下り共有チャ
ネル（DL-SCH）、物理チャネルである物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされ
てもよい。ステップＳＴ３８０４にて、移動端末は、サービングセルから送信された、自
セルのＭＢＭＳスケジューリング情報を受信する。
【０１５６】
　ステップＳＴ3805にて、移動端末は、ユーザがＭＢＭＳサービスを受信する意思がある
かどうかを確認する。ユーザがＭＢＭＳサービスを受信する意思がある場合、ステップＳ
Ｔ３８０７へ移行する。ユーザがＭＢＭＳサービスを受信する意思がない場合、処理を終
了する。ステップＳＴ３８０６にて、サービングセルは、ＭＢＭＳサービスの制御情報を
移動端末へ通知する。ステップＳＴ３８０７にて、移動端末は、ＭＢＭＳサービスの制御
情報を受信する。ＭＢＭＳサービスの制御情報の具体例としては、ＭＢＭＳのサービス内
容などが考えられる。ＭＢＭＳのサービス内容の具体例は実施の形態３と同様であるので
説明を省略する。また、ＭＢＭＳサービスの制御情報をサービングセルから移動端末に対
して通知する際、ＭＢＭＳサービスの制御情報は、ロジカルチャネルである報知制御チャ
ネル（BCCH）にマッピングされ、さらに、トランスポートチャネルである報知チャネル（
BCH）、物理チャネルである物理報知チャネル（PBCH）にマッピングされる。また、ＭＢ
ＭＳサービスの制御情報は、ロジカルチャネルとである報知制御チャネル（BCCH）にマッ
ピングされ、さらにトランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL-SCH）、物理チ
ャネルである物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい。また、ＭＢＭ
Ｓサービスの制御情報は、ロジカルチャネルであるマルチキャスト制御チャネル（MCCH）
にマッピングされ、さらにトランスポートチャネルであるマルチキャストチャネル（MCH
）、物理チャネルである物理マルチキャストチャネル（PMCH）にマッピングされてもよい
。MCCHにマッピングされる場合、移動端末は、ステップＳＴ３８０４にて受信したＭＢＭ
Ｓスケジューリング情報（MBSFNサブフレームの割当て情報）に従い、ＭＢＳＦＮサブフ
レーム内のデータを受信する。ステップＳＴ３８０８にて、移動端末は、ステップＳＴ３
８０７にて受信したＭＢＭＳサービスの制御情報に従い、ユーザ所望のサービスが行われ
ているか否かを判断する。ユーザ所望のサービスが行われている場合、ステップＳＴ３８
０９へ移行する。ユーザ所望のサービスが行われていない場合、処理を終了する。ステッ
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プＳＴ３８０９にて、移動端末は、ＭＢＭＳサービス（MTCH、MCCH）の受信を開始する。
ＭＢＭＳサービスの受信に際しては、移動端末はステップＳＴ３８０４にて受信したＭＢ
ＭＳスケジューリング情報（MBSFNサブフレームの割当て情報）に従い、ＭＢＳＦＮサブ
フレーム内のデータを受信する。
【０１５７】
　ステップＳＴ３８１０にて、移動端末は、ＭＢＭＳサービスの受信動作と並行しながら
、ステップＳＴ３８０２にて受信したメジャメント周期であるか否か判断する。メジャメ
ント周期であった場合、ステップＳＴ３８１１へ移行する。メジャメント周期でなければ
ステップＳＴ３８１０の判断を繰り返す。ステップＳＴ３８１１にて、移動端末は測定を
実行する。実際に移動端末が測定する値としては、サービングセルと周辺セルのリファレ
ンスシンボル受信電力（Reference Symbol received power: RSRP）、Ｅ－ＵＴＲＡキャ
リア受信信号強度値（E-UTRA carrier received signal strength indicator: RSSI）な
どが考えられる。周辺セルの情報は、周辺セル情報（リスト）（あるいは隣接セル（neig
hboring cells）情報（リスト）と呼ばれることもある）としてサービングセルから報知
される場合もある。ステップＳＴ３８１２にて、移動端末は、ステップＳＴ３８１１にて
測定した結果、サービングセルの再選択（cell re-selection）が必要か否か判断する。
判断の具体例としては、周辺セルの測定結果が、サービングセルの測定結果にあるオフセ
ット値（offset）を加えた値より大きくなった場合などが考えられる。再選択が必要ない
場合、ステップＳＴ３８１０へ移行する。再選択が必要な場合、ステップＳＴ３８１３へ
移行する。ステップＳＴ３８１３にて、移動端末は、測定結果の通知に用いるイベントを
サービングセルへ通知する。サービングセルの再選択が必要となった場合のイベントの具
体例としては、移動端末は、イベントA３をサービングセルへ通知する。ステップＳＴ３
８１４にて、サービングセルは、移動端末よりイベントA３を受信する。その後、移動体
通信システムとしてハンドオーバ処理が行われ、ステップＳＴ３８１５へ移行する。
【０１５８】
　ステップＳＴ３８１５にて、新しくサービングセルとして選択する基地局（新しいサー
ビングセル:New serving cell、ハンドオーバ先基地局）は、ステップＳＴ３８０１同様
、自セルのシステム情報を傘下の移動端末へ通知する。ステップＳＴ３８１６にて、移動
端末は、ステップＳＴ３８０２同様、新しいサービングセルから自セルのシステム情報を
受信する。ステップＳＴ３８１７にて新しいサービングセルは、ステップＳＴ３８０３同
様、自セルのＭＢＭＳスケジューリング情報を傘下の移動端末へ通知する。ステップＳＴ
３８１８にて移動端末は、ステップＳＴ３８０４同様、新しいサービングセルから自セル
のＭＢＭＳスケジューリング情報を受信する。ステップＳＴ３８１９にて、新しいサービ
ングセルは、ステップＳＴ３８０６同様、ＭＢＭＳサービスの制御情報を移動端末へ通知
する。ステップＳＴ３８２０にて、移動端末は、ステップＳＴ３８０７同様、ＭＢＭＳサ
ービスの制御情報を受信する。ステップＳＴ３８２１にて、移動端末は、ステップＳＴ３
８０８同様、ステップＳＴ３８２０にて受信したＭＢＭＳサービスの制御情報に従い、ユ
ーザ所望のサービスが行われているか否かを判断する。ユーザ所望のサービスが行われて
いる場合、ステップＳＴ３８２２へ移行する。ユーザ所望のサービスが行われていない場
合、ステップＳＴ３８２３へ移行する。ステップＳＴ３８２２にて、移動端末は、ステッ
プＳＴ３８１８にて受信した新しいサービング基地局のＭＢＭＳスケジューリング情報（
MBSFNサブフレームの割当て情報）に従い、ＭＢＭＳサービス（MTCH、MCCH）の受信を開
始する。ステップＳＴ３８２３にて移動端末は、ＭＢＭＳサービス受信の停止処理を行う
。
【０１５９】
　図３８のステップＳＴ３８２１、ステップＳＴ３８２３に示すように、ハンドオーバに
よりＭＢＭＳサービス受信の中断が発生するという問題が生じる。本実施の形態５におい
ては、隣接セル情報にＭＢＭＳサービスのサービス内容を付加することにより上記課題を
解決することを考える。詳細な方法を図３９を用いて説明する。また、図３９は、図３８
と類似しているため、同じ部分の説明は省略する。ステップＳＴ３９０１にて、サービン
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グセルは、隣接セル情報を傘下の移動端末へ通知する。隣接セル情報に、隣接セルのＭＢ
ＭＳサービスのサービス内容を新たに設ける。サービス内容の具体例としては、実施の形
態３と同様であるので説明を省略する。また、隣接セルのＭＢＭＳサービス内容ではなく
、隣接セルのＭＢＳＦＮサブフレームの割当情報を代用しても良い。隣接セルのＭＢＳＦ
Ｎサブフレームの割り当てが、サービングセルのＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てと同
じであれば、該隣接セルとサービングセルは、ＳＦＮ合成をサポートするべく、ＭＢＭＳ
サービスのマルチセル送信を行っていると判断できる。よって該隣接セルとサービングセ
ルは、同じＭＢＭＳサービスを行っていると判断できるからである。また、隣接セル情報
を、サービングセルから移動端末に対して通知する際、隣接セル情報は、ロジカルチャネ
ルである報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、さらにトランスポートチャネルで
ある報知チャネル（BCH）、物理チャネルである物理報知チャネル（PBCH）にマッピング
される。また、隣接セル情報は、ロジカルチャネルである報知制御チャネル（BCCH）にマ
ッピングされ、さらに、トランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL-SCH）、物
理チャネルである物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい。
【０１６０】
　また、サービングセルは、隣接セル情報にＭＢＭＳサービスのサービス内容を付加する
のではなく、隣接セル毎のサービス内容を、ステップＳＴ３８０６にてＭＢＭＳサービス
の制御情報として送信しても良い。この場合、隣接セル番号（ID）に対応させた形で、隣
接セル毎のサービス内容を通知する必要がある。「隣接セルで行われているＭＢＭＳサー
ビスのサービス内容」という情報は、ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいてユニ
キャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されている、ＭＢＭＳサービスを受信し
ている移動端末が、ハンドオーバを行う場合に、ＭＢＭＳ受信の中断という問題を解決す
るために、本実施の形態５により新設したパラメータである。よって、ＭＢＭＳサービス
を受信している移動端末にのみ有効なパラメータである。よってＭＢＭＳサービスを受信
する移動端末のみが受信するＭＢＭＳサービスの制御情報に付加しても問題ない。これに
より、ＢＣＣＨの情報量増加を防ぐことが可能となり、移動体通信システム全体の制御遅
延を防止するという効果を得ることが出来る。更に、移動端末はステップＳＴ３８０９に
て、実際にＭＢＭＳサービスの受信を開始してからのみ、ＭＢＭＳサービスの制御情報に
付加された隣接セル毎のサービス内容を受信、デコードしても良い。ここでサービングセ
ルがどのようにして隣接セル毎のサービス内容を入手するかが問題となる。解決方法とし
ては、基地局間通信を用いて、つまり隣接セル毎からサービングセルへサービス内容を通
知する場合が考えられる。また、別の解決策としては、各セルからサービス内容をＭＭＥ
へ通知し、ＭＭＥからサービングセルへ隣接セルに含まれるセルのサービス内容を通知す
る場合が考えられる。また、別の解決策としては、ＭＣＥがＭＭＥへ各セルのサービス内
容を通知し、MMEからサービングセルへ、隣接セルに含まれるセルのサービス内容を通知
する場合が考えられる。また、別の解決策としては、ＭＣＥから直接、各サービングセル
へ各隣接セルのサービス内容を通知する場合が考えられる。ステップＳＴ３９０２にて、
移動端末は隣接セル情報を受信する。
【０１６１】
　ステップＳＴ３９０３にて、移動端末は、隣接セルのＭＢＭＳサービスのサービス内容
を確認し、新しいサービングセルにて、現在移動端末が受信中のサービスが行われている
か否かを判断する。サービスが行われている場合、ステップＳＴ３８１３へ移行する。サ
ービスが行われていない場合、ステップＳＴ３９０４へ移行する。ステップＳＴ３９０４
にて、移動端末は、サービングセルへの測定結果の通知に用いるイベントの通知を行わな
い。具体的には、サービングセルの再選択が必要となった場合のイベントの通知を行わな
い。更に具体的には、イベントＡ３のサービングセルへの通知を行わない。これにより、
移動体通信システムとしてのハンドオーバ処理が開始されることはなく、サービングセル
の再選択は行われない。よってユーザ所望のＭＢＭＳサービスが行われている、従来のサ
ービングセルが変更されることはなく、ＭＢＭＳサービス受信の中断は起こらないという
効果を得ることができる。これにより、本発明の第二の課題である、ユニキャスト／ミク
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スド周波数レイヤにおいて、ＭＢＭＳ専用セル、ないしユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セル
からマルチセル送信されているＭＢＭＳサービスを受信している移動端末が、ハンドオー
バによりＭＢＭＳサービス受信の中断が発生するという問題を解決することが出来る。
【０１６２】
　また、ステップＳＴ３８１２において、ステップＳＴ３８１１にて測定した結果、サー
ビングセルの再選択（cell re-selection）が必要であると判断されているのは事実であ
るので、ＭＢＭＳサービスの中断を行いたくないのであれば、ユーザは移動を中断すべき
とも考えられる。よって、サービングセルの再選択が必要であると判断したにも関わらず
、新しいサービングセルにて所望のＭＢＭＳサービスが行われていないことにより、ハン
ドオーバ処理を中止した旨を表示部への表示、鳴動などによりユーザに知らせても良い。
これにより、ユーザが移動より現在のＭＢＭＳサービス受信を優先する場合、移動を中止
することが可能になり、よりユーザのニーズに合わせた使い方が可能となる効果を得るこ
とが出来る。また、ステップＳＴ３９０４にて、イベントＡ３のサービングセルへの通知
を行わない代わりに、サービングセルの再選択が必要となった場合のイベント（イベント
A３）をサービングセルへ通知するとともに、ユーザの意思を通知しても良い。ユーザの
意思の具体例としては、ハンドオーバを希望しない旨などが考えられる。
【０１６３】
　実施の形態５により、本発明の第二の課題である、ユニキャスト／ミクスド周波数レイ
ヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されているＭＢＭＳサ
ービスを受信している移動端末が、ハンドオーバによりＭＢＭＳサービス受信の中断が発
生するという問題を解決することが出来る。
【０１６４】
実施の形態６．
　実施の形態６で用いる移動体通信システムのシーケンス図を図４０に示す。図４０にお
いて、図３８と同一のステップは同一または相当する処理を示すので、説明は省略する。
ステップＳＴ４００１にて、サービングセルは、自セルのシステム情報を傘下の移動端末
へ通知する。通知されるシステム情報の具体例としては、メジャメント周期、間欠受信周
期、トラッキングエリア情報（TA情報）などがある。メジャメント周期とはネットワーク
側が傘下の移動端末に通知する周期であって、この周期にしたがって移動端末は電界強度
などの測定を行う。自セルのシステム情報には、サービングセルと周辺セルの測定時に用
いる測定報告用パラメータ（measurement reporting parameters）を含むものとする。測
定報告用パラメータの具体例としては、非特許文献３に示されている「閾値（threshold
）」「オフセット値（offset）」などが考えられる。本実施の形態６では、新たに、ユニ
キャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチ
セル送信されているＭＢＭＳサービスを受信していない移動端末用（以降、単にＭＢＭＳ
サービス未受信中の移動端末と称する）と、ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおい
て、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されているＭＢＭＳサービスを
受信している移動端末用（以降、単にＭＢＭＳサービス受信中の移動端末と称する）とに
上記測定報告用パラメータを分離することを考える。更に、ＭＢＭＳサービス未受信の移
動端末とＭＢＭＳサービス受信中の移動端末用にオフセット値を分離することを考える。
更に、ＭＢＭＳサービス受信中の移動端末用のオフセット値を、ＭＢＭＳサービス未受信
の移動端末用のオフセット値より大きい値とすることを考える。
【０１６５】
　サービングセルから移動端末に対して、自セル情報を通知する際、自セル情報は、ロジ
カルチャネルである報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、さらに、トランスポー
トチャネルである報知チャネル（BCH）、物理チャネルである物理報知チャネル（PBCH）
にマッピングされる。また、自セル情報は、ロジカルチャネルである報知制御チャネル（
BCCH）にマッピングされ、さらに、トランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL
-SCH）、物理チャネルである物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい
。ＭＢＭＳサービス受信中の移動端末用の「測定報告用パラメータ」は、ユニキャスト／



(57) JP 5098676 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

ミクスド周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信さ
れているＭＢＭＳサービスを受信している移動端末が、ハンドオーバを行う場合に発生し
得るＭＢＭＳ受信中断という問題を解決するために、新設されたパラメータである。よっ
て、ＭＢＭＳサービスを受信している移動端末に有効なパラメータである。よって、他の
システム情報とは分離して、ＭＢＭＳサービスを受信する移動端末が受信する、ＭＢＭＳ
サービスの制御情報に付加しても問題ない。これにより、ＢＣＣＨの情報量増加を防ぐこ
とが可能となり、移動体通信システム全体の制御遅延を防止するという効果を得ることが
出来る。サービングセルから移動端末に対して、ＭＢＭＳサービスの制御情報を通知する
際、ＭＢＭＳサービスの制御情報は、ロジカルチャネルである報知制御チャネル（BCCH）
にマッピングされ、さらに、トランスポートチャネルである報知チャネル（BCH）、物理
チャネルである物理報知チャネル（PBCH）にマッピングされる。また、ＭＢＭＳサービス
の制御情報は、ロジカルチャネルである報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、さ
らに、トランスポートチャネルである下り共有チャネル（DL-SCH）、物理チャネルである
物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされてもよい。また、ＭＢＭＳサービスの
制御情報は、ロジカルチャネルであるマルチキャスト制御チャネル（MCCH）にマッピング
され、さらにトランスポートチャネルであるマルチキャストチャネル（MCH）、物理チャ
ネルである物理マルチキャストチャネル（PMCH）にマッピングされてもよい。ステップＳ
Ｔ４００２にて、移動端末は、サービングセルから自セルのシステム情報を受信する。
【０１６６】
　ステップＳＴ４００３にて、移動端末は、ＭＢＭＳ受信中であるか否かを判断する。具
体的には、ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合
セルからマルチセル送信されているＭＢＭＳサービスを受信しているか否かを判断する。
受信中であれば、ステップＳＴ４００４へ移行する。受信中でなければステップＳＴ４０
０５へ移行する。ステップＳＴ４００４にて、移動端末は、測定報告用パラメータにＭＢ
ＭＳ受信中の移動端末用の測定報告用パラメータをセットする。具体的には、オフセット
値にＭＢＭＳ受信中の移動端末用のオフセット値をセットする。ステップＳＴ４００５に
て、移動端末は、測定報告用パラメータにＭＢＭＳ未受信中の移動端末用の測定報告用パ
ラメータをセットする。更に具体的には、オフセット値にＭＢＭＳ未受信中の移動端末用
のオフセット値をセットする。
【０１６７】
　本実施の形態６により、ＭＢＭＳサービスを受信中とＭＢＭＳサービスを未受信の移動
端末のハンドオーバ処理が起こる周辺セル（新しいサービングセル）の測定結果を変更す
ることが可能となる。更には、ＭＢＭＳサービス受信中の移動端末用のオフセット値をＭ
ＢＭＳサービス未受信の移動端末用のオフセット値より大きい値とすることにより、ＭＢ
ＭＳサービス受信中の移動端末がハンドオーバ処理を行う周辺セルの測定結果をＭＢＭＳ
サービス未受信中より高くすることが可能となる。これにより、ユニキャスト／ミクスド
周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されている
ＭＢＭＳサービスを受信している移動端末が、ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにお
いて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されているＭＢＭＳサービス
を受信していない移動端末と比較して、地理的に同じ場所に位置した場合、ハンドオーバ
を起こりにくくすることが可能となる。これにより、同じ基地局からユニキャスト／ミク
スド周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されて
いるＭＢＭＳサービスを受信することが可能な地理的範囲を広くすることが出来る。これ
により、ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セ
ルからマルチセル送信されているＭＢＭＳサービスを受信している移動端末が、ハンドオ
ーバによりＭＢＭＳサービス受信の中断の発生を減らすという効果を得ることが出来る。
実施の形態５では、隣接セル情報に、新たに隣接セルのＭＢＭＳサービスのサービス内容
を付加することにより、第二の課題を解決した。しかし、隣接セル毎のＭＢＭＳサービス
のサービス内容の情報量は多くなることが考えられる。本実施の形態６では、隣接セルの
ＭＢＭＳサービスのサービス内容を付加することなく、第二の課題を解決した。よって、
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実施の形態５と比較してサービングセルから移動端末へ通知される情報量を少なくしつつ
、第二の課題を解決可能となる。よって、実施の形態５と比較して無線リソースの有効活
用という効果を得ることが出来る。
【０１６８】
変形例１．
　実施の形態６を以下のように変形すれば、更なる効果を得ることが出来る。実施の形態
６の変形例１で用いる移動体通信システムのシーケンス図を図４１に示す。なお、図４１
において、図３８ないし図４０と同一番号のステップは、同一または相当の処理を示すの
で説明は省略する。ステップＳＴ４００３にて、移動端末は、ＭＢＭＳ受信中であるか否
かを判断する。更に具体的には、ユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて、ユニキ
ャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されているＭＢＭＳサービスを受信してい
るか否かを判断する。受信中であれば、ステップＳＴ４１０１へ移行する。受信中でなけ
ればステップＳＴ４００５へ移行する。ステップＳＴ４１０１にて、移動端末は、ユーザ
の意思を確認する。更に具体的には、ユニキャスト通信よりＭＢＭＳサービス受信を優先
するか否かを判断する。更に具体的には、ユニキャスト通信よりユニキャスト／ミクスド
周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されている
ＭＢＭＳサービスを受信を優先するか否かを判断する。優先する場合、ステップＳＴ４０
０４へ移行する。優先しない場合、ステップＳＴ４００５へ移行する。
【０１６９】
　実施の形態６の変形例１により以下の更なる効果を得ることが出来る。ステップＳＴ４
００４にて、オフセット値に、ＭＢＭＳ受信中の移動端末用のオフセット値をセットした
場合、ＭＢＭＳサービスを受信していない移動端末が、現在のサービングセルからの受信
状況が悪くなり、新しいサービングセルへハンドオーバ処理を開始したとしても（イベン
トA3をサービングセルへ通知したとしても）、ＭＢＭＳサービス受信中の移動端末は同じ
受信状況（同じ地理的な位置とも言える）であってもハンドオーバ処理を開始しない。こ
のことは、ＭＢＭＳサービスを受信していない移動端末が、現在のサービングセルからの
受信状況が悪いとして、ハンドオーバ処理を開始する場合であっても、ＭＢＭＳサービス
受信中の移動端末は、現在のサービングセルに留まることを意味する。よって、ＭＢＭＳ
サービス受信の中断はおこらないが、ユニキャストサービスの受信品質の劣化に繋がるこ
とも考えられる。よって、本変形例を用いれば、ＭＢＭＳサービスの受信の中断を可能な
限り行いたくないのか、ＭＢＭＳサービスの受信の中断を許しユニキャストサービスの受
信品質の劣化を防ぎたいのか、ユーザの意思を反映した移動体通信システムの処理とする
ことが可能となり、よりユーザのニーズに合わせた使い方が可能となる効果を得ることが
出来る。
【０１７０】
変形例２．
　実施の形態６を以下のように変形すれば、更なる効果を得ることが出来る。実施の形態
６の変形例２で用いる移動体通信システムのシーケンス図を図４２に示す。なお、図４２
において、図３８～４０と同一番号のステップは、同一または相当の処理を示すので説明
は省略する。ステップＳＴ４００３にて、移動端末は、ＭＢＭＳ受信中であるか否かを判
断する。受信中であれば、ステップＳＴ４２０１へ移行する。受信中でなければステップ
ＳＴ４００５へ移行する。ステップＳＴ４２０１にて、移動端末は、測定対象の周辺セル
について、ステップＳＴ３９０２にて受信した隣接セル情報を用いて、隣接セルのＭＢＭ
Ｓサービスのサービス内容を確認する。測定対象の周辺セルにて、現在のサービングセル
にて受信中のＭＢＭＳサービスが行われているかを判断する。行われていた場合、ステッ
プＳＴ４００５へ移行する。行われていない場合、ステップＳＴ４００４へ移行する。
【０１７１】
　実施の形態６の変形例２により、以下の更なる効果を得ることが出来る。新しいサービ
ングセルにて、現在のサービングセルにて受信中のＭＢＭＳサービスが行われている場合
、ハンドオーバによるＭＢＭＳサービス受信の中断という問題は発生しない。よって、新
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しいサービングセルにて、現在のサービングセルにて受信中のＭＢＭＳサービスが行われ
ている場合、ユニキャストサービス（ＭＢＭＳサービスも含む）の受信品質の劣化につな
がる、ＭＢＭＳサービス受信中の測定報告用パラメータを用いることを防ぐことが可能と
なる。また、実施の形態６の変形例１と実施の形態６の変形例２は、組み合わせて用いる
ことが可能である。
【０１７２】
実施の形態７．
　ＭＢＳＦＮ同期エリア内の、全てのＭＢＳＦＮエリアに属する基地局が、ユニキャスト
／ミクスド周波数レイヤにおいて、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信
に用いる無線リソースを同じとすることを考える。更に具体的には、ＭＢＳＦＮ同期エリ
ア内の、全てのＭＢＳＦＮエリアが、ＭＢＭＳサービス（MCCH、MTCH）送信に用いるMBSF
Nサブフレームを、ともに用いることを考える。更に具体的には、ＭＢＳＦＮ同期エリア
にて共通の無線リソース（MBSFNサブフレーム）を、各ＭＢＳＦＮエリアにて多重して用
いる。多重方法の具体例を図４３に示す。図４３は、ＭＢＳＦＮサブフレームをＭＢＳＦ
Ｎエリアで多重する概念を示す説明図である。図４３において、パターンＡでは、ＭＢＳ
ＦＮエリアＡに属する基地局とＭＢＳＦＮエリアBに属する基地局が使用する無線リソー
ス（MBSFNサブフレーム）が時分割多重されている。ＭＢＳＦＮサブフレーム中にて、Ｍ
ＢＳＦＮエリアＡに属する基地局がＭＢＭＳサービスを送信している時間は、ＭＢＳＦＮ
エリアＢに属する基地局からのＭＢＭＳサービス及びユニキャストサービスの送信は行わ
ない、つまり送信オフの期間である。また、ＭＢＳＦＮエリアBに属する基地局がＭＢＭ
Ｓサービスを送信している時間は、ＭＢＳＦＮエリアＡに属する基地局からのＭＢＭＳサ
ービス及びユニキャストサービスの送信は行わない、つまり送信オフの期間である。パタ
ーンＢも時分割多重の具体例であるが、パターンＢはＭＢＳＦＮサブフレーム内を時分割
するのではなく、ＭＢＳＦＮエリア毎に用いるＭＢＳＦＮサブフレームを決定する。ただ
し、パターンＢもパターンＡ同様、ＭＢＳＦＮエリアＡに属する基地局がＭＢＭＳサービ
スを送信しているＭＢＳＦＮサブフレームでは、ＭＢＳＦＮエリアＢに属する基地局から
のＭＢＭＳサービス及びユニキャストサービスの送信は行わない、つまり送信オフである
。また、ＭＢＳＦＮエリアＢに属する基地局がＭＢＭＳサービスを送信しているＭＢＳＦ
Ｎサブフレームでは、ＭＢＳＦＮエリアＡに属する基地局からのＭＢＭＳサービス及びユ
ニキャストサービスの送信は行わない、つまり送信オフである。
【０１７３】
　パターンＣでは、ＭＢＳＦＮエリアＡに属する基地局とＭＢＳＦＮエリアBに属する基
地局が使用する無線リソース（MBSFNサブフレーム）が周波数分割多重（FDM：Frequency 
Division Multiplexing）されている例である。ＭＢＳＦＮサブフレーム中にて、ＭＢＳ
ＦＮエリアＡに属する基地局が、ＭＢＭＳサービスを送信している周波数では、ＭＢＳＦ
ＮエリアＢに属する基地局からのＭＢＭＳサービス及びユニキャストサービスの送信は行
わない、つまり送信オフである。ＭＢＳＦＮサブフレーム中にて、ＭＢＳＦＮエリアＢに
属する基地局がＭＢＭＳサービスを送信している周波数では、ＭＢＳＦＮエリアＡに属す
る基地局からのＭＢＭＳサービス及びユニキャストサービスの送信は行わない、つまり送
信オフである。パターンＤでは、ＭＢＳＦＮエリアＡに属する基地局とＭＢＳＦＮエリア
Bに属する基地局が使用する無線リソース（MBSFNサブフレーム）が符号分割多重されてい
る例である。ＭＢＳＦＮ同期エリアにて共通の無線リソース（ＭＢＳＦＮサブフレーム）
にて、ＭＢＳＦNエリアＡに属する基地局は、データにコードＡを乗算してＭＢＭＳサー
ビスを送信する。また、ＭＢＳＦＮ同期エリアにて、共通の無線リソース（MBSFNサブフ
レーム）にて、ＭＢＳＦＮエリアＢに属する基地局は、データにコードＢを乗算してＭＢ
ＭＳサービスを送信する。また、ＭＢＳＦＮエリア内の全てのＭＢＳＦＮエリアに属する
基地局が同じ無線リソース（MBSFNサブフレーム）を用いる例について述べたが、ＭＢＳ
ＦＮエリアを構成する基地局が隣接するMBSFNエリアに属する基地局が同じ無線リソース
を用いるとしても良い。
【０１７４】
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　実施の形態７により、第二の課題であるユニキャスト／ミクスド周波数レイヤにおいて
、ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されているＭＢＭＳサービスを受
信している移動端末が、ハンドオーバによりＭＢＭＳサービス受信の中断の発生を減らす
という効果を得ることが出来る。なぜなら、実施の形態７のような移動体通信システムに
より、ＭＢＳＦＮ同期エリアに属する基地局においては、同じ無線リソース（MBSFNサブ
フレーム）を用いてＭＢＭＳサービスを提供することになる。現在のサービングセルがＭ
ＢＳＦＮエリアＡに属し、新しいサービングセルがＭＢＳＦＮエリアＢに属した場合を考
える。ユニキャストサービスは受信品質の良好な新しいサービングセルと送受信を行い、
また、新しいサービングセルがスケジューリングを行う。一方、ＭＢＭＳサービスはユー
ザ所望のサービスを行っているＭＢＳＦＮエリアのＭＢＭＳサービスを受信することが可
能となる。また、ＭＢＳＦＮ同期エリアに属する基地局を対象としているため、本実施の
形態を実現するために新たに基地局間の同期を維持する基地局を増やす必要がないので、
移動体通信システムの複雑性を増すことはない。実施の形態5と比較して以下の効果を得
ることが出来る。実施の形態５で必要な隣接セルのＭＢＭＳサービスのサービス内容が不
要である。よって、実施の形態５と比較してサービングセルから移動端末へ通知される情
報量を少なくしつつ、第二の課題を解決可能となる。よって、実施の形態５と比較して無
線リソースの有効活用という効果を得ることが出来る。
【０１７５】
　実施の形態６と比較して以下の効果を得ることが出来る。実施の形態６で必要なユニキ
ャスト／ミクスド周波数レイヤにおいてユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル
送信されているＭＢＭＳサービスを受信していない移動端末用と、ユニキャスト／ミクス
ド周波数レイヤにおいてユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されている
ＭＢＭＳサービスを受信している移動端末用とに分離した測定報告用パラメータが不要と
なる。よって実施の形態６と比較してサービングセルから移動端末へ通知される情報量を
少なくしつつ、第二の課題を解決可能となる。よって、実施の形態６と比較して無線リソ
ースの有効活用という効果を得ることが出来る。さらには、実施の形態７では、ＭＢＭＳ
サービス受信中の移動端末であってもサービングセルの受信品質がＭＢＭＳサービス未受
信中の移動端末と同じだけ悪くなれば、新しいサービングセルにて現在受信中のＭＢＭＳ
サービスが行われているか行われていないかに関わらずハンドオーバすることが可能とな
るので、実施の形態６と比較してユニキャストサービスの受信品質の劣化がおこらないと
いう効果を得ることが出来る。
【０１７６】
実施の形態８．
　発明が解決しようとする第三の課題について図４４を用いて説明する。非特許文献２の
とおり、ＭＢＭＳ／ユニキャスト混合セルにおけるＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てに
ついて検討されている。非特許文献１のとおり、サブフレーム単位にてＭＢＳＦＮ（Mult
imedia Broadcast multicast service Single Frequency Network）用とＭＢＳＦＮ以外
のチャネルの多重が行われる。以降、ＭＢＳＦＮ送信用のサブフレームをＭＢＳＦＮサブ
フレーム（ＭＢＳＦＮ sub-frame）と称する。また、現在の３ＧＰＰにおいて、混合セル
においては、ＭＢＳＦＮフレーム（サブフレーム）において、サブフレーム単位において
先頭の１～２ＯＦＤＭシンボル以外は、ユニキャスト送信用に用いてはいけないことが決
定されている。つまり先頭の１～２ＯＦＤＭシンボル以外は、ＭＢＭＳ送信専用のリソー
スとなる。図４４ではＰＭＣＨと表記している。一方、非特許文献１において、ＰＣＨが
ＰＤＳＣＨあるいは、ＰＤＣＣＨにマッピングされることが開示されている。また非特許
文献１において、ページンググループは、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネル（PDCCH）を
用いること、及び移動端末の明確な識別子（UE-ID）はＰＣＨ上で見つけることが出来る
ことが開示されている。よって、ＰＣＨは、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネルを用いるた
め、ＭＢＳＦＮフレームであってもマッピングすることができる。一方、ＭＢＳＦＮフレ
ームにおいては、ＰＣＨにて次の制御情報の下り無線リソースの割り当てをする場合、同
じサブフレーム上の下り無線リソースはＭＢＭＳ送信専用となるため、同じサブフレーム
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内に制御情報の割り当てをすることは出来ないという課題が発生する。
【０１７７】
　非特許文献４に移動端末へのページング信号送信について以下の記載がある．ページン
ググループに属するいずれかの移動端末宛のページング信号が発生したことを伝えるＰＩ
ＣＨ（Paging Indicator channel）は、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネルを用いて送信さ
れる。ページング信号が自分宛てのものであるか否かを判断するために移動端末は、ペー
ジング信号をデコードする。ＰＣＨはページング信号を1つ以上持つことが可能である。
ＰＩＣＨはL1/L2シグナリングチャネルを用いて送信される、つまりサブフレーム単位に
おいて先頭の１～３ＯＦＤＭシンボルに位置づけられる。一方ＰＣＨは、ＰＩＣＨと同じ
サブフレームにあるＰＤＳＣＨにマッピングされる。非特許文献４のページング信号送信
手順においても本発明の解決しようとする第三の課題は発生する。つまりＭＢＭＳ/ユニ
キャスト混合セルにおいて、ＭＢＳＦＮサブフレームが構成されている場合、ＭＢＳＦＮ
サブフレームの先頭の１～２ＯＦＤＭシンボルにてＰＩＣＨを送信したとしても、ＰＩＣ
Ｈと同じサブフレームはＭＢＭＳ送信専用のリソースである。そのため、ページング信号
が自分宛てのものであるか否かを判断するためのページング信号をマッピングするＰＣＨ
を送信することは出来ない。また、非特許文献４には本発明の解決しようとする第三の課
題についての示唆もない。
【０１７８】
　非特許文献５にページングがおこる時（ページングアケージョン（ページングオケージ
ョン）:Paging occasion）を求める式について以下の記載がある。ページングアケージョ
ンを求めるためには、ページングインターバル（本発明における混合周波数レイヤにおけ
る間欠受信周期にあたる）とページングインターバル中でのページングアケージョンの数
の２つのパラメータが必要であり、他に必要なパラメータはないと記載されている。更に
ページングアケージョンが発生する無線フレーム中のサブフレームは、固定値とすると記
載されている。しかし非特許文献５にはページング信号がマッピングされるページングア
ケージョンの無線フレーム中のサブフレームについての決定方法についての記載はない。
また、非特許文献５にはページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢ
ＳＦＮサブフレームとの関係についての記載はなく、本発明の解決しようとする第三の課
題についての示唆もない。
【０１７９】
　ＭＢＳＦＮサブフレームの先頭の1～２ＯＦＤＭシンボル以外はＭＢＭＳ送信専用のリ
ソースとなる。ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームがＭＢＳＦＮサ
ブフレームの割り当てと重なった場合、先頭の１～２ＯＦＤＭシンボル以外は、ＭＢＭＳ
送信専用のリソースとなりページング処理に用いることはできない。従来のページング処
理方法ではＭＢＳＦＮサブフレームについて全く考慮していないため、ＭＢＭＳ/ユニキ
ャスト混合セルでのページング処理に適用することは不可能となる問題が生じる。この問
題を解決するため、本実施の形態８では、ページングアケージョンの無線フレーム中のど
のサブフレームを、ページング処理（ページング信号（ページングメッセージ）、ＰＩＣ
Ｈ、ＰＣＨなどの送信）に用いるかを決定する方法について開示する。ページング信号が
マッピングされるページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームの決定を行う
場合のシーケンス図の具体例を図４５に示す。図４０と同じステップ番号の処理について
は、同じ処理であるために説明を省略する。ステップＳＴ4001にてサービングセルは、自
セルのシステム情報を傘下の移動端末へ通知する。通知されるシステム情報の具体例とし
ては、メジャメント周期、間欠受信周期、トラッキングエリア情報（TA情報）などがある
。自セルのシステム情報には、間欠受信用パラメータを含むものとする。間欠受信用パラ
メータの具体例としては、混合周波数レイヤにおける間欠受信周期（T）、ページングイ
ンターバル中でのページングアケージョンの数（N）（あるいは、ページンググループ数
）などがある。間欠受信周期の表し方の具体例としては無線フレーム数などがある。ステ
ップＳＴ4002にて移動端末は、サービングセルから自セルのシステム情報を受信する。ス
テップＳＴ4501にてサービングセルは、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て情報を送信す
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る。ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てに関する現在の3GPPの議論では、以下のようなこ
とが話されている。ＭＢＳＦＮサブフレーム中のレファレンスシグナルとＭＢＳＦＮサブ
フレームではないサブフレームのレファレンスシグナルの無線リソースとしてのマッピン
グ位置が異なる。よってより正確なレファレンスシグナルを用いた測定を行うためには、
ＭＢＭＳサービスを受信する能力のない移動端末であってもサービングセルのＭＢＳＦＮ
サブフレームの割り当て情報を把握する必要があるという議論がされている（非特許文献
２）。ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て情報の具体例としては、ＭＢＳＦＮサブフレー
ムとして割り当てられるサブフレームのサブフレーム番号（例えば図４４では、サブフレ
ーム番号＃1）が考えられる。ステップＳＴ4502にて移動端末は、サービングセルからＭ
ＢＳＦＮサブフレームの割り当て情報を受信する。
【０１８０】
　ステップＳＴ4503にて移動端末は、ページングアケージョンを求める。本実施の形態８
では第三の課題を解決するためのページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレー
ムの決定方法を開示する。本実施の形態８で開示する方法は、ページングアケージョン（
ページングアケージョンの無線フレーム）の求め方によらずに、用いられることができる
。ステップＳＴ4504にてサービングセルは、移動体通信システムとして移動端末と同じ方
法を用いてページングアケージョンの無線フレームを求める。ステップＳＴ4505にて移動
端末は、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームを求める。ステップＳ
Ｔ4506にてサービングセルは、移動体通信システムとして移動端末と同じ方法を用いてペ
ージングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームを求める。
【０１８１】
　ステップＳＴ4505における、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム
を求める方法の詳細を以下に説明する。移動端末は、ステップＳＴ4502にて受信したＭＢ
ＳＦＮサブフレームの割り当て情報を元に、ＭＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレーム
がページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとなるようにする。更に具体
的には、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いてサブフレームの再番号付けを行う。図４６を用
いて説明する。図４６（a）はＭＢＳＦＮサブフレームが存在しない無線フレームである
。図４６（b）は、例えばサブフレーム番号＃3にＭＢＳＦＮサブフレームが割り当てられ
た場合のサブフレームの再番号付けの例である。再番号付けの前と後では、次のような対
応となる。（再番号付け前―再番号付け後）、（#0-#0（ＭＢＳＦＮ））（#1-#1（ＭＢＳ
ＦＮ））（#2-#2（ＭＢＳＦＮ））（#3-ＭＢＳＦＮサブフレーム）（#4-#3（ＭＢＳＦＮ
））（#5-#4（ＭＢＳＦＮ））（#6-#5（ＭＢＳＦＮ））（#7-#6（ＭＢＳＦＮ））（#8-#7
（ＭＢＳＦＮ））（#9-#8（ＭＢＳＦＮ））。以降再番号付け後のサブフレーム番号には(
ＭＢＳＦＮ)を付加して記載することとする。図４６（c）には1無線フレーム中に2つのＭ
ＢＳＦＮサブフレームが割り当てられた場合について記載している。再番号付けの詳細に
ついてＭＢＳＦＮサブフレームが1つの場合と同様であるので説明を省略する。ページン
グアケージョンの無線フレーム中のサブフレームをＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブ
フレーム数に対応付けて決定する。具体例として図４７に対応表を示す。図４７（a）に
ついて説明する。ＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム数が「９」であった場合
（つまり該無線フレーム中のＭＢＳＦＮサブフレームとしての割り当ては1サブフレーム
である）、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームは#4(ＭＢＳＦＮ)と
なる。図４７（a）を用いて、図４６(c)の場合のページングアケージョンの無線フレーム
中のサブフレームを求めてみる。図４６(c)の場合、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサ
ブフレーム数は、「8」となる。図４７（a）を用いてページングアケージョンの無線フレ
ーム中のサブフレームを決定すると、#3(ＭＢＳＦＮ)となる。図４７（b）には、１無線
フレーム中にページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームが複数発生する場
合を考えた対応表を示す。
例えば、図４７（b）の１無線フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが発
生する数が「２」の場合には、各移動端末は図４７（b）の1無線フレーム中にページング
アケージョンのサブフレームが発生する数が「2」の場合の欄に示すどちらのサブフレー
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ムを間欠受信にて受信（モニタ）すれば良いか分からない。このことは以下の方法によっ
て解決できる。移動端末の識別子　mode　1無線フレーム中のページングアケージョンの
サブフレームの数　を求める。1無線フレーム中のページングアケージョンのサブフレー
ム数が「２」の場合、前記式の解は０あるいは１となる。よって具体例としては前記式の
解が「０」となった場合は、対応表の上段のサブフレーム番号、「１」となった場合は対
応表の下段のサブフレーム番号と規定する。あるいは対応表に前記情報を含める。また別
の解決策として、移動端末は1無線フレーム中に複数存在するページングアケージョンの
サブフレームを全て受信（モニタ）することにより前記課題は解決される。更に１無線フ
レーム中に複数のページングアケージョンが発生するにも関わらずＭＢＳＦＮサブフレー
ムの割り当てとの関係でページングアケージョンのサブフレーム番号が必要数分規定出来
ない場合が発生する。具体的には図４７（b）の1無線フレーム中にページングアケージョ
ンのサブフレームが発生する数が「２」、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム
数「１」、の場合である。この課題は以下の方法によって解決できる。1無線フレーム中
に存在するページングアケージョン数がＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム数
以下となるようにページンググループ数または/かつ混合周波数レイヤにおける間欠受信
周期（T）または/かつＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て（割り当て数）を決定する。つ
まり以下の式（「ページンググループ数（N）／混合周波数レイヤにおける間欠受信周期
（T）＝＜10（1無線フレーム中のサブフレーム数）－ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て
数」）を満たすようなページンググループ数（N）、混合周波数レイヤにおける間欠受信
周期（T）、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て数を決定すればよい。
【０１８２】
　上記で述べた1無線フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが複数発生す
る場合の具体例を以下に述べる。ページングアケージョンの無線フレームを求める方法に
て、非特許文献５を用いた場合を考える。非特許文献５では先にも述べたように、ページ
ングアケージョンを求めるためには、ページングインターバル（本発明における混合周波
数レイヤにおける間欠受信周期にあたる）（T）とページングインターバル中でのページ
ングアケージョンの数（N）の２つのパラメータが必要であり、他に必要なパラメータは
ないと記載されている。1無線フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが複
数発生する場合は、以下の式（１＜N/T）で表すことが出来る。その場合の図４７（b）の
用いる方法について具体例を以下に示す。
１＜N/T＝＜２の場合は1無線フレーム中に異なるページンググループのページングアケー
ジョンに対応するサブフレームが２つ存在することになる。よって１＜N/T＝＜２の場合
は、図４７（b）の1無線フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが発生する
数が「2」の欄を用いることとなる。
【０１８３】
　図４７に示したような対応表は、ネットワーク側と移動端末側で認識を合わせておく必
要がある。対応表が移動体通信システムとして静的に決定されていても良い。これにより
、ネットワーク側から移動端末側へ通知する必要がないため、無線リソースの有効活用と
いう更なる効果を得ることが出来る。一方、対応表が変更可能とするならば、ロジカルチ
ャネルとして報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルの報
知チャネル（BCH）にマッピングされ、物理チャネルの物理報知チャネル（PBCH）にマッ
ピングされることが考えられる。また別の具体例としては、ロジカルチャネルとして報知
制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルの下り共有チャネル（
DL-SCH）にマッピングされ、物理チャネルの物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピン
グされることが考えられる。対応表を変更可能とすることにより、より柔軟な移動体通信
システムの構築が可能となる更なる効果を得ることが出来る。
【０１８４】
　実施の形態８では、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いてサブフレームの再番号付けを行い
、再番号付け後のサブフレーム番号にてページングアケージョンの無線フレーム中のサブ
フレームを決定している。よってページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレー
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ムとＭＢＳＦＮサブフレームが同じサブフレームとなることはない。よって本発明の第三
の課題を解決することができるという効果を得ることが出来る。
【０１８５】
　本変形例１では、実施の形態８のステップＳＴ4505の処理の異なる方法を示す。移動端
末は、ステップＳＴ4502にて受信したＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て情報を元に、Ｍ
ＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレームがページングアケージョンの無線フレーム中の
サブフレームとなるようにする。更に具体的には、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いてサブ
フレームの再番号付けを行う。詳細は実施の形態８と同様であるので説明を省略する。本
変形例１では実施の形態８と異なり、対応表ではなくＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサ
ブフレームの数とページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとの関係を一
定に保つことを考える。言い換えれば、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレームの
数とページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとの関係式を規定する。関
係式の具体例を以下に示す。
移動端末の識別子（ＵＥ－ＩＤ、ＩＭＳＩ、Ｓ－ＴＭＳＩなど）mod（ＭＢＳＦＮサブフ
レームを除いたサブフレーム数）＝ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレ
ーム（但し再番号付け後のサブフレーム番号）（式１）
（移動端末の識別子（ＵＥ－ＩＤ、ＩＭＳＩ、Ｓ－ＴＭＳＩなど）div　ページンググル
ープ数（N））mod　ＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム数＝ページングアケー
ジョンの無線フレーム中のサブフレーム（但し再番号付け後のサブフレーム番号）(式２)
などが考えられる。
【０１８６】
　本変形例１により実施の形態８での効果に加えて以下の効果を得ることが出来る。ネッ
トワーク側と移動端末側とで、対応表といった多量の情報を記憶しておく必要がないとい
う効果を得ることが出来る。また、ＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム数とペ
ージングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームの対応が変更となった場合であっ
ても、関係式をネットワーク側から移動端末側へ通知するのみでよく、対応表といった多
量の情報を通知する必要がないという効果を得ることが出来る。
【０１８７】
　上記関係式は、ページングアケージョン（ページングアケ-ジョンの無線フレーム）の
求め方によらず適用可能ではあるが、1無線フレームの中で実際にページングアケージョ
ンが割り当てられるサブフレームに偏りが生じてしまう場合が発生する。ページングアケ
-ジョンの算出式を「ページングアケージョン＝（移動端末の識別子　mod　ページンググ
ループ数（N））×Int（混合周波数レイヤにおける間欠受信周期（T）/ページンググルー
プ数（N））」とすることが考えられる。もしこの場合に、ページングアケ-ジョンの無線
フレームの中のサブフレームの決定式に式１を適用した場合、ページングアケ-ジョンが
割り当てられるサブフレームに偏りが生じる場合がある。例えば、N＝３で、ＭＢＳＦＮ
サブフレームを除いたサブフレーム数＝３の場合である。N=3なので、ページングアケ-ジ
ョンが＃０の無線フレームに発生するが、この無線フレームに割り当てられる移動端末の
識別子（IMSI等）は３の倍数となる。したがって、式１を適用すると、K=３なので、該無
線フレーム中で割り当てられるサブフレームは全ての移動端末において＃０のサブフレー
ムとなってしまう。このように、場合によっては、1無線フレームの中で実際にページン
グアケージョンが割り当てられるサブフレームに偏りが生じてしまう場合が発生する。こ
こでは、１無線フレームの中で実際にページングアケージョンが割り当てられるサブフレ
ームに偏りが生じないようにする方法を開示する。例えば、ページングアケ-ジョンの無
線フレームとサブフレームの両者ともに、移動端末の識別子を、NやＭＢＳＦＮサブフレ
ームを除いたサブフレーム数でmod演算をとる式としない方法がある。具体例として、サ
ブフレームの決定式を（式１）とした場合は、実施の形態２に示した以下のページングア
ケージョンの求め方とする。
「Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ＝（ＩＭＳＩ　ｄｉｖ　Ｋ）ｍｏｄ（ユニキャスト／
混合周波数レイヤにおける間欠受信周期）＋ｎ×（ユニキャスト／混合周波数レイヤにお
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ける間欠受信周期）　ｎ：０、１、２・・・、ただし、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ
≦ＳＦＮの最大値。」となる。ここでＳＦＮは０からＳＦＮの最大値までの整数。KはＭ
ＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム数。また、サブフレームの決定式を（式２）
とした場合は、以下のページングアケ-ジョンの求め方とする。
ページングアケージョン＝（移動端末の識別子　mod　ページンググループ数（N））×In
t（混合周波数レイヤにおける間欠受信周期（T）/ページンググループ数（N））
【０１８８】
　また別の方法として、サブフレームの決定式を（式２）とした場合、以下のページング
アケ-ジョンの求め方とする。
「ページング発生無線フレーム」（Paging Occasion）=（IMSI div K）ｍｏｄ　Ｘ　＋ｎ
×（ＭＢＭＳ送信周波数レイヤにおける間欠受信周期）、ｎ：０、１、２・・・ただし、
Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ≦ＳＦＮの最大値。ＳＦＮは０からＳＦＮの最大値まで
の整数。ＸはＭＢＭＳ送信周波数レイヤにおける間欠受信周期内でページングが発生する
無線フレームの数で、Ｘ≦ＭＢＭＳ送信周波数レイヤにおける間欠受信周期(無線フレー
ム数)である。なお、Ｘの値（Ｘでの剰余値）と、無線フレームナンバ（SFN）を関係付け
ておく。こうすることで、ページングが発生する無線フレームを任意に設定しておけると
いう効果がある。　また別の方法として、サブフレームの決定式を（式２）とした場合、
以下のページングアケ-ジョンの求め方とする。
「ページング発生無線フレーム」（Paging Occasion）=（（IMSI div K）ｍｏｄ（Int（
Ｔ／ＴＸ））)×ＴＸ　＋ｎ×（ＭＢＭＳ送信周波数レイヤにおける間欠受信周期）、ｎ
：０、１、２・・・ただし、Ｐａｇｉｎｇ　Ｏｃｃａｓｉｏｎ≦ＳＦＮの最大値。ＳＦＮ
は０からＳＦＮの最大値までの整数。ＴＸ≦ＭＢＭＳ送信周波数レイヤにおける間欠受信
周期(無線フレーム数)である。
ページングが発生する無線フレームを周期的にすることによって、前述したＸの値（Ｘで
の剰余値）と無線フレームナンバ（SFN）を関係付けておく必要がなくなるため、算出演
算を簡単にすることができる。
【０１８９】
　上記関係式は静的に決定されていても良い。これにより、ネットワーク側から移動端末
側へ通知する必要がないため、無線リソースの有効活用という更なる効果を得ることが出
来る。一方、関係式が変更可能とするならば、ロジカルチャネルとして報知制御チャネル
（BCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルの報知チャネル（BCH）にマッピン
グされ、物理チャネルの物理報知チャネル（PBCH）にマッピングされることが考えられる
。また別の具体例としては、ロジカルチャネルとして報知制御チャネル（BCCH）にマッピ
ングされ、トランスポートチャネルの下り共有チャネル（DL-SCH）にマッピングされ、物
理チャネルの物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされることが考えられる。対
応表を変更可能とすることにより、より柔軟な移動体通信システムの構築が可能となる更
なる効果を得ることが出来る。上記関係式の具体例において以下の効果を得ることが出来
る。同じページンググループに属する移動端末であっても移動端末の識別子に応じてペー
ジングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームの値が変る。これにより、同じサブ
フレームを用いる移動端末の数が減ることになる。よって1サブフレーム中でＰＩＣＨ、
ＰＣＨに用いる無線リソースが減るという効果を得ることが出来る。
【０１９０】
　本変形例２では、実施の形態８のステップ4505の処理の異なる方法を示す。本変形例２
では、サブフレームの再番号付けを行わない。移動端末は、ページングアケージョンの無
線フレーム中のサブフレームをステップＳＴ4502にて受信したＭＢＳＦＮサブフレームの
割り当て情報に対応付けて（割り当てを避けるように）決定する。具体例として図４８に
対応表を示す。図４８(a)について説明する。ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てが「＃1
」であった場合、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームは「＃4」と
なる。 図４８（b）には、１無線フレーム中にページングアケージョンの無線フレーム中
のサブフレームが複数発生する場合を考えた対応表を示す。例えば、図４８（b）の1無線
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フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが発生する数が「2」の場合には、
各移動端末は図４８（b）の1無線フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが
発生する数が「2」の場合の欄に示すどちらのサブフレームを間欠受信にて受信（モニタ
）すれば良いか分からない。このことは以下の方法によって解決できる。移動端末の識別
子　mode　1無線フレーム中のページングアケージョンのサブフレームの数　を求める。1
無線フレーム中のページングアケージョンのサブフレーム数が「２」の場合、前記式の解
は０あるいは１となる。よって具体例としては前記式の解が「０」となった場合は、対応
表の上段のサブフレーム番号、「１」となった場合は対応表の下段のサブフレーム番号と
規定する。あるいは対応表に前記情報を含める。また別の解決策として、移動端末は1無
線フレーム中に複数存在するページングアケージョンのサブフレームを全て受信（モニタ
）することにより前記課題は解決される。更に1無線フレーム中に複数のページングアケ
ージョンが発生するにも関わらずＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てとの関係でページン
グアケージョンのサブフレーム番号が必要数分規定出来ない場合が発生する。この課題は
以下の方法によって解決できる。1無線フレーム中に存在するページングアケージョン数
がＭＢＳＦＮサブフレームを除いたサブフレーム数以下となるようにページンググループ
数または/かつ混合周波数レイヤにおける間欠受信周期（T）または/かつＭＢＳＦＮサブ
フレームの割り当て（割り当て数）を決定する。つまり以下の式を満たすようなページン
ググループ数（N）、混合周波数レイヤにおける間欠受信周期（T）、ＭＢＳＦＮサブフレ
ームの割り当て数を決定すればよい。
ページンググループ数（N）／混合周波数レイヤにおける間欠受信周期（T）＝＜10（1無
線フレーム中のサブフレーム数）－ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当て数
【０１９１】
　上記で述べた1無線フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが複数発生す
る場合の具体例を以下に述べる。ページングアケージョンの無線フレームを求める方法に
て、非特許文献５を用いた場合を考える。非特許文献５では先にも述べたように、ページ
ングアケージョンを求めるためには、ページングインターバル（本発明における混合周波
数レイヤにおける間欠受信周期にあたる）（T）とページングインターバル中でのページ
ングアケージョンの数（N）の２つのパラメータが必要であり、他に必要なパラメータは
ないと記載されている。1無線フレーム中にページングアケージョンのサブフレームが複
数発生する場合は、以下の式（１＜N/T）で表すことが出来る。その場合の図４８（b）の
用いる方法について具体例を以下に示す。１＜N/T＝＜２の場合は1無線フレーム中に異な
るページンググループのページングアケージョンに対応するサブフレームが２つ存在する
ことになる。よって１＜N/T＝＜２の場合は、図４８（b）の1無線フレーム中にページン
グアケージョンのサブフレームが発生する数が「2」の欄を用いることとなる。
【０１９２】
　図４８に示したような対応表は、ネットワーク側と移動端末側で認識を合わせておく必
要がある。対応表が移動体通信システムとして静的に決定されていても良い。これにより
、ネットワーク側から移動端末側へ通知する必要がないため、無線リソースの有効活用と
いう更なる効果を得ることが出来る。一方、対応表が変更可能とするならば、ロジカルチ
ャネルとして報知制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルの報
知チャネル（BCH）にマッピングされ、物理チャネルの物理報知チャネル（PBCH）にマッ
ピングされることが考えられる。また別の具体例としては、ロジカルチャネルとして報知
制御チャネル（BCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルの下り共有チャネル（
DL-SCH）にマッピングされ、物理チャネルの物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピン
グされることが考えられる。対応表を変更可能とすることにより、より柔軟な移動体通信
システムの構築が可能となる更なる効果を得ることが出来る。
【０１９３】
　変形例２では、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てに応じて（割り当てを避けるように
）、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームを対応付けている。よって
ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームが同
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じサブフレームとなることはない。よって本発明の第三の課題を解決することができると
いう効果を得ることが出来る。実施の形態８、変形例１と比較して変形例２では、移動端
末及びネットワーク側にてサブフレームの再番号付けという処理を省略できるという効果
を得ることが出来る。
【０１９４】
　本変形例３では、実施の形態８のステップ4505の処理の異なる方法を示す。本変形例３
では変形例２と異なり、対応表ではなくＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てとページング
アケージョンの無線フレーム中のサブフレームとの関係を一定に保つことを考える。言い
換えれば、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てとページングアケージョンの無線フレーム
中のサブフレームとの関係式を規定する。関係式の具体例を以下に示す。以下サブフレー
ムの再番号付けを行わないサブフレーム番号にて説明する。しかし本変形例の考え方はサ
ブフレームの再番号付けを行った場合であっても用いることが出来る。
ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム＝ＭＢＳＦＮサブフレームの割
り当て番号＋Ｐ　（P：整数）
上記式にて求められたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームが＃9を
越えた場合には、
ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム＝ＭＢＳＦＮサブフレームの割
り当て番号＋Ｐ－（9×n）　（Ｐ：整数、n：正の整数、nは９を超える毎に「１」加える
こととする）
上記式で求められたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームが更にＭＢ
ＳＦＮサブフレームと重なるということも考えられる。本問題は以下にて解決可能である
。ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム＝ＭＢＳＦＮサブフレームの
割り当て番号＋Ｐ＋（m×Ｑ）－（9×n）　（Ｐ：整数、n：正の整数、m＝1、2、3…10）
上記式で求められたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームがＭＢＳＦ
Ｎサブフレームと重ならないような値となるまで、mの値を進める。
Ｑは、1及び、10と公約数を持たない整数とする。具体的には、Ｑ＝1、3、7、9…が考え
られる。この時Ｐ＝Ｑとしても良い。
上記関係式は静的に決定されていても良い。これにより、ネットワーク側から移動端末側
へ通知する必要がないため、無線リソースの有効活用という更なる効果を得ることが出来
る。一方、関係式が変更可能とするならば、ロジカルチャネルとして報知制御チャネル（
BCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルの報知チャネル（BCH）にマッピング
され、物理チャネルの物理報知チャネル（PBCH）にマッピングされることが考えられる。
また別の具体例としては、ロジカルチャネルとして報知制御チャネル（BCCH）にマッピン
グされ、トランスポートチャネルの下り共有チャネル（DL-SCH）にマッピングされ、物理
チャネルの物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされることが考えられる。対応
表を変更可能とすることにより、より柔軟な移動体通信システムの構築が可能となる更な
る効果を得ることが出来る。
【０１９５】
　本変形例３により変形例２での効果に加えて以下の効果を得ることが出来る。ネットワ
ーク側と移動端末側とで、対応表といった多量の情報を記憶しておく必要がないという効
果を得ることが出来る。また、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てとページングアケージ
ョンの無線フレーム中のサブフレームの対応が変更となった場合であっても、関係式をネ
ットワーク側から移動端末側へ通知するのみでよく、対応表といった多量の情報を通知す
る必要がないという効果を得ることが出来る。
【０１９６】
　本変形例４では、実施の形態８のステップ4505の処理の異なる方法を示す。移動体通信
システムとしてページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとしてＭＢＳＦ
Ｎサブフレームを除いたサブフレームを規定する。さらに具体的には、ページングアケー
ジョンの無線フレーム中のサブフレームとして、SCHがマッピングされるという理由にて
ＭＢＳＦＮサブフレームが割り当てられない＃０または/かつ＃５と規定する。ページン
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グアケージョンの無線フレーム中のサブフレームは静的に決定されていても良い。これに
より、ネットワーク側から移動端末側へ通知する必要がないため、無線リソースの有効活
用という更なる効果を得ることが出来る。一方、ページングアケージョンの無線フレーム
中のサブフレームが変更可能とするならば、ロジカルチャネルとして報知制御チャネル（
BCCH）にマッピングされ、トランスポートチャネルの報知チャネル（BCH）にマッピング
され、物理チャネルの物理報知チャネル（PBCH）にマッピングされることが考えられる。
また別の具体例としては、ロジカルチャネルとして報知制御チャネル（BCCH）にマッピン
グされ、トランスポートチャネルの下り共有チャネル（DL-SCH）にマッピングされ、物理
チャネルの物理下り共有チャネル（PDSCH）にマッピングされることが考えられる。対応
表を変更可能とすることにより、より柔軟な移動体通信システムの構築が可能となる更な
る効果を得ることが出来る。本変形例４では、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てを避け
るようなサブフレームをページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとして
規定する。よってページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮ
サブフレームが同じサブフレームとなることはない。よって本発明の第三の課題を解決す
ることができるという効果を得ることが出来る。実施の形態８、変形例１と比較して変形
例２では、移動端末及びネットワーク側にてサブフレームの再番号付けという処理を省略
できるという効果を得ることが出来る。変形例２、変形例３と比較して変形例４では、移
動端末及びネットワーク側にてＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てに応じたページングア
ケージョンの無線フレーム中のサブフレームの決定という処理を省略することができると
いう効果を得ることが出来る。
【０１９７】
　本変形例５では、実施の形態８のステップＳＴ4505の処理の異なる方法を示す。ステッ
プＳＴ4505にて移動端末は、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームを
求める。本変形例５では、ステップ4505に変えて図４９に示す処理を行う。ステップＳＴ
4901にて移動端末は、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームを求める
。変形例５では、ステップＳＴ4901でのページングアケージョンの無線フレーム中のサブ
フレームを求める方法のとしては特に指定しない。ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てを
考慮しない方法であって良い。具体的なページングアケージョンの無線フレーム中のサブ
フレームを求める方法例としては、実施の形態２で述べた方法、非特許文献5記載の方法
ようにＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てに応じることなく固定値とするなどを用いるこ
とが出来る。ステップＳＴ4902にて移動端末は、ステップＳＴ4502にて受信したＭＢＳＦ
Ｎサブフレームの割り当てとステップＳＴ4901にて求めたページングアケージョンの無線
フレーム中のサブフレームを用いて、両者が同じサブフレームとなるか否かを判断する。
同じサブフレームとなる場合、ステップＳＴ4903へ移行する。同じサブフレームにならな
い場合、ステップＳＴ4903へは移行せずに終了する、つまりステップＳＴ4901にて求めた
ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームをそのまま用いる。ステップＳ
Ｔ4903にて移動端末は、ステップＳＴ4902で求めたページングアケージョンの無線フレー
ム中のサブフレームについて次のＭＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレームへと変更す
る。例えば、ステップＳＴ4901にて求めたページングアケージョンの無線フレーム中のサ
ブフレームが#2であり、ステップＳＴ4502にて受信したＭＢＳＦＮサブフレームの割り当
てが#2であった場合を考える。この場合、ステップＳＴ4902にて両者が同じサブフレーム
になると判断される。よって、ステップＳＴ4903にてページングアケージョンの無線フレ
ーム中のサブフレームは、次のＭＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレーム、つまり#3と
なる。この時、ステップＳＴ4903にてページングアケージョンの無線フレーム中のサブフ
レームを前のＭＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレームに変更しても良い、つまり#1と
しても良い。ステップＳＴ4902の判断は、ステップＳＴ4503で求めたページングアケージ
ョンの無線フレーム毎に行っても良い。また、ステップＳＴ4902の判断は、当該サービン
グセルにて間欠受信を開始する際に1度、または/かつ、ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当
てが変更される際に1度、ＭＢＳＦＮフレームの集合の繰り返し周期分判断するとしても
良い。この場合、いずれか1つのページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレー
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ムがＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てと重なることになれば、毎ページングアケージョ
ンの無線フレーム中のサブフレームについてステップＳＴ4903を処理する。また、該当（
ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てと重なる）のページングアケージョンの無線フレーム
中のサブフレームのみステップＳＴ4903を処理するとしても良い、この場合ＭＢＳＦＮフ
レームの集合の繰返し周期において、該当（ＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てと重なる
）ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームに対してステップＳＴ4903の
処理を行う。ステップ4506にてサービングセルは、移動端末同様のステップＳＴ4901から
ステップＳＴ4903の処理を行う。
【０１９８】
　更に、ステップＳＴ4903の処理により求められたページングアケージョンの無線フレー
ム中のサブフレームが元のページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム（ス
テップＳＴ4901にて求められたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム
）と同じ無線フレーム内とならない場合が考えられる。その場合の処理について以下に述
べる。ステップＳＴ4903の処理により求められたページングアケージョンの無線フレーム
中のサブフレームが元のページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームと異な
る無線フレームとなっても良いものとする。あるいは、ステップＳＴ4901で求めるページ
ングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームをステップＳＴ4903の処理により求め
られたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームが元のページングアケー
ジョンの無線フレーム中のサブフレームと同じ無線フレームとなるような値とする。具体
例としては、ステップＳＴ4901にて求められるページングアケージョンの無線フレーム中
のサブフレームが無線フレームの最後のサブフレーム（#9）となることを除く、あるいは
、ある規定値から最後のサブフレームとなることを除くとする。ある規定値のサブフレー
ム番号の具体例として、「ある規定値のサブフレーム番号＝最後のサブフレーム－ＭＢＳ
ＦＮサブフレームの連続割り当て数」となる。
【０１９９】
　本変形例５では、ＭＢＳＦＮサブフレームを考慮することなくページングアケージョン
の無線フレーム中のサブフレームを求めた上で、ページングアケージョンの無線フレーム
中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームが重なった場合において、ページングアケー
ジョンの無線フレーム中のサブフレームを次のＭＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレー
ムへ変更する。よってページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳ
ＦＮサブフレームが同じサブフレームとなることはない。よって本発明の第三の課題を解
決することができるという効果を得ることが出来る。
【０２００】
　本変形例６は、実施の形態８のステップＳＴ4503の処理の異なる方法を示す。ステップ
ＳＴ4503にて非特許文献５記載の方法を用いた場合を考える。ここで、ページングインタ
ーバルとページングインターバル中でのページングアケージョンの数を等しいとしてペー
ジングアケージョンを求める。これにより、ページングアケージョンを求めるためのパラ
メータが１つ減るという効果を得ることが出来る。このことは、ステップＳＴ4001におけ
る自セルのシステム情報の削減に繋がる。これにより、無線リソースの有効活用という効
果を得ることが出来る。
【０２０１】
　実施の形態８、変形例１～変形例６は、実施の形態１及び実施の形態２に示した、「Ｕ
ｎｉｃａｓｔ側　間欠受信」に適応可能である。
【０２０２】
実施の形態９．
　ＭＢＳＦＮサブフレームの先頭の1～２ＯＦＤＭシンボル以外はＭＢＭＳ送信専用のリ
ソースとなる。ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームがＭＢＳＦＮサ
ブフレームの割り当てと重なった場合、先頭の１～２ＯＦＤＭシンボル以外は、ＭＢＭＳ
送信専用のリソースとなりページング処理に用いることはできない。そのため従来のペー
ジング処理方法では不都合が生じるという第三の課題を解決するため、本実施の形態９で
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は、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレーム
が重なった場合の処理方法について開示する。本実施の形態９では、ページングアケージ
ョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てが重なった場
合、ＭＢＳＦＮ送信専用となる先頭１～２ＯＦＤＭシンボル以外の無線リソースをユニキ
ャスト送信用、さらに具体的にはページング処理に用いないこととする。また、さらには
、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームの
割り当てが重なった場合、ＭＢＳＦＮ送信専用となる先頭１～２ＯＦＤＭシンボル以外の
無線リソースにて送信するページング処理に関する情報を、次のＭＢＳＦＮサブフレーム
以外のサブフレームにて送信することとする。処理方法の具体例を以下に示す。ページン
グ信号の処理方法は、図４５のステップＳＴ4505の処理を図４９に変えた処理に類似して
いる。異なる部分を中心に説明する。ステップＳＴ4902にて移動端末は、ステップＳＴ45
02にて受信したＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てとステップＳＴ4901にて求めたページ
ングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームを用いて、両者が同じサブフレームと
なるか否かを判断する。同じサブフレームとなる場合、ステップＳＴ4903へ移行する。実
施の形態９では、ステップＳＴ4903の処理に変えて、以下の処理を行う。ステップＳＴ49
01にて求めたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームの先頭の１～２Ｏ
ＦＤＭシンボルを用いて、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭ
ＢＳＦＮサブフレームの割り当てが重ならなかった場合に先頭の１～３ＯＦＤＭシンボル
（L１/L２シグナリングチャネル）で送信するはずであった情報を送信する。また、ペー
ジングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームの割り当
てが重ならなかった場合に先頭の１～３ＯＦＤＭシンボル以外（PDSCH）で送信するはず
であった情報を、次のＭＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレームの先頭の１～３ＯＦＤ
Ｍシンボル以外（PDSCH）で送信する。次のＭＢＳＦＮサブフレーム以外のサブフレーム
の先頭の１～３ＯＦＤＭシンボル以外（PDSCH）とした場合は、該PDSCH内の無線リソース
の割り当ては、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサ
ブフレームが重ならなかった場合の割り当てと同じとすれば、再度の割り当てなどが不要
となり無線リソースの有効活用という効果を得ることが出来る。ステップＳＴ4902の判断
で、同じサブフレームにならない場合、ステップＳＴ4903へは移行せずに終了する、つま
りステップＳＴ4901にて求めたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム
をそのまま用いる。
【０２０３】
　ステップＳＴ4901にて求めたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム
の先頭の１～２ＯＦＤＭシンボルを用いて、ページングアケージョンの無線フレーム中の
サブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てが重ならなかった場合に先頭の１～３
ＯＦＤＭシンボル（L１/L２シグナリングチャネル）で送信するはずであった情報の具体
例を以下に示す。非特許文献１において、ＰＣＨがＰＤＳＣＨあるいは、ＰＤＣＣＨにマ
ッピングされることが開示されている。また非特許文献１において、ページンググループ
は、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネル（PDCCH）を用いること、及び移動端末の明確な識
別子（UE-ID）はＰＣＨ上で見つけることが出来ることが開示されている。よって、ＰＣ
Ｈは、Ｌ１／Ｌ２シグナリングチャネルを用いて送信されることとなる。一方、非特許文
献４において、ページンググループに属するいずれかの移動端末宛のページング信号が発
生したことを伝えるＰＩＣＨ（Paging Indicator channel）は、L1/L2シグナリングチャ
ネルを用いて送信されると記載されている。
【０２０４】
　ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームの
割り当てが重ならなかった場合に先頭の１～３ＯＦＤＭシンボル以外（PDSCH）で送信す
るはずであった情報の具体例を以下に示す。非特許文献１において、ＰＣＨにて次の制御
情報の下り無線リソースの割り当てが行われた場合、該制御情報がPDSCHにマッピングさ
れる。一方、非特許文献４においてＰＣＨは、ＰＩＣＨと同じサブフレームにあるPDSCH
にマッピングされると記載されている。
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【０２０５】
　本実施の形態９では、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢ
ＳＦＮサブフレームの割り当てが重なった場合、ＭＢＳＦＮ送信専用となる先頭１～２Ｏ
ＦＤＭシンボル以外の無線リソースをユニキャスト送信用、つまりページング処理に用い
ないこととした。これにより、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレーム
とＭＢＳＦＮサブフレーム割り当てが重なった場合であってもページング処理に必要な情
報がネットワーク側から移動端末へ送信不可能となることが発生しない。よって本発明の
第三の課題を解決することが出来るという効果を得ることが出来る。
【０２０６】
　変形例１の説明をする。ステップＳＴ4502にて受信したＭＢＳＦＮサブフレームの割り
当てとステップＳＴ4901にて求めたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレ
ームを用いて、両者が同じサブフレームとなると判断した場合、変形例１では実施の形態
９の処理に変えて以下の処理を行う。ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフ
レームとＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てが重ならなかった場合に先頭の１～３ＯＦＤ
Ｍシンボル（L１/L２シグナリングチャネル）で送信するはずであった情報とページング
アケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦＮサブフレームの割り当てが重
ならなかった場合に先頭の１～３ＯＦＤＭシンボル以外（PDSCH）で送信するはずであっ
た情報をステップＳＴ4901にて求めたページングアケージョンの無線フレーム中のサブフ
レームの先頭の１～２ＯＦＤＭシンボルを用いて送信する。
【０２０７】
　本変形例１では、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭＢＳＦ
Ｎサブフレームの割り当てが重なった場合、ＭＢＳＦＮ送信専用となる先頭１～２ＯＦＤ
Ｍシンボル以外の無線リソースをユニキャスト送信用、つまりページング処理に用いない
こととした。これにより、ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとＭ
ＢＳＦＮサブフレーム割り当てが重なった場合であってもページング処理に必要な情報が
ネットワーク側から移動端末へ送信不可能となることが発生しない。よって本発明の第三
の課題を解決することが出来るという効果を得ることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【０２０８】
【図１】ＬＴＥ方式の通信システムの構成を示す説明図である。ＬＴＥ方式の通信システ
ムの構成を示す説明図である。
【図２】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される無線フレームの構成を示す説明図である
。
【図３】ＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency Netw
ork）フレームの構成を示す説明図である。
【図４】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される物理チャネルを説明する説明図である。
【図５】ＬＴＥ方式の通信システムで使用されるトランスポートチャネルを説明する説明
図である。
【図６】ＬＴＥ方式の通信システムで使用される論理チャネルを説明する説明図である。
【図７】ＭＢＳＦＮ同期エリアとＭＢＳＦＮエリアの関係を説明する説明図である。
【図８】Ｅ－ＭＢＭＳの論理構造（Logical Architecture）を説明する説明図である。
【図９】Ｅ－ＭＢＭＳのアーキテクチャ（Architecture）を説明する説明図である。
【図１０】本発明に係る移動体通信システムの全体的な構成を示すブロック図である。
【図１１】移動端末の構成を示すブロック図である。
【図１２】基地局の構成を示すブロック図である。
【図１３】ＭＭＥ（Mobility Management Entity）の構成を示すブロック図である。
【図１４】ＭＣＥ（Multi-cell/multicast Coordination Entity）の構成を示すブロック
図である。
【図１５】ＭＢＭＳゲートウェイの構成を示すブロック図である。
【図１６】ＬＴＥ方式の通信システムにおいて移動端末がＭＢＭＳの利用開始及び利用修
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了までの処理の概略を示すフローチャートである。
【図１７】ユニキャスト側のセルセレクションを説明するフローチャートである。
【図１８】ＭＢＭＳサーチ処理を示すフローチャートである。
【図１９】ＭＢＭＳサービス選択処理を示すフローチャートである。
【図２０】ＭＢＭＳ側受信状況通知処理を示すフローチャートである。
【図２１】ユニキャスト側メジャメント処理を説明するフローチャートである。
【図２２】ＭＢＭＳ受信時における間欠受信処理を説明するフローチャートである。
【図２３】ＭＴＣＨ受信処理とＭＢＭＳ受信終了処理を示すフローチャートである。
【図２４】ユニキャスト側間欠受信処理、ＭＢＭＳ受信終了処理を示すフローチャートで
ある。
【図２５】ＭＢＳＦＮ同期エリアを構成する複数のＭＢＳＦＮエリアを示す説明図である
。
【図２６】ＭＢＳＦＮエリアが時分割多重された場合のＭＢＳＦＮ同期エリアの物理チャ
ネルへのマッピング概念図である。
【図２７】ＭＢＳＦＮエリアが符号分割多重された場合のＭＢＳＦＮ同期エリアの物理チ
ャネルへのマッピング概念図である。
【図２８】ＭＢＳＦＮ同期エリアを構成する複数のＭＢＳＦＮエリアを示す説明図であっ
て、複数のＭＢＳＦＮエリアをカバーするＭＢＳＦＮエリアを示す説明図である。
【図２９】カバーしているＭＢＳＦＮエリアとカバーされているＭＢＳＦＮエリアが時分
割多重され、カバーされているＭＢＳＦＮエリア間の多重方法は符号分割多重である場合
のＭＢＳＦＮ同期エリアの物理チャネルへのマッピングを示す説明図である。
【図３０】移動端末へのＭＢＭＳデータの送信が停止され、移動端末でのＭＢＭＳデータ
の受信動作が停止する間欠受信期間と、間欠受信を行う周期である間欠受信周期の関係を
示す説明図である。
【図３１】トラッキングエリアリストの詳細を説明する説明図である。
【図３２】ＭＢＭＳ送信専用周波数レイヤにおけるページング信号をマッピングするチャ
ネル構成例である。
【図３３】ページング信号を物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）上のページング信
号ののる物理領域にマッピングする方法の一例を示す説明図である。
【図３４】ページング信号を物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）上のページング信
号ののる物理領域にマッピングする方法の一例を示す説明図である。
【図３５】受信可能なＭＢＭＳに関する報知、ＭＢＭＳサーチ、ＭＢＭＳサービス選択処
理を示すフローチャートである。
【図３６】サービス番号とサービス内容の対応付けを説明する表である。
【図３７】受信可能なＭＢＭＳに関する報知、ＭＢＭＳサーチ、ＭＢＭＳサービス選択処
理を示すフローチャートである。
【図３８】ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されたＭＢＭＳサービス
を受信している移動端末がハンドオーバを行う処理を示すフローチャートである。
【図３９】ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されたＭＢＭＳサービス
を受信している移動端末がハンドオーバを行う処理を示すフローチャートである。
【図４０】ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されたＭＢＭＳサービス
を受信している移動端末がハンドオーバを行う処理を示すフローチャートである。
【図４１】ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されたＭＢＭＳサービス
を受信している移動端末がハンドオーバを行う処理を示すフローチャートである。
【図４２】ユニキャスト／ＭＢＭＳ混合セルからマルチセル送信されたＭＢＭＳサービス
を受信している移動端末がハンドオーバを行う処理を示すフローチャートである。
【図４３】ＭＢＳＦＮサブフレームをＭＢＳＦＮエリアで多重する概念を示す説明図であ
る。
【図４４】第三の課題を説明する説明図である。
【図４５】ページング信号がマッピングされるページングアケージョンの無線フレーム中
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のサブフレームの決定を行う場合のシーケンス図である。
【図４６】ページング信号がマッピングされるページングアケージョンの無線フレーム中
のサブフレームの決定を行う場合のシーケンス図である。
【図４７】ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとMBSFNサブフレー
ムを除いたサブフレーム数の対応表である。
【図４８】ページングアケージョンの無線フレーム中のサブフレームとMBSFNサブフレー
ム番号の対応表である。
【図４９】実施の形態８の変形例５で用いる、ページングアケージョンの無線フレーム中
のサブフレームの決定を行う場合のシーケンス図である。
【符号の説明】
【０２０９】
　１０１　移動端末、１０２　基地局、
　１０３　ＭＭＥ（Mobility Management Entity）、
　１０４　Ｓ－ＧＷ（Serving Gateway）

【図１】

【図２】

【図３】
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